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サウジアラビア王国 (Kingdomof Saudi Arabia) 

第 1節サ アラピア王国の概要

1苓歴史

いまから ほど前まで、アラビア半島中央部の大半を占める現サウジアラビア王国は砂漠の

白地帯であった。中近東の歴史はほとんどサウジアラビアの上をかすめて通りすぎた。 BC17

世紀の古代パビロニア、 BC14-7世紀のアッシリア帝国、 BC5世紀のダリウス寸仕のペルシ

ャ帝国、 BC330年のアレキサンダー大Eの遠征、その後のササン朝ペルシャ、ローマ帝国など、

シリア、イラクを舞台としたが、足跡はサウジアラピアには及んでいない。ただし、紅海沿岸地

域は早くから開け、その地域から独立国家が興隆したことはないが、エジプト、シリア、イエメ

ンなどと交流を保ち、また予言者マホメッドの時代 (AD571 ,....,532年）にメッカ、メディナなど

が歴史の舞台に登った。しかし、現在のサウジアラビアのほとんどを占める東部、中央部は長ら

く各部族が遊牧生活を続け、国家という意識もまとまりもなかった。

18世紀半ばに、ネジド高原に多数散在する閑村の中から、リヤドに隣接するディライヤにサウ

ド王国が勃興した。このサウド玉国繁栄のきっかけは、 1744年ワッハープ派の祖であるモハマド

・イプン・アブドール・ワッハーブが、当時のディライヤの領主であり、第一次サウド王国の初

首長であるモハマド・イブン・サウドの全面的な支持、協力のもと、宗教改革を始めたことで

あり、サウド家はこの宗教改革に乗じて勢力を拡大し、ディライヤはこの地方の中心都市の観を

して発展した。しかし、 1818年にオスマントルコ皇帝の命を受けたエジプト軍の攻略により第

一次サウド王国は崩壊し、ディライヤが灰塵に帰した後は、リヤドがこれに取って替わり、以来

ネジド地方の中心都市として発展してきた。 19世紀半ばにここに第二次サウド王国の復興をみた

が、同世紀末に再びオスマントルコの支援を受けた北部のイプン・ラシド家の侵略によって崩壊

し、王位追放の憂き目をみた。 1902年、クウェイトに亡命していたアプドール・アジズ王子（サ

ウジアラビア王国初代国王）は少数の手勢とともにリヤドに潜入、マスマク城にいたラシド家の

総督、アジュランを殺害、リヤド奪還に成功して、ここに第三次サウド王国を興した。

アプドール・アジズ国王はさらに、北部のハーイル、東部のハサ、南部のアシール、西部のヒ

ジャーズの各地方を次々と支配下に置き、さらに1927年イギリスからの完全独立を得た。また19

32年国名をサウジアラビア王国と改めた。 1938年、サウジアラビアに油田が発見されると、欧米

から多くの商社が利権を求めて接触を始め、サウジアラビアという国が世界の注目を浴びだした。

1953年アブドール・アジズ国王の死去にともない第2代のサウド国王が就位、さらに1964年にフ

ァイサル国王が第3代国王となった。ファイサル国王は、閣僚会議創設、国家基本法制定などに

より、次々と近代化政策を進めた。しかし1975年、甥のムサド王子が国王を暗殺、代わってファ

イサル国王の弟のハリド皇太子が第4代国王となった。ハリド国王はイスラム教38カ国のメッカ

サミット開催、湾岸6カ国協力機構の創設など、宗教、地域リーダーとしての政策を展開したが、

1982年心臓の病で倒れた。国王死去に伴い即位した現在のファハド国王は第 5代目に当たる。
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では 3番目に

さらに、国土の である

のL5%強をサウ

め、世界の乾燥地面積の 5%はサウジ

存在する。

［＇がり、東側に緩

の西側の馳中

とんどである。

の は、アフリカと同じ

？炉”v ¥.、9

地域を除いては、

の古生代～中生代の固い岩盤層が盛り

4紀世の砂礫が薄くのっている。このため、

と称せられる植生に乏しい上地、それと禿山がほ

2)気候

な国士であるために、気候は地域差が大きく、北方は地中海性気候、南方はモンスーン

く受けている。地中海性気候とは、地中海沿岸地域にみられる特別な気候で、冬は

で雨が多く、夏は反対に雨が少なくて陽射しが強いという特徴をもっている。またモ

ンスーン気候とは、夏には冷たい海洋から暑い大陸に、また冬は逆に大陸から海洋へと、大陸と

海洋の温度差によってできる風の流れである。

-1 サウジアラピアの気候帯と代表的都市の綽度、経度、標高

気候帯区分 都市 北糾 東経 標

紅海沿岸地域 Jizan 16°54, 42°33 , 3 m 

Jeddah 21°30, 39・12, 11 m 

Al-Wagh 26°14 , 36°26' 19 m 

部地域 Tabuk 24' 36沿 35, 769 m 

Turaif 31°41必 38°40 , 824田

中央部地域 Al-Medinah 24°31 , 39• 42' 632 m 

Riyadh 24°42' 46°44, 608 m 

Al-Kassim 26°17' 43• 51 , 645 m 

Hail 27°31' 41°44, 988 m 

東部地域 Dahran 26°49' 50・08, 21 m 

南西部山岳地域 Al-Taif 21・29' 40°32, 1,457 m 

Abha 17°80, 42°46' 2,800 m 

ルプアルハリ砂淡 Al-Sulayl 20°28' 43°40' 612 m 

ェッグ市のアプドールアジズ (King Abdulaziz University)気象・環境・乾燥地農業学

-2 -
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● 11. Hail 

1.' 10. Al-11.assim ． 
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月

● 13.Al-Sulayl 

● 7. Abha 

図ー 2 サウジアラビア国内気象観測地点の所在地

最初に、気候帯区分別に年平均気湿を比較する。紅海沿岸地域といっても、南部のJizanでは

30.2℃、中央部のJeddahでは27.9℃、北部のAl-Waghでは24.5℃と年平均気温に 5℃以上の大きな

開きがある。さらに、北部内陸地域のTabukでは22.0℃、ヨルダン国境に近い北端のTuraifでは

18.1℃ と、北に位置する都市ほど一段と気温が低下する。一方内陸中央部では、紅海沿いの山脈

の東内側に位置するMedinahの年平均気温が28.9℃と最も高く、 Riyadhが25.1℃、 Al-Kassimが

24.2℃、 Hai1が22.1℃となり、やはり北方ほど気湿は下がる。東部のDahranは26.7℃である。一

方、紅海沿いの山岳地帯である南西部アシール地域では、標高1,457mのAl-Taifが22.0℃、標高

2,800mのAbhaが16.8℃と、ここでは標高差による気混の違いが大きい。さらに、ルプアルハリ砂

漠の入口に位置する南部内陸地のAl-Sulaylでは26.3℃の年平均気温となっている。このように、

国内の年平均気温でみても、熱帯気候のJizan(30.2℃)、熱帯高地のAbha(16.8℃)、内陸温帯

気候のTuraif(18.1℃)と大きく異なることが分かる。

サウジアラビアでは、酷暑の季節は6-8月である。この時期は日陰でも日中の気温は48℃を
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し¥0

9℃ と
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月の

で軒並

は、 Dahranの36.0℃、 Al-Medinahの35.9℃、 Riyadhの34.7℃な

を える その中にあって、 地域のJeddahでは31.

しく、 さら

すい。 これに して、北部のTuraifでは28.1℃、

,800mのAbhaでは22.

一方、 12,._,2月は冬であるが、

18.1℃、 Riyadhでも13.8℃となり、かなり

は、

が低

さらに北部のTuraifでは4.5℃と寒さが厳しい。

が降り、作物に害を与えること

つぎに降

1月の

るHailでは10.1℃、

山岳地 のAl-Taifでは27.

をみる。全国的に年間降水量は

では、紅海の湿気を帯びた風が山に当たって雨をもたらし、

で156mm、Abhaでは655mmと年間降水量が多い。降雨はほとんど冬に集中し、気温が低くなる11月

から 5月までが雨のシーズンである。 6,_,10月は降水0mmが続く。また内陸南部の空白の1/4とい

う意味をもつルプアルハリ (Al-RhubAl-Khal i)砂漠ではほとんど雨が降らない。ところが何年

かに一度、突如として大雨が降ることがある。 Al-Sulayl市の降水量の月別分布はそのことを物語

の山岳地

ある。 ただし

っている。

気中の相対湿度について、

と紅海沿岸のジェッダの比較を図ー 3に示

リヤドでは、気温が高く降水量が少ない6-9

月に空気中の相対湿度が13~15% にまで低下し

ている。降雨が始まる11月から相対湿度は

して30%を越え、 1月に最大の48%となる。

内陸部のリヤド

で は肌寒いくらいである。

izanが26.1℃ と

る。

いほ は、 Medinahでは

この時期、内陸中央部の北に位置

これらの地域では 1,-...,2月は

゜

昇

こ

となることはほとんどない。

なくて、 10-130mmの範囲である。

れに対して、紅海沿岸のジェッダ市では、絶え

ず湿気を帯びた空気が吹き込むので、年間を通

して相対湿度は60%前後で安定している。

このほか日射量では、 1970年の日平均日射量は、

北部の409cal/cm2/dayからルプアルハリ砂漠地

帯の663cal/cm2/dayの範囲で、アラビア湾岸の

Al-Hasaの6月の平均日射量は725cal/cm2/dayと
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アシール山地の Al-Taif 

● ● ● ● ● ·······························•·••·····················、.................. 
Jeddah 

.........................................、............ヽ.;;;;.;;、...........
•' ..... ,;;;:.,・;;;: ヽ.......,. 心ふ，’奮・‘‘●●:・........................ ヽ....伍●●

....................................................................、.........

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・ ● " "  Riyadh 
............................................................... J, ........... . 

ー
ゥ
〗 3
 
4
 
5
 6 月
7
 
8
 ，
 

10 11 12 

リヤドとジェッダの相対湿度(1966-74年）

いった測定結果も得られている。わが国の年平均全天日射量をみると、北海道の日本海側が最低

で260cal/cm勺day、沖縄県が最高で340cal/cm勺dayの範囲にあるので、サウジアラビアでは 1年

間に日本の1.2--..,2.6倍の強度の日射量がある。また最も陽射しの強い沖縄県の 7月の日射量でも

500cal/cm2/day程度で、アラビア湾岸のAl-Hasaの6月の平均日射量725cal/cm2/dayの69%でしか

ない。

日本の旅行者に注意を喚起したい点がある。リヤドはサウジアラビアの首都であり、入国時の

玄関口となっているが、アラビア湾まで約 500km、紅海まで約1,000kmの内陸にあるため、典型

的な大陸性砂漠気候であることに注意が必要である。気温の年較差、日較差が非常に大きい。砂

漠の国だからさぞ暑かろうと、冬の軽装は禁物である。雨も10月から 3月にかけて比較的涼しい

季節に降り、年に数日、数時間の集中豪雨に見舞われることがある。今回、我々が訪問した時期

は4月初旬であったが、道路が水浸しになるほどの降雨に遭遇した。砂漠の国でもこんなに雨が

降るのかと大いに驚き、囲定観念に捕らわれることの恐さを知った。
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は生産額が10.7兆円 (1990年）でGDP全体の2.4%に過ぎないのに比較すると、サウジアラビ

アの農林水産業がGDPの11.3%を占めているのはかなり高い比率と言える。第 1

口の比率も、日本の6。7%に比べて、サウジアラビアでは総人口1,400万人の中の550万人、 39.0%

(1990)を占めている。このように、石油に浮かぶ国と言われるサウジアラピアであるが、

は重要な となっている。

2 国土利用と農地

前述のように、サウジアラビアの国士面積は215万km2、アラビア半島の4/5を占め¥日本の約5.

7倍の面積がある。しかし、国土の大部分が不毛の砂漢であり、農業生産に不適な土地が多い。

開発が可能な土地向積は2,800Jiha、国士の18%と見積られている。政府は石油収人の巨額な財

をもとにこの不毛の地を緑の人地に変えるべく、 1970年8月に第 1次5カ年計画を始めて以来、

次の 5カ年計画を推進してきた。 1970年代の経済生長率は年平均9.6%で、

界で最も発展の著しい国であったが、第 2次5カ年計画 (1975-80年）までは農業部門の伸び率は

5%程度で低かった。しかし1980年代に入って、 5カ年計画で農業の振興に努めてきた成果が実績

として顕著に現われ、第3次5カ年計画 (1980,....,85年）期間中は26%の高い伸び率を示した。

農地面積は1983年の73:Jihaから、毎年粋実に増加しており、 1987年には100万haを突破、
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ま しぃ 0 かけて の ンJ

汀 1日を示している。しかし、

1%に達していない。また、

サウジアラビアでは、国

を特定の資産家が寡占するということはない。し

大きくはなく、

3. 農業生産

サウジアラビア

は企業

の

な

に

つある

している

の

国のように

.7haで

％で、

iculture Statistical Year Book, 

1986/87、1990によって、サウジアラビアの農作物の種類別作付面積と生韮最を解析する

まず最初に農業の地域区分を紹介する。サウジアラビアの農業統計では国内を11の地域に

している。それぞれ東部地域 (EasternRegion)、リヤド地域 (Riyadh)、カシム地域（

ヘイル地域 (Hai1)、北部地域 (NorthernRegion)、メデナ地域 (Medlna)、メッカ

(Makkah)、アンル地域 (Aseer)、アプハ地域 (Al-Baha)、ジザーン地域 (Jizan)、ナ

(Najran)であり、その位骰関係は以1-5に示すとおりで

)、

MediI1a Riyadh 

図ー 5 サウジアラビアの農業統計による地域
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（図ー 6)。農作物の種類別に

、次いで飼料作物の18.0万ha、13.3%、野菜の10.

その他、油糧作物（ゴマ等）などが残りのo.
に、農地の 7割以上に穀類が栽培されている。
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って、サウジア
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図ー 6
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度

89 

農作物の栽培面積の推移

90 

に

をみると，穀類が97万ha、71.9%と最も占

した

率

7.8%、果樹の8.7万ha、6.4%となっ

0.6%を占める（図ー 7)。

図ー 7

このよう

穀類 il. 8% 

農作物の種類別栽培面積割合(1990)

4. 農作物の種類別生産状況

つぎに農作物の種類別に栽培面積、収穫量の状況を述べる。

1)穀類

穀類の栽培面積は毎年着実に増えており、 1983年の32万haを基準にすると、 1985年は63万haと

2倍、そして1990年には97万haで3倍に栽培面積が拡大した。ここ 7年間の年平均増加率は29%

であるが、特に1984,...,85年と1988年に面積が大きく伸びた。また、穀類全体の収穫最も1983年の

82万 tから、 1985年には早くも200万 tを越え、 1988年には300万 tも突破し、 1990年には405万 t

に達している。 1983年当時と比較すると、栽培面積は3倍、収穫量は5倍の増加である（図ー 8)。

ただし近年は、これまでのような急増は見られず、伸び率は比較的緩やかになっている。 1990年

の穀類生産量をサウジアラビアの人口1,100万人で割ると、国民一人当たりの年間穀物生産量は3
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ぎる である。

心

図ー 8
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と を心'--

の

で 中では

の

ha、 のサウジアラビマ

た

も合ま

が名い。この

は、面積では72.6カ

を代表するのはま

のソルガムである。ソルガムの

の中で12,9%、3A%を占める。また大麦も

は4.5Jihaで5.0%、

の穀類として、ヒエ，アワ（阻i11 

も1%以下でさして菫要でない。

サウジアラビアの小麦の里収は4,500kg/ha、ツルガムの単収はl,096kg/ha、大麦の単収は6,37

は28.57itで7.7 を占めている。小麦、ソ

も栽培されているがその

ガム、

アはいずれ）、 トウモロコ

5kg/haである。世界の＼ド均値では、小麦の単収は2,340kg/ha、ソルガムの岨収はl,526kg/ha、

麦の単収は2,266kg/haとなっており (1986年）、サウジアラビアの穀類の単収は、小麦では

の1.9倍、人麦では2.8倍と高いが、ソルガムは0.7倍と生産性が低い状態に留まっている。

このように、近代農法が導人され生産性が高まっている小麦と、一方では生産性は低いが伝統

の中で根強く支えられているソルガム等があり、サウジアラビアの農業形態は先進性と後

進性をともにはらんでいる。そこで穀物の種類別にその特徴を比較する。

の栽培而積は、 1983年の24.5りhaから1984年は10.4カiha,1985年の58.7万haと急増し、 19

は60万ha前後で横ばいの後、 1988年から再び附加して70万ha台に乗った。 1990年の推定

面積は74.4万haである。また、収穫騒も1983年の82/itから1984年は140月 t、1985年は213

t、1988年は327万 tと急激に増加している。 1990年の推定収穫駐は346万 tである（図ー10)。

小麦栽培のほとんどは地下水（化石水）汲み上げによるセンターピボット潅漑方式である。今回

の出張では、

は500m前後で、

るので、

の中に大きな緑の円が幾つも連なる光政を目にした。センターピボットの半径

の窓からもその姿ははっきり見える。ただしこの方式は地下水を大駄に

水の枯渇と表十の塩類集積が大きな問題となっている。
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図ー10 と収穫量

小麦を東の作物とすれば、一方のソルガムは西の作物である。ソルガムの栽培は紅海沿岸の

Makkah、Aseer、Jizan地域に集中している。

の統計では、特にJizan地域は栽培面積が

12.7万ha(全国の83%)と大きく、 Makkah地域

の1.4万ha、Aseer地域の1.0万haを大きく凌賀し

ている。また収穫量もこの 3地域で全国の98%

を占める。ソルガムの栽培面積は1984年.-...1986

年まで4万ha前後であったが、 1987年に6.7万ha、

1988年に11.5万ha、そして1990年は15.3万haに

増加した。この増加のほとんどはJizan地域の

積増に由来する (1986年1.7万ha、87年5.4万ha、

ha、1990年12.7万ha)。また栽培面積

へ 25
令~ ！ 

1栽翠積収町

. -ぅo
密

ミー 15 
~ 

ヘ
ct) 

二 10 

~ 
'-'' 

と並行して、収穫最も1986年までの4万 t台か

ら、 1987年は11万 t、そして1990年は20万 tに

増加した（図ー11)。

ソルガムとほとんど同じ生産分布を示すのが、ヒエ爛アワ (millet}、トウモロコシである。

ヒエ・アワは Makkah地域が5,533ha、4,559tと最大の産地で、 Aseer地域の1,756ha、3,163t、

， 
益 0
1983 84 85 86 87 88 89 90 

年度

図一11 ソルガムの栽培面積と収穫量

Jizan地域の907ha、3,051tがこれに次ぐ。このほかAl-baha、Najran地域も若干・の生産があり、

この 5地域以外には国内で栽培が行なわれていない。

またトウモロコシも1986年までは紅海沿作に限られて栽培され、生産地分布はヒエ曾アワと同

様であった。しかし1987年以降、 Riyadh、Qaseem地域でも栽培が増加している。 1990年の栽培面

積はJizan地域がl,250ha (全国の48%)と最大で、 Riyadh地域は262ha(同10%)を占めるに過ぎ

ない。ところが収穫最では、 Jizan地域の943t (全国の18%)に対して、 Riyadh地域は1,777t 
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る。そして、 トウモロコシ

が半々で、暑い気候にも耐えら

されている（図ー12)。

なお、第 1次-4次5

ラビアの穀物、特に

た背景には、政府の

〈MOAW)は小
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円）の価格補償金を支払っている。 ha当た
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に伸長し

は、 Riya
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り4.5tの屯収をあげると、

に入ることになる。小麦は増産するほど政府の

財政を圧迫している。したがって、政府の価

補填を小麦の生産額に上乗せさせると、サウジ

アラビアの小麦はかなり高価である。ただし、小麦以外は価格補償金の額は小さく、トウモロコ

シでは0.25SR/kg、ヒエ・アワや大麦では0.15SR/kgに過ぎない。ソルガムには補償金がない。

さらに、サウジアラビア農業銀行 (SAAB)は、トラクターなどの農業機械は50%、潅漑設備、

温室などの農業施設に45%、鶏舎、畜舎などは30%、そしてエンジン濱ポンプには50%の資金補

を行なっている。このような動機づけ・刺激策によって、大咽機械、潅漑施設を導入した大規

模な企業的経営の農園が次々と樹立しfぃ砂漢を緑に変える夢を実現するため、農業振興にかな

1988) 

り金をつぎ込んだ結果が現れてきている。

サウジアラビアにおける小麦の栽培法と病害については、補

あるので、参考にしていただきたい。

明資料にその概要を記述して
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i補足説明資料： 1 i 

: ! 
：サウジアラビアの小麦栽培と病寅 ！ 
： ：  
i サウジアラビアでは、穀類の中で小麦が最も重要である。現在、中央部、東部、北部を i 
i中心に小麦の増産体制にあり、富収性品穂、新しい潅漑技術と集中的な栽焙技術を取り入 i 

！れた生産地が定着している。そこで、サウジアラビアの小麦の栽培について、その概妥を l ! 
！説明する。参考とした資料は、 Eremology(Desert Sciences)、花者は見DeBoodt、R. I 
! Hartmannである。 i 
'i  i 小麦は元来温帯性の作物で、年間降水量が250-1, 700mm、冷涼で比較的乾いた気候の地 i 
I I 
i域で栽培される。パン小麦は、年間降水鼠が750麟程度、冬期の寒さが厳しい地域が適地で i

i ある。また、高温、多湿条件では病害の発生などで栽培が困難となる。サウジアラビアで ！ 
I 
iはベストの条件とは言えないが、冬作の潅漑条件で生産を行なっている。栽培を始めるに i 

！ 
i当たって、確保しなければならない最低の要仰は次のとおりである。 し， 
i①良質の潅漑水（地下水）が得られるか i 

i • ：②地下水鼠は潅漑に不足ない程度が確保できるか i I 
i ！③上壌は問題がないか（耕土の深さ、塩類集積など）

• l 
i具体的に進める作業の手順は以下のようである。 i 
I i 
~ 1 . 天地返し、深士耕 (subsoiling) i 

• i 通常のプラウの耕起深度よりさらに下層七を掘り起こす。この作業は、農家はあまり実 i ' 
I l施していないが、下層士に硬盤があり、水の浸透が悪い士地では是非実行したい。天地返 ヽ

、 !
！ し、あるいは深士耕は2-3年に一回実施すぺきである。ただし、その効果が顕著に収鼠 l 

' lに結びつかない場合もある。 l 
I 2. プラウ耕 l 
i プラウ耕は、表士の有機物を土壌に鋤込み、雑草を抑制し、また土壌構造、物理性の改 i 

' '  ， 、善する。七壌の表面を膨軟にし、降雨やスプリンクラーの潅漑水の表面流失を防ぐ効果も l 
l高い。 ； 
I 3. 播種前潅漑 ！ 
i 播種前に、除塩のためにたっぷりと十分最の水を潅漑する。これは、砂漠の農業では必 i 

' ！須 (must)の事項である。冬期の麦作といっても、収穫期の4,....,5月になると気温の上昇 i 
lで土面蒸発が著しくなる。このため、いかに大きな貯水力の井戸でも、センターピボット ！ 
i の潅漑システムではこの時期の蒸発最をカパーできない。したがって、小麦を収穫した後 i 
I I 
i には根圏や土壌にかなり塩が蓄積している。播種前潅漑による除塩操作は、小麦の生育安 i 
I i 
i定のため必ず実行する必要がある。 i 

I 4. 播種床準備 i 
！ 播種床の望ましい条件は、膨軟にしてかつ適当にしまりがあり、種子に密着して水を過 ！ 
I ! 
i不足なく供給できる土壌である。また、雑草が生えておらず、礫、ゴミ等も混入しないよ し

. '  i うにする。上壌は約 lmの深さまで湿気があるように潅漑した後、表上に肥料を混ぜて撹 i 
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まうから
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ある

さ
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た

てヽ
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る深さは、
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ことも

10日~1月20日の

る。 こふー＇

であ

では

生産には最

ただけでも、

し¥0 

その

いて、 3cm程度の

） 

はこの両品種が占めている。

で引き

されている

っている。

力

を

させるので避ける。播種後、

間の回 を 14~

カゞlOcmlこえよったら 1

6. 施肥

施肥計両は、圃

の可溶性塩類 (TDS) 

の立 ヽ

の回転時

出

に

に土壌伝染性の病菌に冒されて

では、潅漑水とともに瞬く間に病気が

この範

いる。

がり手

までの

さに

ではほとんど収散に

の播種量であるが、株立ち、

は

1月： 152,._, 178mm、2月： 178.......,228mm、

つぎに病害虫であるが、

を遅くしてよい。

の

3月： 203,-....,254mm 

リヤドの農業水利研究センター

して決定する。例えば、潅漑

で、期待する収量を7.2t/ 

を考

アルカリ性の砂質

7. 

小麦生産に必要な潅漑水の量は、品種、気候、播種時期、水質、上壌条件等で異なり、

一概に決定できない。一例として前述のような中央部地域での、潅漑水の可溶性塩類 (T

D S)が500,..,.,700ppm、アルカリ性の砂質：l: で、収凪を7.2t/haと見込んだ場合の潅漑計画

す。

播種前潅漑： 127,-.,,203mm、11月： 102,_, 127mm、12月： 127,....,152mm 

となっている。

問時に、以前同センターに勤

13 -



9ヽ
息‘涵員ヽ
ぷ員＼沿賣ヽ
泌附‘；ー、息
f

偽ヽ翌、9ミ忍；息：＇；＇＼§さ畜さ負

3

位`男、、ヽ

ーヽ、崖さ、ー、直ヽ

，ヽ＼羞箋ヽ
着さ滋忽ヽ
屠9‘贔賢ヽ
＆喜、9、9‘着贄ヽ
爾蔓、9:'ヽ
屠葛ヽ
羞費：＇ヽ
直冤ヽ
ー、B̀
；'；＇‘負’:＇:＇‘,̀
:'：';＇‘,`
、ー、ー、ー、ー、ー、I‘,胃:'；'、ー、9‘,`
‘ー、ー、9‘ー、ー、負ヽ
亀9‘着`

ダをし

diseases in 

アの

Foot rot and seedl i 

Hamai, Thim罰

Fusar i um foot and ste員 rot

: Baytan、Homai、'『hiramの

Leaf and head blotch 

に

対

t
迄釘りぶ

: Prochloraz、Triadi

Brown rust 

Loose smut 

。
を

長

：おも

Powdery mildew 

、菓の

円形の明

伝染経路：罹病柏物からの

赤
_ こ

対策： Prochloraz、Triadi

Black rust 

Scab or head blight 

る

゜

Mohammad :Sha『
.々 . 
aヽm:t

な

円

゜

゜

Arab 

ゑ
＼ あ

ヽ

゜

た。

spp, 

゜

し

の

spp. 

s゚pp, 

に褐

Carbendazi日による

『ucci!}旦 r_e_condi tl! 

の明瞭な小さな斑点。

Carbendazimによる薬散
.. 

gramrn1 s, 

った暗赤～黒色の小膿包。

Erysiphe graminis 

伝染経路：罹病柏物からの空気伝染。

症状：菜の表面にうどん粉状の白～灰褐色の粉を

対策： Rubigan、Nimrud、硫黄剤による薬散。

Ustilago tritici 

P-

゜

の

゜

" 

:） 
F
9
 

伝染経路：罹病植物からの

症状：茎にやや長く角

対策： Prochloraz、Triadimefon、Carbendazimによる薬散。

伝染経路：種子伝染。

症状：穂に黒い粉状の固まりを生じ、後に穂か脱洛、裸になる。

対策：無病種子の確保。 Vitavax、Baytanの種子粉衣。

Fusarium spp. 

伝染経路：罹病柏物からの空気伝染。

症状：小穂が白黄変～脱色、登熟前に枯死。

対策： Prochloraz、Triadi細 fon、Carbendazimによる薬散。

゜

の

サ

Wheat 

ァ

害と間違えやすい。

Covered smut 

伝染経路：おもに

症状：穂が青立ち。穀粒は

lilletil! caries, I-foetida 

、土壌伝染もある。

内部に魚臭い黒褐色の粉をくなり、 る。
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Vitavax、
゜

目ould spp. 姿 Cladosporium

：出穂

症状： の葉脈に沿って艮い

対策： Bayleton、

の

原細成に罹

root 

゜

伝染経路：土壌伝染。

ら
゜

Ti 1 t、

伝染経路：おもに種子伝染。

症状：菜に暗色～灰緑色の

゜

膿

等による薬散。

Xanthomona~ 

伝染経路：種子、士壌伝染。

：頴、時に葉に暗色の斑点、条を生ずる。

対策：病原細閑に罹病していない種子を播種する。

゜

f。SJ}.

Pseudomonas syringae 

を

していない

じ、後に菜は全身壊疸となる。

の確保。

Paratrichodorus sp. (nematoda) 

症状：地上部の生育が衰え、根が短く肥大したり根毛が発生しなくなる。
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ha (7.4%)が次し＼でし＼る
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-14に，

のは、 トマ I・ とスイカである。トマトは、

では225万haで野菜令体の2:3%を占め、

を図
野菜の種類 f;c' "、買嘩醤：万 t〉

の 菜を る

゜
10 四 :iり 4!) 

では40.

t /haである。

で野菜

の27%に達する。 は22.9 t /haである。

トマト、スイカの単収について、サ

と桐界の生阻袢を比較する，硲ヽ

は、

り〉

16%) ぎい。こ

ha(9.7%;、Eastern

ド、 メソカ、ジェ

の19%、

.0 t /ha して

の

らの

、ダハラ

そ

f
 
↓{-

であっ

は17.8

ha 

では17.8 t /haと77%、スイカの単収は

てサウジアラピアでは22.9t/ha 

1983 84 85 86 s, 88 89 90 

. "当た

平

n
A
)
 
Sl 

であ

と151%であり、 トマトの は低いが、ス

力は世界の

スイカ

を大きく越えている。しかし

は、ウィルスによる でほと 認氏ぶ詞積□収揮扇
ど であり、とても22.9t/haというこれ 図ー !4 し

J l ¥]88 J 

での収量水準を できている状態ではない。

サウジアラビアにおけるスイカの黄 について、 明 にそ を したので、

にしていただきたい。

さらに、 トマト、スイカに続く野菜として、メロン（

ュウリ（栽培面積4,125ha、生産鼠9.38)jt)、カボチャ類（ズ

t)、ナス（栽培面積5.226ha、生咲騒6.48万 t) ジャガ

t)、

，
 

U、

3

-16 -



、
、

¥

l

)

 

姿

t

t

サウジアラビアのような

よ
ら
~
~
＂
が

+-,~ 

いランクに

の

ている。

な

オクラ

ニンジン（

を

縄県でも、

ジアラビアのウリ

し、

に

ュウリ、

カ

けるア

t)、タマネ 1, 

費

の種類と

にしていただきたい。

このほ
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ヽ
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(
e
q
 

では、

の中でウリ
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50 

0

0
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r
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H
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三
ミ

20 

10 

。

量

カリフラワー、

し

る

チャ、

が

へチマ、

ラナ科野菜と同様に、熱帯地域のウリ科野菜が、

し＼

で見かけた野

スイカ、

菜の占める

ヘビウリ、

ニガウリ

は興味深い。な

について、

カエンサイ、 コリアンダー、

t)などがある。

メロン、キュウリ、

重

カボチャ

い。同じ熱 の

づ

く、

で

アジア、

ま

である。

であるトマト、

を図ー15、図ー16に
゜

33.l 

点63

1983 84 

図ー15

85 86 
年
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度

88 

哉埓面積収穫量

- = 
トマトの栽培面積と収穫量
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>
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30 

10 

゜

へチマ

のウリ

ヽ

のウリ科野菜の比重は

が夏野菜として多く

ニンニク、 レタス、

費さ

アジア各地で

さ水研究センターで得たサウ

足説明資料にその概要を記述してあるので、

ャベッ、サツマ

スイカ鶯メロンについて、 1983・~1990年の栽培

三三nく巴
J1111 I 

図ー16

1983 84 85 86 
年

7
度

8
 
88 89 90 

底上積収塁3量

スイカ・メロンの栽培面積と収穫量

トマトの栽培面積は、 1984年に2.72万haと過去最高となったが、 1985年以降毎年減少を続け、

1990年の推定面積は2.16万haとなっている。しかし、収穫量は逆に上昇しており、 1987年以降は

40万 tを越えている。 これは、

時の12.lt/haの1.8倍である。

の34%を占

ionの3.

に

t、

る。

Makkah地域の7.

々単収が増加しているためである。 1990年の単収は21.5t/haで、

トマトのt産地 (1988年）は、 Riyadh地域で13.6万 tと全

(rn%)がこれに次ぐ。このほか、 Jizan地域、 Eastern

の2.

t
 
t
 

も し＼ ヽ トマトは 国で栽培されない地域はなく、

スイカ＊メロンの

囲である。

は、

スイカ・メロンの

,__, 1990年にかけてほとんど変動がなく、栽培面積はこの間

範囲にあり、収穫最も近年若干上昇しているとはいえ、 50万 t,.....,60万 tの範

(1988年）は、 Riyadh、Qaseemといった中央 地で、 Riyadh

は23.2万t

(Northern 

国の43%)、Qaseem地域は10.6Jit 

tと栽培が多い。ーion)でも9.

(20%)の収穫

、紅海沿岸地域ではスイカはほとんど

であり、 このほか北部
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である。特に栽培面積の多いスイカ・メロ

ンは100%夏作で、またナスも全て夏作である。
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これに対して、タマネギ、ニンジンは100%冬作

の野菜である。このように栽培時期が限定され

ると端境期も出てくるが、国内の流通機構の

により、今後、標高差、施設等の活用で、わ

が国のように野菜の周年供給体制に向かうこと

であろう。

トマト

ナス

イモ類

メロン

スイカ

キュウ')

カポチャ類

タマネギ

オクラ

ニンジン

1)% 

その他野菜

20ヽ 40¥ 60¾ 80% 
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~~ 。~ 

38h, 知
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I 62% ， 

46% 54% 

100% 

41% : 59% 

100% , 

: 100% 

46% 54% 

37% 63% 

1()0% 

46% 54% • 
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＾ 

臨冬作□夏作
図ー17 野菜の栽培時期別面積割合Cl988) 

f_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_i 
I 
：補足説明査料： 2 1 

i 
i 

i 
！ ： スイカの黄化症 ！ 

I I 
! 4月11日、 KingAbdul Aziz Universityの大学農場に向けて車で移動中、農家のスイカ i
I I 
i 圃場を見る機会があった。まだ幼苗期の生育段階にもかかわらず、株はウィルスに侵され i 
I I 
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供試17品種の内、抵抗性を示すものは全くなかった（表は省略）。

表ー 3の結果から、接触伝染、アプラムシの媒介によるものではなく、

(Whitefly、Bemisiatabaci)が媒介するウィルスが
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なうことで、 3
 

ない、

区のうち 2試験区で

また2~3週

な発病

ら毎週殺虫

をみた（

の散布を

は省略）。

,_,_,_, ____ ,_,_,_,_,_嘗ダー――,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,_,―,_,_,_,_,_,_,_ク_,_,_,—,_,_ 
：補足説明資料 3 l 
; ! 
！サウジアラビアにおけるウリ科野菜の種類と病害虫
I I 
: ! i 高温、乾燥条件の気象環境下で栽培される野菜として、ウリ科野菜はかなり璽要である ： 
！例えば夏に長期の乾燥条件が続くわが国亜熱帯の沖縄県では、ヘチマ、ニガウリ、ユウガ ！ 
I I 
iォ、カボチャなどが夏野菜を代表するように、サウジアラビアにおいても、スイカ、メロ i 
l I 
i ン、キュウリ、カボチャ等のウリ科野菜は主要野菜の位置を占める。リヤドの農業水研究 i 
I i センター (NAWRC)の園芸研究室でも、専らウリ科野菜に研究の璽点を置いていた。 i I ， 
i そこで、 NAWRCの園芸研究室長 AbdulMohsen Al・・Sula iman氏の著書「ウリ科野菜J l 

' 
iから、サウジアラビアで見られるウリ科野菜の栽培種、野生種と主要な病害虫を抜粋、列 i 
！挙する。 l ！ 

; l t 1. ウリ科野菜の栽培種 2. ウリ科野生種 i 

i 
i 

I~i trullus属 Citrullus属 l
~(" 

! 
1 ,1trullus lanatus (スイカ） Citrullus colocynthis I 
I Ci trullus叫四皿註 !;_itrullus rehmi i i 

~ (コロシント） Ci tru 11 us ec i rrhosus I ， ! Citrul血 rehmii Citrullus naudinianus ! 
; Citrullus ecirrhosus Citrullus fistulosus I 
• Citrullus naudinianus ＇ ―- 国叫s属 ： ! 
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、.. I 4)ウィルス (Vimsdiseases) Bacterial fruit rots 
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I Watermelon leaf. yellowing Soft rot I 
Cucumber Mosaic Virus (CMV) 均宣且且~carotov直. ! 
Squash Mosaic Virus (SqMV) pv全翌f.Q.tgvora ： Zucchini Yellow Mosaic Virus Pseudomorms spp. ー！
(ZYMV) Brown spot ¥ 

Watermelon Mosaic Virus-1 Erwinia ananas ! 
、！
'(WMV-1) 、 Bacterialring necrosis ! 

'.'  i Watermelon Mosaic Virus-2 Erwinia carnfil且.(ltma‘―------・-・・--・- ! 
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まで5,500ha前後でほとんど変動がない。この間、，収獲量は
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されていない。
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資料：

ナソメヤシ

サウジアラビアのNAWRCの叢書ンリーズに、 Datesof Saudi Arabia (著者：屑ajih 

N. Sawaya)がある。 200頁の大作であるが、この本の記述の中から、サウジアラビアのナ

ツメヤシ、 Datepalm 、 Phoenix@~豆l旦g四 L.についてその概要を紹介する()

1)栽培の歴史と現状

ナツメヤシは、ココナッツ、オイルパームと同じくヤシ科に属する。原産地は不明であ

るが、イラクの Babel地方とする説、ペルシャ湾のパーレイン Harqan島から Babel地

に伝わったとする説、サウジアラピア東部の Dareenとする説等がある。インドにはア

レキサンダー大王の遠征時、紀元前327年に伝えられたとされる。 7,-.,g世紀には、ベドウ

ィンによって北アフリカ、さらにスペインヘと伝播が行なわれ、また1769年にはアメリカ

衆因に種子が導人されて栽培が試みられた。この結果、現在では中近東諸国の他に、ア
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の問題点

ナツメヤシは種子はできるが、優良品種の維持は専ら栄投繁殖であり、

品種によって側芽の発生が容易なものとそうでないものがあ

る。 Ruzeiz、Sharga、Barniといった品種は果実も多く付き、また側芽も多数発生するので

で安く手に入る。また、 Khlas、Sifriといった品種

その苗木は側芽

増殖は容易で、苗木価格は50SR 

はやや側芽が出にくく、苗木価格は100,,....,300SR程度である。

れているが、側芽が非常に出にくい品種として、 Nabbut-Al-Seif、Sultana、Safawi、Suk

木の市場流通
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し、し具九"て I,¥る

なお、サ

の

、マ,-,,:
/',. 

、

J

A
 

アル紐eァルファや禾本科牧章についての

にし一いだ了こきたい

ぐ‘•如パ霙心郊 9・皿ヅ亭ダ桑り-パ疇9く-·-年心涵9翠,-.-べ笛芦輝ダーパ叙ふ年ツ亨い疇ヽ’墨9噂,_,..,_,,_,w.=り造翠_._._,_,年・遠芦バ函・年ダ函噂筵グ疇心蕊9逗"'-'忍ん亨ヅ一,・=・-和螂・:

：補足泣：明査料 5 I 
サ,.,,ジアラピーの飼料作物： . / • I 

~ .lヽ名 アルファルファ
i 

: l i 3゚十ウ、ジアラビアで栽焙されるアルファルファについては、リヤドの農業水研究センター ！ 
i (NAWRC)の叢書であるAl『alfaProduction a叫 Managementin Saudi Arabi a (Dr I 
！ 
! Unab G. Bokhariほか4名の連著）に詳細な記載があるが、その概要を以下に紹介する。 i 

- ! 
¥ Alfalfa (歴虹四邸翌旦叫は、ごく近年までサウジマラビアで栽培される唯一の飼粕 i
i『F物であった、-。オアシス農業生態系 (Oasesagro-ecosystem)の中では、ナツメヤシの下 ： 
し でソルガムなど穀類を栽培し、さらにその下草としてアルファルファを栽植することで、 i 

I 
i限られた水と農地の階層的な利用が図られてきたのである。近年に全って、その他の飼料 i 

I i fr, 物としてソルガム、トウモロコンのほかに、アフリカヒゲシパ (Rhodesgrass、南アフ i 
i i i リ方原郎の叢生～葡伏性牧章）、 Blue panic、Sudangrassなどが導入されてはいるが i 
I 
、依然としてアルフ J-,p)レファは農家が最も好む飼料作物である。

i 
： 

、 アルファルファは、 トランスコーカサス、小アジア～イランの北方の高原地惜が原産地 ！ 

' i と考えられており、原産地は大陸性気候で冬の寒さは厳しい。アルファルファの品種の中 i 
I I 
i には、ー20℃以下の温度に耐える強度の耐寒性をもつものがある。したがって基本的には i 
I l i冷涼な気候を好む温帯性作物である。ところが、中近東諸匡へ飼料作物として伝播する過 i 

！ 
！程（紀元前頃）で、砂漠地帯のオアシスに適応した品種ができた。冬期のハードニングを ！ ！ 
！不要とし、高温乾燥条件に適応したいくつかのエコタイプが分化して、中近東の砂淡地帯 ！ 

' '  i の60℃の高湿に耐える品種が生まれた。このような品種は、株ができてくると根系の発達 i 
I 

iが旺盛となり、根が貯蔵器官となって極端な高温による地上部の消耗を緩和する働きがあ i ， 
i る。現在、北アメリカなどで栽培されているアルファルファの多くの品種は、冬期に休眠 ！ 
： してハードニングを受けた後、春に再び生長を開始する生態型を示すが、サウジアラビア i 

' iの栽培品種は遺伝的に低温抵抗性を喪失し、年中生長を続ける非休眠咽となっている。現 i 
• • i在の栽培品種はいずれも、 Medicago翌旦四と Medicago L~l翌旦が遺伝資源のソースと i 
I 
i なっているが、このような生態分化に関わった過程は不明である。 ‘ 

I 

- I i サウジアラビアのアルファルファ在来品種として、 Hasawi、Qatifee、Hijaz i、Qassime i 

！等がある。品種の多くは地名に由来するが、中には特性がほとんど同じ品種も含まれる。 ！ 

-i この中で、サウジアラビアを代表する品種はHasawiで、この品種は非休眠型、かつ高温条 i 

-i件で高い生窟性を示す。一方、アメリカで育成された CUF101、Lew、Pierce、Maxidor、 i 
i 
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ヽ

望種は

で

では15~,18%である

aとい

れ

つ、

い。あまり

白は 10~20% 、

にあまり耐性がない。

に近い位置で刈り取ると再生しな

in-vitroの乾物消化率は30,..__,60%で

ヽ 丈

ある。

-33 -



ぃと喜 ,,-~ゞ ' とC、め
ヒ の

けヘこぅ沿ジ'()， vふ ; 心芯9、§ 4呟 100喝さ

（ソふjヽ、 ]7 に

いj' 

と

吋心忍' +, _-' 

を

マヽt l' 二ぶ 戸'~・了.金 (1988〉

で "f・・ ・ メ姦i

叫 しさ`べゞ,a 唸L >LJ fふ~~V<<fJヽ
ヽ ，ゞ ¥ tこだ たし'o

出資料 6 

マ ~吝

について

,~ 
''-、
in~lizan an叶Methodsof their 

Mouna胃胃ar、

内 アラ

-奏
L 

ない。

ェクト（屑adi

ており

Saudi Arabia Arnbian Peninsu 

1987) - ある。この

ビア半 に

ヽる。ただしそ く、

ect)を した際

した Weeds

: Yusof A. 八bou Moham国edN. 

し＼ 、この冊 の中から

、どの雑

は るため、単に の 前をリ

る。また、

トアソプする。
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し
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：
ー
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:
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_
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メヒシパ＊

メヒシパ

タイヌビエ

スズメガヤ

イヌビエ

エノコログサ

Gra阻ineae

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

Gramineae 

イネ

イネ

イネ科

イネ

イネ

イネ

イネ科

イネ

イネ科

イネ科

この資料に記載されている雑草の中で、

双子菜植物ではスベリヒュ、単子菜植物ではハマスゲ、

雑草のコスモポリタンである。サウジアラビアにはわ

も多いが、

わが の雑草と く同 とみなされるのは、

メヒシパのみであった。

国には く存在しない雑草の種類

spp.)と、

やはり同一種ではない。

また詳細に比較すれば、

るが、

Solanum nigrum (=イヌホウズキ）も記載されている。

両国に共通する雑草であるが、雑草の共通性比較が目的ではないので、 ここでは単に紹介

にとどめておく。

ボ、

ないようである。

2. 

どの雑

アップする。

商品名 一般名

Lasso alachlor 

A Atrex atrazine 

Pre far bensulide 

Brominal bromoxynil 

Amiben chloramben 

麻品名

Evie 80¥V 

Balan 

Basagran 

Sutan 

Furloe 

一般名

ametryn 

benefin 

bentazon 

butylate 

chlorpropham 

,、9‘羞蓬ミー、i‘ぶ這さ』、ー、9、9‘ー、I‘ー、し‘i‘t、9‘極`‘ー、飯置<‘ー、ー、ー、し‘I‘9‘藝鼠`‘ー、ー、i、9‘ー、I、9‘ー、し‘ー、ー、9‘ー、9‘ー、ー、'、'ヽー、9‘ー、し‘ー、9‘贔量`‘し‘ー、9‘I‘し‘'‘贔“璽ヽ`
ー、贔‘ー、し‘A、ー、9‘ー、ー、ー、ー、し‘』’

まられこ

ゎまた非常に近縁と思われる種類もある。例えば、 Echinochloacolonumは、

国のタイヌピエEchinochloaoryzicolaに極めて近いが、日本のヒエ属 (Echinochloa

インドの栽培ヒエとの雑種F1の花粉は全く稔性がないという報告もあり、イ

ンドの栽培ヒエは貼hinochloacolon暉の系統であることから、 タイヌビエは近縁種であ

わが国との共通雑草は他にもいくつかある。例えば、 Solanum

ここでは近縁種としてイヌホウズキを挙げた。しかし、

Weeds of Saudi Arabia and the Arabian Peninsulaには、 Solanumcoagulansのほかに

したがってイヌホウズキも日本と

畑雑草の種類を見ると、サウジアラビアではイネ科雑草は多いが、キク科雑草（タンポ

ヨモギ）やアブラナ科雑草（イヌガラシ、ナズナ）はわが国に比較してその種類が少

雑草防除に使われる除草剤

前述のように、除草剤の記述については内容がアラビア語で書かれているので、

草にどの除直剤が有効かは不明である。 ここでは単に参考のため、除草剤の名前をリスト

・-36 



; U-46D,Weeder 2,4・D Butyrac,E町）utone 2ふ DB I 
: Dactha l DCPA Banve 11 d: camba ! 

a Casoron dichlobenil Enide 1 d1phenamid l 
; Reg lone di qua t Karmex di uron 1 

1 Capso lane EPTC Fusi lade屑 fluasi fop-butyl j 
I 

! Basta glufosinate Dinakyl,Galeb,Lancer glyphosate~ 
I I l Bentrol ioxynil Duelor,Dual metolach~or I 

i Lexone,Sencor metribuzin Devrinol napropam1de I 

Alanap naptalam Surf Ian oryzal in j 
Ronstar oxadiazon Ti 11am pebulaぃ l
Prowl pendimethal in Kerb pronam1d~I 

Ch暉 Hoe propham Nabu sethoxyd1田

Simazine simazine Treflan,Eflurin trifluralin' 
; 
！ 

i ~Vernam vernolate I 
: i 
i サウジアラビアのジザーン地域で使用されている除草剤の種類は、成分の一般名で37種 i 
I I 
i類、商品名では44種類に達する。わが[Jt[の除草剤の登録はちょうど100種類であるが、使 i 
l対象の半分は水田雑草である点を考慮すると、サウジアラビアの農薬の使用割合はかなり ： 
！高いものと思われる。 ： 
~i ►,_, 一f—,_,_,_,_,ー,_,_,_,ー-曽クー,_,_,—クー,_,_,_,_,_,._,_,ークークークークー9一クークー？一,_,_,ー.,一/-✓Aの_,ークークーf一クー
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し¥" り、 Eaごtで

の
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zanの3.
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で

に

、これ

も15%近い占

ただし

れらに次いで

では、 Ri

で第3位である。 ，
 

る)、し
R

て

6)農業用水の水質と土壌の塩類集積

農作物の種類別生産状況の最後に、

サウジアラピアの乾燥地農業はつねに

の成否を決する。そのため、潅漑に川いる

研究、普及組織がイ本となって取り組んでい

による農地の崩壊を招来する。現地で得た、

報を以下に記す。

(1)潅漑水の水質判定基準

サウジアラビアの農業では、一部のオアシス

の

の

そ

を除き、

く、 は

Jヽ
を
を
～

ゾ）

とし

の

こ,‘
 

べる。

水の汲み

を行なっている。地下水脈に至る井戸の深さは、浅いところで

に達する。この水の多くが、センターピボット

れて以来その数は増え続け、現在活動中のセンターピボット

形農場のピボットのアームの長さは大きいもので500mあり、

ある。

センターピボット潅漑方式では散水に大鼠の水を必要とする。しかし、 NAWRCの［：壌潅漑

いところでは1,200m

に導入さ

は全国で15,000基以上である。円

たりの面積は

研究室長 AbdullahAl-Shankiti氏によると、 22時間の運転で水が浸透するのはせいぜい60暉の深

さまでとのことである。アルファルファの場合、乾草で27t /haの収最をえるために必要な

は年間で2,500mm程度、 12,...,1 月が最小で 152~178mm、 7-8 月が最大で381~406mm とされている

円形農場では 1圃場当たりひと月に、少ない月で7.6万正、多い月は32.5万町の水を消費すること

になる。このような水の大最消費は当然の結果として、地下水位の低下、海水の混入、塩類浪度

の上昇、さらには地下水資源の枯渇といった問題を発生させた。センタービボット方式の農地が

塩類集積で荒廃し、数年にして放棄せざるを得ないような状況か各地で起きている。 Abdullah

Al-Shankiti氏の話では、地下水汲み上げで毎年25mずつ水位が低下している例や、温室では 2

ごとに30c田の深さの土を入れ換える例もあり、塩類集積でどうにもならない圃場では37:ippmの塩

濃度に耐えられるというアリゾナ大学の育成牧双CIS7(セルコルニア属）の

とのことであった。

地下水に含まれる無機塩類はできるだけ少ない方がよい。塩類濃度

を検討している、

いと、潅漑水自体が柏

--40 
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太 ド

5.....,10ppm 

192ppm以下

Class II 
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ゃぃ
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0-3ppm 

230ppm以下

ド

ド

2,100ppm以下

して

Class璽

がある

0~3ppm 

519ppm以上

362ppm 

5,-.,.., 

2,100ppm以

*)Na吸泊率 (SAR)~Na/{ (Ca+Mg)/2.lの平方根、

腸イオン中のNa=NaX100/〈Ca+Mg+Na+K)として

み上げを現状のまま続けていくと、サウジアラビアの地下水は柏渇 iハ

滅するのではないか、との危惧も多い。ただし地下水の柏渇問題については、

る。農業水利省の調脊によると、地下水査源は当初考えられていた以～、上に大きく、

゜

く使え

はもっという。サウジアラピアの巾央部、北部、東部にわたって国!:の2/3に堆積岩

に封人された地下水層があり、その中にナイル川の流水械の600年分に相当する水が合まれている

という。地下水は古いものではその起源が3万年前の降水に遡る。

また に、ダム、海水の脱塩装閥の水も農業に使われる。 ムは国内に

あり、その中で最大の規模である WajiJizanダム（南西地域）は、 6,000haの農地を潅漑する

をもつ。また、悔水の脱塩装置はイニシャルコストが高いのが問題だが、堀抜き井戸に要する

ストに近づいており、部市用水のほかに農業にも利用されている。国内の海
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気アニ が し ' 。しかし' では の l 

Na、 いる。ご

で16mmhos/c罰 が、 62 力"54国田hos;

~ゞ‘

が さ るヽ。 ア ざ＇メ ヽ は

屯

はNaか l, Cl、 13,..._.,14陀elI 

;V、• 。した
ブ‘‘ り ヽ し＼ の に

菫 かを ってし為る。

もあり'国内 の 182"-" 

うち

機 リ は、そのほ んど ）であり、 Al-P(nil (n i I,,_, 

であ の Hが7-8 し＼ で 、Al、Feは となりや,Ca 

るリ の割合 なったも と れる
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1987 
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るようになった（図ー35)。

また、小麦の使用形態別にその需給量を

1937,.__,39年は、穀粒の形態で小麦

国内需要向けが140万 t、輸入鼠が13万 tあった。

穀粒は小麦粉に製粉され、

また麺などの加 l~品が6.

る

の

その量が108万 tであ

t輸

は112Jjtである。 1,400万人の国民

さ

図一

た。

たり 80kgの小麦を消費すると、年間では

112万 tの消費量となるが、食糧としての国内需

状態に達した

は12,

S
択
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[

キ
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は

見てよい（図ー34)。
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したがって、国内で 産された過剰の

170万 t前後が輸出に振り向けられるほ
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■国内生産の鍮出塁亡］国内生産量□翰人量
図ー35 小麦の使用形態別国内生産、輸出人量
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に、穀類、 の レ｝ で る（図-41、42)。

がどれだけ好転し、人々が豊かな食生活を享受してい

るかが分かる。小麦の年間個人消費量は51kgから81kgへと1.6倍、米の消費量も26kgから42kgへと

1.6倍、ジャガイモの消費量は2.1kgから8.7kgへと4.1倍、砂糖の消費量は18kgから32kgへと1.

にそれぞれ増大した。一方、ソルガムの消費量は15kgから8kgへと56%に減った。その結果、穀類、

砂糖の個人消特凧の合計は、 1974,-..,,75年の114kgから1987--・89年は174kgとなり、炭水化物摂取最

は53%増えたことになる。サウジアラビアでは大柄でおなかの出た男袢を良く見かけたが、飽
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い野菜はトマトである。ただ

し、スイカ，メロンを野菜とみなすと、 トマト

は第 2位となるが,Saudi Arabian Food 

~-12 穀類、
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Balance Sheetsではスイカでメロンを呆実に分

しているので除外する。 1974・-76年"1時は、野菜全体の中でトマトが48%の消費割合を占め、

図---

う。また、

は :C:45 〗¥ 3
 

匿個人磨費旦□潤内需翌量
1987-89) 

120 140 

7 

これに次ぐのがタマネギの24%、ナスの 6%であった。つまり、野菜の消費の 7割以上をトマト

とタマネギが占めていた。これに対して1987,,...,,89年は、 トマトは依然トソプである,r,

の中で占める割合が31%に低下し、タマネギも 7%、ナスも 4%とそれぞれ低ド、代わって千ユ

ウリ、カボチャが10%と増えている 0 : さらにその他野菜類とされるものが42%にものぽっている。
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卵が2. は乳製品に依存する

メヤシで生きてきた、、という話もうなずける。

ヵゞ44.2kg、打廿庸弓力ゞ 16.7kg、Jj~ 

が4.0kg、魚介類

く、アラブの民はラクダの

になると、肉類

となり、乳と肉、

とナッ

乳

した。

この間の個人消費量増加割合は、肉類 1.3倍、 HIJ 叩り ""•,_IロヽグI' ゲ u./1ロヽ

類が1.9倍である。つまり乳や魚より、肉、卵、 に一層強い嗜好選択を持ち始めたことを示して

内雲要量は、肉類が15万 t

ヽ ら17万 tへと5.

ら72万 tへと4.8倍、

、卵が1.9万 tから9.

が25万 t

ヽ

ら62万t

介類が

2.4万 tから8.8:Jjtへと3.7倍にそれぞれ増大した。

肉類について、家畜の種類別により詳細に検討してみる。肉類を供給する家畜は、牛、羊、山

、ラクダ、鶏である。それぞれの肉について近年の消費動向の変動を比較した。牛肉の一人当

たり年間消費量は、 1974~76年の1.9kgから、 1977,.....79年は3.6kg、1980,....,82年は5.9kg、1983,..__

86年は6.7kgと増大してぎたが、 1987-89年は3.5kgに大きく落ち込んだ。 1986年までは毎年30%

という驚異的な消費の伸びを示したが、牛肉は輸入に依存する割合が高くなり、世界経済が不況

した1987~・・89年は国内消f『も冷えたものと思われる（図ー57)。

肉では一 消費贔は、 1974,.....,75年の3.0kg 、 1977~79年の出 6kg 、 1980......,82年の6.7

kgから、 に急増したが、 1987,....,89年は13.7kgとやや低下し

た（図ー58)。

一い、ラクダ肉の消費最は毎年落ち込んでおり、 1974,.....,75年の6.0kgから、 1977,.....,79年は4.3kg、

1980,......82年は3.0kg、1983-86年は2.3kgと減少を続けてきたが、牛肉の消費の大幅な落ち込みが

られた 1987~89年には、逆に2.4kg とやや回復している（図ー59) 。財布にゆとりのある時は

肉、ない時はラクダ肉という泊 のようである。
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図ー60 鶏肉の消費量の推移 (kg/人／年）

このように肉類の摂取については、個人消費量が人幅に伸びている牛肉、羊肉、鶏肉と、年々

消費が減りつつあるラクダ肉と、嗜好が2極分化していることが理解できる。嗜好の変化や人口

の増加により国内の家衛屈殺頭数、肉の種類別需要最も大きく変動するが、その状況を 1974~76

年と1937,_,39年で比較した（図ー61、62)。

1974,-..,75年には10万頭の牛、 102万頭の羊、 85万頭の山羊、 18万頭のラクダ、 161万羽の鶏が屠

殺され、年間に1.5万 tの牛肉、 2.3万 tの羊肉、 1.5万 tの山羊肉、 4.6万 tのラクダ肉、 5.9万 t

の鶏肉が市場に供給された。これは、一人年間20.2kgの肉の摂取量であるが、その割合は鶏肉が

38%、ラクダ肉が29%、羊肉が15%、山羊肉、牛肉がともに 9%であり、その当時は鶏とラクダ

の肉が多く食ぺられていた。しかし、 1987,....,89年になると、 19万頭の牛、 918万頭の羊、 160万頭

の山羊、 16万頭のラクダが屠殺され、毎年4.9万 tの牛肉、 18.9万 tの羊肉、 2.5万 tの山羊肉、
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あるが、 その中0)8り％

,;§ ,ゞ、→ し 1 し、 91+な'7'1ぷ
2り

()＇ぶ/。い'ゞ、 ct-~ vi・.-, ふ'I:}ヽ ー夕,ベ. ヽ-- ヽ

が な

おり、その は ま

いる。

t,-ヽ の をみる --65)。

は、 の

は

ぎた］

である。
震動物性注摺□植物咤唸罪

とな ており又 への
,C戸汀j— 

し＼。



3 

省 !JI in i 

は 忙ノ9ンべ ？ 

た"サ アラヒ の

て

に、

は SR( 円）

of Agriこultureand Water) 

ビ

に

の （ア

の

ルア

i 

--―t---一-・-
I 

ヽ

つ

の

り、

ている。

のとおりであ勾の

云
j

(1985~ 

I 
究局

教育。研修局

農業

分析サーピス

関 当）

股地I投汽

畜

地調幣

農業普及

農業補償

地方組織：地域農隧水利局 (Agricultureand屑ater

水資源

潅漑

ional Department) 

農業水利省の縦割りの中央組織と同時に、横の広がりである地域対応では、

に11カ所の地域農業水利局が配置されている。

Agr.& Water Dep. Riyadh 

のように全図

Agr贔&Water Dep. West Region ( 

Agr.& Water Dep. East Region 

Agr.& Water Dep. Qassim Region 

Agr.& Water Dep. Jizan Region 

Agr.& Water Dep. Aseer Region 

iまJeddah、TaifにBranch)
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コ目、 当

I 
害虫 普＞ヨヽ 員 一般普及員 作物担

一

(Extension Workers) ー

1
]

2各 センター

(National Agriculture and Water Research Center、略称NAWRC)

センター (NAWRC)は、 水利省の (National Agriculture 

and Water Research Authority、ResearchDepartment)のもとに さ た研究機関である。

-57 -



アラ の農業の

な活用を

ために、

旨で

を

っている。 NAWRCの中では、リヤ

り、ごこは1976年に着工し、 1978年4月22日に

J izan, Al・・Kass i阻、 Najranにも

テ｝、
ヽゞな 0

4月3日-6日、国立

た。

(1) 

の

された。

センターを

て

は、

センター

嘱水研究センター所属のリヤ

I'<: ワー

の

向上を

目的と運営業務は以ドのとおりである。

、圃場、実験室等を活用し、農業技術の開発を行なう。

(2)技術サービス：専門家あるいは専門知識を活用して

a)植物、士壌、水、肥料、食品、微生物の

b)農業セタターからの持ち込まれる技術相談、圃

）植物、動物の病害虫診断、同定

d)現地圃場訪問

(3)人材開発：卒論研修の大学生受人れなどによる人材開発、マンパワーの向上0

動に

た士6ヽ
いソ

ンターを

る。

このような主旨のもと、組織として10部門 (sector)体制で運営されている。 10部門とは、畜

・家畜衛生、分析化学、土壌＃潅漑、園芸、作物、柏物保護、食品科学、リモートセンシング、

工学の各研究室、それと研究農場である。

運営目的にもあるように、 1986年の組織改革以降、 NAWRCは従来の 試験場から

に重点を移行しつつある。現在の業務量の半分は、サービス、コンサルタントで、この

ーピスに時間を取られると不満を淵らす研究者もいた。ただし、研究活動は活発で、先般開催さ

れた農業研究集会でも、サウジアラビア国内の農業研究者の発表課題数140のうち、 40課題の発表

がNAWRCの研究者によるものであったという。なお、サウジアラビアの農業研究者が投稿す

る雑誌は、 ArabGulf Journal of Scientific Research、SaudiBiological Societyの2誌が中

とのことである。また、同センターでは、 FAQ、USDA、台湾とのジョイント・プロジェ

クトを実施しており、国内のみならず海外の技術専門家も多数勤務し、研究活性が高かった。

リヤド地域農業・水研究センターの各研究室が実施している研究業務の詳しい内容について、

説明査料に記載した。 にしていただきたい。

2)ジザーン地域 • 水研究センター (NAWRC、Jizan region) 

ジザーン地域ワジ開発プロジェクト (WadiJizan Development Project) 

4月14日、ジザーン地域ワジ開発プロジェクトを訪問した。ここは糾織的には、 NARWCの

ジザーン地域農業・水研究センターであるが、現在、農業水利省農業開発局と FAOが共同で進

めている、ジザーン地域ワジ開発プロジェクト（屑adiJizan Development Project)を推進する

ため、プロジェクトのセンターに名称を変更し、地域開発に積極的な役割を果たしていた。

センターは50haの面積がある。 15名の農業研究者、 7名の技師が勤務しており、研究者のうち

3名はPhDである。組織は、作物部、園芸部、柏物保護部、普及教育部、潅漑部（土壌分析室も

む）、農業機械部、圃場管理部、操作運営部、総務部の9部 (department)体制となっている。
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、地域

ースを

ら多数の

育内

ジェクトの中では普及教育部に力を人れており、ここでは年間 3つの

している。内容は、作物、畜産から農業工学まで多岐に及び、サウジアラビア

が集まってくるという。このような農業研修施設は全国に 5カ所存

の充実ぷりは全国でも 1、2位である、と関係者は自負していた。

、教

Jizan地域も,15年前まではソルガムだけを栽培しているような地域であった。しかし最近は、

野菜（ナス、 トマト、オクラ、トウガラシ）、熱帯果樹（マンゴー、カシューナッツ、ジャック

フルーツ、グアパ）、換金作物（綿、ゴマ、ラッカセイ、ヒマワリ）などの栽培が増えている。

センターの圃場でも、マンゴー、グワバ、パイナップル等熱帯果樹を積極的に導入し、生

の解明などの栽培試験を実施していた。普及活動も盛んで、この地域ではマンゴーなど熱

の栽培が急速に伸びている。

ただし問題は病害虫の発生である。スイカの黄化症（ウィルス病）と同様、果樹の地中海ミパ

ェ、ハモグリパ工、シロアリなどで壊滅的な被害も発生する。 FAOの技術協力も、おもに

虫防除の面に集約されていた。ただし、 FAOスタッフは以前は外国籍であったが、現在の派遣

専門家はサウジアラビア人である。

r---·~ ロー,_心日,_,_,_,_炉,_,________ ,_, 一----・・誓／一,_、__,_, __ゴ---,~叙,_,_,_,_,_,_穿---~寄------寄,_,_,____ ,_も_,_、
-i補足説明資料： 7 ; 

I I I NAWRC、リヤドの研究業務 ！ 
! ! 
i リヤド地域農業・水研究センターの各研究室が実施している研究業務内容は、概略以ド i 

， 
：のとおりである。 ！ 
! ! 
~ 1. 畜産・家畜衛生研究室 (AnimalProduction and Health Section) ! 
• i 研究室の業務は以下のようにかなり窓口が広い。 ! 

'I  • 1)家禽、乳牛、ラクダ、羊、山羊などの飼養プロジェクトの健康管理、給飼計画など i 

lで、技術スタッフを支援し、家畜生産に関わる問題解決と助言を行なう。 i 
• 
' 2)輸入並びに国産飼料の化学分析を行ない、栄養価診断をする。 ！ ， 
! 3)主要な家畜疾病について、診断と予防、治療法を研究する。 i 
I I 
~ 4)家畜や加工品の輸入に伴う侵入病害虫の予防に関する研究を行なう。 i 
I I 
' 5)特定家畜疾病については、長期プロジェクトを計画し、病理学など基礎研究と臨床 i 

l学的応用研究を実施する。 l 
I e)家畜衛生に関して農業水利省傘下のスタッフの研修を行なう。 l 
l 2. 分析化学研究室 (AnalyticalChemistry Section) I 

i 分析化学研究室では、分析施設、機材を用いて、水、残留農薬、自然柏生の無機、有 i 
i 

' i機分析を行なっている。 l 
I 3. 上壌．潅漑研究室 (Soiland Irrigation Section} j 
i 土壌．潅漑研究室では、土壌の施肥反応、比沃度、上壌管理、排水処理、潅漑、除塩 i 
I I lなどの技術を研究している。 l 
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雄
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3

4

5

牧

1

キュウ

け

なっている。

ゴマ、

箋圃

アプラ

をして種『の

1)種子の

）雑草種子などの

3) 

4) 

5)種子の

自然柏生愕

自然植生や植物遺伝資源、雑

1)国内の植物について、

2)国内、

゜

調査する。

゜
゜

(Ho『t.

か｝

スイカと同属の

力。

門：

ture 

きた。

Secti 

を

類に

のも

内

一
己
J

ド

ロコシ、

しヽて、

なっている。

について以下の

］
 

h

口

での

゜

ヽ

゜

オ

を

f
 

緒
干

を

ン

トの

ウリの

保護を

ある。

中

の

との

の3

いるが,,

ど

では、

による

で

など

なう。

゜

2)アルファルファHassawi品種の種子増殖。

3)禾本科牧肛の生産力、適応性、栄養価、消化率の評価。

4) Blue Panic grassのサウジアラビアの気象環境下での増殖法。

柏物保護研究室 (PlantProtection Sec ti on) 6, 

゜

らスイカ、

ら

を行なっている。

左―

での

カの

ニパナ、

を

育

' ,9汲ロン、

めている

OJ 

の

ヒマワリ、

け入れ、

あるいは国際機関と共同で、サウジアラビアあるいはアラビア半島の植生を
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゜

(Food Science Sect i 

は、 I. の ヽ な てしる

また、

2) 

4) 

5) 

る。

ヽ 樹、令

りである。

師に

の に る

ヽ

る

の を な

午え中い—lo

8ど リモートセンシン (Remote Sensing Sec ti on) 

におけるリ の 川を る

っている。ラン を

を明らかにしている。

9, 実験室 (Genetic

は1989年に

1)ナツメヤシ優良品種の増殖と、無病苗のェ庄0

2)国内栽培用ジャガイモのウィルスフリ一種苗の
゜

3)プドウ、柑橘、バナナなど果樹の有望品種の大鼠増

もあ
゜

の

ついての を なう

め、 から を

1 し、ハヽぷcJ..Vぷヽ 一千心ヽ

である

4)細胞培養等、遺伝子工学的手法による多収性、環境ストレス耐性植物の育 /,/)(,O

5)学生や技師を対象とした組織培養、遺伝子工学の研修コース。

6)組織培養、遺伝子工学に関する技術情報の提供と

内

な

10. 研究農場 (ResearchStations) 

リヤドのセンターには、圃場、 、鶏 の施設があるが、この外 Al-Kharjと

Dirabの2カ所に隔地圃場を持っている。またセンターの建物も手狭になったので、現在、

上壌・潅漑研究室、作物研究室、作物保護研究室の拡張工事を進めている。
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3. 大学における

サウジアラビ に の管轄に当たっている。高等

育に関する諸々の事項に

は

、匡

内

サ

の運営委員

アラビア因内の り） と キ
ふ

~,j 

のとおりである。

R
 

King Saud Univers 

Imam Muha田adbin Saud Islamic Universi 

College of Isla田icLaw 

④ College of Arabic 

The Girl's College 

⑥ King Faisal's Air Force College 

⑧ The Po Ii ce Co 11 ege 

⑨ Women's Teaching College 

Institute of Social Service 

Makkah : ① King Abudul Aziz University 

② College of Legistration 

Institute of Education 

Umm Al-Qira University 

Jeddah : ① King Abudul Aziz University 

② Women's Teaching College 

Al-Taif: ① Mi 1 i tary Training College 

Abha : ① Faculty of Education, King Saud University 

② Women's College 

Madinah : ① Islamic University 

② Women's College 

Hofuf : ① King Faisal University 

Dhahran : ① King Faisal University of Petrole暉 andMinerals 

② Military Training College 

Dammam: ① King Faisal University 

Buraydah : ① Women's College 

大学の数はリヤドが最も多い。リヤドには、サウド大学はじめ10大学があり、これに次いで、メ

ッカの 3大学、ジェッダ、メディナ、アプハ、ダーランの 2大学となっている。そのほか、アル

タイフ、ホフーフ、ダンマン、プライダにも 1大学ずつある。総合大学は7つあり、また、イス

ラム法、アラピア語、法律、空軍、警察、軍隊訓練などの専門大学校や、女子大学、女子教育大

学がある。

1)サウド大学農学部 (Collegeof Agriculture, King Saud University) 

4月7日サウド大学農学部を訪問した。リヤドにあるサウド大学は、国内にある 7つの総合大
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うち、最も

したという

8学科がある。

は、次のと

が古く、 の である。当初は

る

であった）から、

の 人

，
 

を

も

ルー 1ぐニッ／‘ 類、

とに分かれており、ヒ要な

豆、ソラマメ、ゴマ、牧草：アルファルノア、

：トマト、キュウリ、果樹：柑橘、イチジク、

ンゴ--、モモ、プラム、パインアップル、ナツメヤシ。また、

カシムに農学部の桁産学科が配置されている。

1984年には市郊外のDiriyyah地区に、 35億ドルをかけた統合キャンパスが完成し、それまでリ

ヤド市内に分散していた学部がすぺてこのキャンパスに結集した。キャンパス内には 2万 2千

の収容能力をもつ男子学生寮があり、百万冊の蔵書を有する図書室、 3つの大講堂、 2千の

室施設等がある。この他、女子学生を 1万人収容するためのキャンパス、隔地部の 1万人収容施

も計両されている。リヤド大学は施設、学生数とも群を抜いており、国内第 2の総合大学であ

としてアプハに教

るジェッダのアプドールアジズ大学が1988年までに2816人の卒業生を出したのと大きな隔たりが

ある。また、これまで非サウジアラピア国箱の教官が70%を占め、自国籍の教官不足か問題とさ

れていたが、卒業生を積極的に教育機関に取人れることで、この問題も解消しつつある。

サウド大学農学部の実験農場はリヤドの南方25km、Dirab地区にあり、大 ャンパスから40

kmほどの距離がある。農場は1976年に創設され、面積は220ha。1991年の土地利用率は66%で、

間115件の実験が行なわれた。場内にはナツメヤシ、プドウ、イチジク、ザクロ、柑橘など6000本

以上の果実が実を結んでおり、また樹木も11,750本栽植されている。

農場は農業実験のほか、学生や外部の農業関係者に農業の基礎知識、研修を実施し、また、農

家に普及サーピスを行なうこととしている。サウド大学農学部長が最高監督者、副部長が補佐藍

督者となり、農場長を指導する。農場長は農学部職員で、学部長の推薦で農場委員会が指名する。

農場の研究部門 (Technicalunits)は以下の 7つである。

(1)作物・牧草研究部門（所有七地面積 29.0ha)

(2)ナツメヤシ・果樹研究部門（所有土地面積 43.5ha)

(3)林業研究部門（所有土地面積 35.5ha)

(4)野菜研究部門（所有土地面積 5.5ha)

(5)花き・景観研究部門（所有土地面積 4.8ha)

(6)植物保護研究部門

(7)潅漑・要水量研究部門

このほか、ワークショップ、情報関係の部門もある。

建物は、庁舎、技師事務室、ワークショップのほか、温室（木造温室、ガラス室、プラスチッ

クハウスなど、うち 1棟は水耕施設）、気象観測室、蜜蛉研究施設、モスク、倉庫、脱塩施設、

発電施設（主電源1500K胃、予備電源300K胃）、保冷室等がある。

これまでの活動は、

(1)多くの分野で研究実績を挙げ、国際レベルでの研究報告を出した。
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散抑制剤処理により、秤駄法では対照の0.77gに対して0.38,...,0.47g、

塩化コパルト濾紙法では対照の0.36gに対して0.24,-.,0. 29gと、いずれも蒸散最は38-50%

減少した。薬剤の蒸散抑制剤効果には、品種間の有意な差も認められた。また草丈、乾物

、塊茎重も蒸散抑制剤処理によって増加した。塊茎収量は、対照の0.34kgに対して処理
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4. アブドールアジズ国王市立科学技術院

(King Abdul Aziz City for Science and Technology、KACST)

アブドールアジズ国王市立科学技術院は、総理府に所属し、科学技術関係研究機関の調柩機能

を持っている。本所はリヤドにあり、今後支所を国内各地に建設する予定である。科学技術院の

成立は、アラビア歴1397年（西暦1977年） 12月18日の「サウジアラピアの科学技術に関する因立

センター設立」令に基づくもので、 1985年から以下のメンパーを最高委員会 (SupremeBoard)の

構成員とし、菫要事項の決定を行なっている。

議長：首相、副議長：副

委員：防衛・航空・情報大臣、文部大臣、農業水利大臣、工業・電気大臣、

油・鉱物大臣、企画大臣、大蔵経済大m、

総理府の IntelligenceDirectorateと KACSTの総長

指定委員の外、酋相が指名する 3名をメンパーに加えることができる。

アプドールアジズ国王市立科学技術院は、 1977年に発足した当初のサウジアラビア国立科学技

術センター (SaudiArabian National Center for Science and Technology、略称SANCST)

が、 1986年に現在の名称に変更したものである。国王市立科学技術院という名称だけで判断する

と、市の科学技術推進機関と誤解されやすいが、その権限ははるかに大きく、全国的に科学技術

開発での指揮権を掌握している。
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and Environmental Research) 

E:: ニ
機械計測センター

副総長（研究推進担当） ［科学啓蒙・出版局

研究認可・計画局

情報、ンステム局

ー特許局

アプドールアジズ国王市立科学技術院の設立目的と運営体制

設立目的：以下のとおりである。

1)応用科学研究に関する技術のサボートと推進、

2)王国の開発のための大学・研究機関との研究調眠

3)農業、鉱工業分野等における科学技術開発のための政策企画
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(Institute of National Resources and Environmental Research)を訪問する機会を得た。

は一部未完成の部分もあったが、新築ガラス張りであった。所長の Dr.MustafaAl-Degaither 

氏は温厚な科学者で、スライド等を交えながら詳細な研究活動の説明を受けた。研究所はサウジ

アラピアの自然環境の保護と活用のため、地勢、柏生、動物相などの環境変動をリモートセンシ

で監視する研究笠に取り糾んでいる。これまでの成果に、淡水魚の養殖に関する研究では養

の確立といくつかの魚種の増殖に成功した事例、またサウジ大学と共同で行なっている地

のためのモニタリングネットワーク、あるいは生活用水の水処理技術開発の事例がある。こ

のようにプロジェクト研究によって、天然資源と環境の保全に関するいくつかの興味深い成果

得られている。

なお、本研究所は

機能をもっており、

省傘下の研究機関についても、研究調幣や共同研究の

の予定には人っていなかったが、国立農業水利研究センターの

などの

者の

めで できた である。
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らイマムのアルカシムがトルコ軍に抗戦、 1636年についに国外に完全追放し、第 1次トルコ

配の時代は終わった。

ヨーロッパから東洋への交易は、希望峰ーインド航路の発見により大きく拡大し、中継港アデ

ンの商業的璽要性は減少した。しかし、 1789年にナポレオンがエジプト遠征に乗り出すと、英国

はアデンの戦略的価値を用視し、 1839にここを占領した。英国のイエメン支配方式は、直轄柏民

地のアデン総督が諸首長因の存在を認め、保護条約を締結しつつ、ゆるやかに監視する政策をと

った。その後、スエズ運河の開通と、紅海航路の復活でアデンは再び繁栄を取り戻した。

1849年にトルコは再びイエメン北部に侵略した。 1911年にイマム・ヤヒヤは反乱を起こし、高

原地帯の支配権を確立したが、強大なトルコ軍に対して海岸地帯の支配権とトルコの名目的

を認めざるを得なかった。オスマン・トルコが第 1次肘界大戦に敗北すると、 ヤヒヤをイ
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とする，,{エ;,"ン

2 

をついに

では

された。その後のサーレ

因であった民主

政権

、南イエメンでは1962年に英国

が誕生した。しかし、 1958年ごろか

るため、民族開放戦線 (NLF)を

ービーが大統領に就任した。

に

夕,_が

アハマ

、イ

ナリズム

ヒャ

こ

ヽ

～

ふ

iし

ふゞ“た

のシャ

にルパイヤ弓アリに

を鮮明にし、

ハンマド体制に代わってから、近隣アラ

緩和を進めた。さらに、北イエメンとの接近を急速に進め、 1990年に

の合併を成し遂げ、イエメン共和国として新たな歴史を歩み始めた。

イエ

はイエメ

・f "'"ルはイ←ニメン

にモ

はついに

2. 地勢と気候

1) 

イエメンの国土面積は52.8 (55)万k酎である。イエメンの地勢は、紅悔に並行して国内を

に走る中央山脈があり、紅海沿いに幅60k日程のティハマ平野が広がり、この平野と中央山脈との

間に標高 200,...,1,500mの丘陵地帯がある。主たる農業生産地帯はこの地域である。さらに中央山

脈の東側には緩やかな似斜をなす半砂漠高原地帯があり、それはルプアルヘリ砂漠へと続いてサ

ウジアラビアと国境を接している。また南部はアデン湾沿いに平野があるが、平野部は20kmほど

で1,000,...,.,1,500mの南部高原地帯となり、ここは乾期には水が枯れるワジがいくつか流れる程度で

農業生産はさほど高くない。そして高原地帯は緩やかにドり、やはり北力の国境地帯のルプアル

ハリ砂漠へと続いている。

旧北イエメンについては、農業生態学的にティハマ平野、南部高地、中

部地域の 5つの地域に区分されている（図ー68)。その概要を述べる。

(1)ティハマ平野

紅海に沿って30-60kmの幅で、海抜200m以下の平坦な平野が続いている。これがティハマ

で、高温・多湿の熱帯性気候が優勢で、降水最は概ね100~200皿の範囲にある。テイハマ平野は

原、 原、

農業生産が盛んな 6つのワジで大まかに構成されている。降水時にワジに集まって上壌に没透す

る水と、ワジの伏流水が農業生産の生命線である。この地域の主要な農産物は、ソルガム、 トウ

モロコシ、ミレット、綿花であるが、タバコ、ゴマ、野菜、果樹（ナツメヤシ、パパイヤ、柑橘
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ン ヽ ）も次 に増えている。

） 

イエメンの

11~3月の

る。ことに
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ア

ィ

になっ
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地のアデンでは、
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ある。降水量は

に属する。 1年は4 の

こ して

を

ス3

く、

には10℃ 前後に

る4ナナア市の

、ティハマ

,300mの

の

を越え、

は日中の

る。図ー69にイエメ

にあるサヌアでは、

と寒さを感じるほどの

は

と、

とな

る

，
 

あり、 lOr~1月は13℃

、11,._.3 J] 

は25.4℃で暑い。ア

は乾いている。

る7月でも平均気温は1

となる 3 ここでは降水最は多く、
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も高い。イエメン国内の中央山脈に広がる高原地帯は

な地域とされている。

に属し、アラビア の中では最も

Aden ,: 3に地）の気温と降水量 Cl95Hl年)

40 200 40 200 

30卜~·- 150 30 150 
ヘ ヘ
昌 昌
＼ ヽ

20 100 茎 20 100 誕

10 50 i 10 50 
~ ""--

゜
2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 

月 ゜

Sanaは（高地）の気温と降水量 O!l75年）

QI llllri「可 I I I II I 「7 I Q 

l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

月

図ー69 イエメン低地 (Aden)と高地〈Sana'a)の気温、降水量の差異

このように、国内の気湿は15℃前後の高地から、 40℃以上の砂漠地帯と大きな開きがある。ま

た気温とともに、降水量も地勢の複雑さを反映して変動幅が大きく、所によって300mm以下,,._,1,2

00mmまでと異なっている。

● Al-Jawf 

a
 

t
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n
 .sa 
r
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m
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•Dh 

● Taiz 

b
 
e
 
r
 

•Ma 

図ー70 イエメン各地（旧北イエメン）の気象観測点所在地
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つぎに、 1987年から1990年にかけて旧北イエメンの各地で観測された降水量について検討する。

観測地点は図ー70に示す8カ所で、ティハマ平野では北部の Hodeidah市と南部の Makha市、中央

脈の丘陵地帯では、北から Sadah市、 Sana'a市、 Dhamar市、 Taiz市、そして中央山脈東側の

砂漠高原地帯では、 Al-Jawf市と Mareb市である。降水量の観測結果を図ー71に示した。全国的に

眺めると、 2,,..,,,5月と 7,-...,9月に比較的降雨があり、 11-1月はほとんど雨が期待できない。こ
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は、 2-9月にはア

せるのに対して＼

内

も期待できないSadah市

る。

3. 人口
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サ

入
/

~. 
ス3 る

［］については、

さ
゜

に退ぎ

と

の

は

い月である

にこっ

を連んで

ため

、之内

た

なり厳しい

に

となっ

を

る

は

で

あるいは

きなかった人口が38万人で、

で

で

という

,ヽ 匹IJ 呼
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扇J-64

55-59 

50-54 

室 45・.J9

40-44 

35-39 

苺 30-34

25-29 

20-25 

15-19 

10-14 

5-9 
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［ 

゜

統計値が得られている。また1988年のセンサス

では、国内人［］が184万人、国外人口

という結果が出された。 1988年の調

データを補足したものと思わ

れ、両年の合計値は1,145万人となる。

この点について国連の統計値と比較すると、

の推定によるイエメン人口は1980年は822万

人、 1985年は976万人、 1989年から1991年までは

それぞれ 1.127万人,1,169万人、 1,212万人と

なっており、イエメン政府の調杏結果より

の推定値はやや多めである。

イエメン政府の資料では、 1991年の人口を1,161万人と予測している。その年齢階級別構成割合

を図ー72に示す。 0-14オまでの幼少年人［］が609万人、総人口の52.5%を占めており、比率が極

めて大きい。就労可能な15-64オまでの人「］は516万人、総人口の44.4%である。近年の人口増加

500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 

人口 （千人）

図ー72 イニメンの年齢別人口構成比

率は年3.7%と著しく高い値であり、このような高い出生率が、人u構成ピラミッドの底辺を押し
げてきた。

イエメンでは雇用機会が少ないため、国外へ出かけて就労する志向が強い。国外への出稼

は、人口の12%、8人に 1人の割合にもなっている。出稼ぎ先はおもにサウジアラビアであるが、

湾倅戦争の影秤で国外在住の出稼ぎ者の多くは解雇され、イエメンに戻ってきた。 1990年 8月か

ら1991年10月までに帰国した国外 イエメン人は、その数が78万1800人にのぼっている。

1986年、 のセンサスによると、イエメンの地域別にみた戸数、人口は表ー 8のようにな
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ール (Dhamar)地域が70万人、ハドラモウト地域が54万人となっている。 Taiz、Ibb、Sana'a

る中央高地中南部（人口がいずれも120万人以上）、及びティハマ平野のAl-Hodeidah地域

(105万人）が人口密集地である。その他の地域は4-70万人で比較的人口密度が希薄である。

また、イエメンの都市を人「］の大きさで列挙すると、サヌア (Sana'a) 、アデン (Aden)

人、ホデイダ (Al-Hodeidah)29万人、タイズ (Taiz) 19ガ人、ハドラモウト (Hadra田out)

イプ (Ibb)10万人などが主要都市である。

さらに、成人人口を学歴別に比較したのが表ー 9である。文盲率は男子は46%であるが、女子

では86%と高くて識字者は7人のうち 1人でしかない。学歴で見ても、小学から高校までは男女

比は3-5:1となっており、女性に教育は不要との考えが根強い。さらに、大学、大学院の高

教育なると男女格差は大きく拡大する。この点はイスラム教の男尊女卑の価値観が反映してい

る。

表ー 9 成人人口の学歴別割合（単位万人、括弧内は％）

性別 大学院 大学 高校 中 小学 識字 文盲

男 0.53 2.25 8.95 12.14 14.88 108.37 127.65 

(0.19) (0.82) (3.26) (4.42) (5 .42) (39.44) (46.46) 

女 0.06 0.44 2.72 4.70 3.15 31.18 260. 87 

(0.02) (0.15) (0.89) (1. 55) (1.04) (10.29) (86。06)
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第 2節 農業生産状況

1, GDPに占める農業の位置づけ

イエメンの国内総生産 (GDP)は市場価格の評価額で見ると、 1987年の536億YR(イエメ

リアル）から、 88年の621億YR、89年の741億YR、90年の981偲YRへと、年率27%の割合で増

加している（図ー74)。しかし、市場価格評価額にはインフレによる物価上昇分も含まれている。

そこで、 YRとドルの交換レートから実勢価格を推定する。 1982年まで固定していた為替交換率

が1983年以降変動相場に移行すると、 1983年の 1YR=--cQ.218ドルから、 84年は0.188ドル、 86年

市場価格による GDP金額（億イエiンリ了ル）
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邸
i

88 
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ぷ
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5茄

621 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

邑

い
一
｝

1987 

88 

89 

90 

74% 

堕％

81% 

84% 

園農業部門□その他の部門 圏農業部門□その他の部門

図ー74 GDPの推移と農業部門の占める割合 図ー75 GDPに占める農業部門の割合

は0.136ドルと急激にイエメンリアルの価値は下落し、 1993年4月の換算率では 1YR  =c 0.034ド

ルまで低下した。 1YR=3.8円相当である（ただし 1ドル=113円とする）。イエメンはアジア

の国の中では最もインフレの激しい国であり、毎年YRの価値は40%ずつ低下していることにな

る。現地邦人の話でも 2年前は 1ドル=-ccl2YR

であったレートが最近は 1ドル=46YRで、実

質4倍も下がったとのこと。このように、市場

価格による GDP評価額では、インフレのため

実質的な収益増はほとんどなく、むしろ通貨の

価値が目減りし、生活は苦しくなっているのが

現状である。

農業部門の生産額は、 1987年は174億YR、88

年は191億YR、89年は197億YR、90年は234億 ltt-

YRと、市場価格では少しずつ増加してきた。

邑

1987 

B8 

B9 

90 

。

農業生産額（億イエJ'/1}71~)

50 I 00 150 200 250 300 

しかし、 GDPに占める農業生産額のシェアを

見ると、 1987年の26%から、 88年は22%、89年

は19%、90年は16%と毎年3---4%の割合で低

.耕種部門□畜産部門
図ー76 農業生産額に占める耕種、畜産部門の割合
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果樹

図-―

71.3% 

農作物の種類別栽培面積割合(1991)

~ 
Shl!)lwah 

心 aida

換金作物 1.4%

豆類 2。2%

図ー80 農作物の種類別収穫量割合 (1991)

Al-Mahran 

一HadRnout 

図ー81 イエメン国内の地域別農業生産力

図でも明らかなように、イエメンでは、ティハマ平野のAl-Hodeidah地域と、中央高地中心部の

Sana'a地域の農業生産が飛び抜けて大きく、これに Dhamar、Ibb、Taizといった中央高地の南部

地域が次いでいる。その他の地域の農業は生産は、面積で 5万ha、生産量で10万 t以下がほとん

どであり、その比率は極めて小さい。特に人口が比較的多いにもかかわらず、農業生産が低い地

域として、 Hajjah地域、 Hadramout地域が挙げられる。これらの地域では現在でも遊牧が主体の農

業が営まれているものと考えられる。
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4. 農作物の種類別生産状

つぎに農作物の種類別に栽培面積、収穫量の状況を述ぺる。

1)穀類

1987年,,...,91年のイエメンの穀類の栽培面積と

収穫量を図ー82に示す。栽培面積は、 1987年～

90年まで85-87万haとほとんど変動していない

が、 1991年は64万haで従来の75%まで作付面積

が減少した。また収穫量は、 1987年、 1990年が

不作で70万 t台となった以外は、これまで85万

t前後を維持してきたが、 1991年は45万 tまで

落ち込んだ。対前年比58%の収穫量は、極めて

深刻な食料不足を引き起こす事態と考えなけれ

ばならない。

穀類の種類別では、ソルガムの生産が圧倒的

に多い。ソルガムは栽培面積では38.2万haで穀

類全体の59.7%を占め、また生産量では24.7万

栽培面積 h a)と収穫量 t) 

a ;:o .. o t,(l 80 100 

tS87 口
lE!'5 88 86.8 

糾.3

89 86.0 

86.4 

4-l- 90 、..,
84.5 

-」7!¥.7

91 
64.0 

中 8

圃栽培面積□収穫量
図ー82 穀類の栽培面積と収穫量の推移

tで55.3%を占める。単収は647kg/haである。ソルガムに次ぐのが小麦で、栽培面積では8.7万

haと穀類全体の第3位、 13.6%であるが、生産量では10.0万tで全体の22.4%に達する。単収は

1,149kg/haである。穀類の第3位はトウモロコシで、栽培面積では3.8万haで全体の5.9%に過ぎ

ないが、生産最では4.6万 tで10.3%を占める。単収は1,198kg/haである。さらに、ヒエ・アワ

(millet)は栽培面積は9。1万haで第 2位、 14.2%を占めるが、生産量は2.5万 t、5.6%に過ぎ

ず、単収はわずかに280kg/haである。また大麦も、面積が4.2万ha、生産量が2.9万 t、単収が

687kg/haで、いずれも穀類の中ではマイナーな部類に属する（図ー83、84)。

大麦 6.5%

ヒエ・アワ 14.2% ‘！ルガム 55.3% 

ソルガム 59.7% 

図ー83 穀類の種類別栽培面積割合 (1991) 図ー84 穀類の種類別収穫鼠割合 (1991)

イエメンの穀類の単収を但界の平均値（出典 FAOProduction Yearbook 1991)と比較する。ソ
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になっているよう る 数日

熊 じ れ あり、 の距牛 工

境
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穫最も

ムは栽培面積

の

とソルガムの

-85-89に

して り゚、収

t 

｝
＼
 

る。

ると、 Taiz、Marib、Hajjah,Sa'dahなど中

と内陸部地域では、穀類栽培

をソルガムが占めている。ティハマ平原の

Al-Hodeidah地域も面積率では52%を占め、 3.8

tの収穫鼠である。またAl--beida地域も75%

面積率が高い。このように、

1987 

国の広範な地域でソルガムは栽培されており、

伝統的農業休系に深く組み込まれている作物である（図ー85)。

麦の栽培面積は徴増傾向にある。 1987年..._.1990年は年率10%程度の増加をぷしたが、

の栽培面積は12%のダウンで、収穫最も前年の15万 tから10万 tに低下した。市場の伸びが大き

い作物なので今後の回復か惰まれる。地域別では Sana'a、Dhamar、Al-Ja胃f地域といった中

原が主産地で、この3地域で全国生産量の68%を占めている。小麦はティハマ平野のAl-Hodeida

h地域などではほとんど生産されず、比較的降雨に恵まれた高地の作物である（図ー86)。

トウモロコシの栽培面積も小麦同様、微増傾向にある。 1987年~-1989年は年率10%程度の増

であったが、 1990年は前年と変わらず、 1991年に27%のダウンとなった。収穫量も前年の6.6万 t

から4.6万tへと30%も低下した。 t・ ウ平ロコシの主な生産地はIbb地域で、全国の46%を占め、

さらに Dhamar、Taizといった隣接2地域を含めると全国生産の71%に逹する。中央高原では、

図一

紐

89 

90 

~
 q} 

栽培面積 h a)と収穫量 t) 

。
!() 20 30 40 50 60 70 

國栽培面積□収穫量
ノルガムの栽培面積と

、 トウモロコシの産地が菫なること

れた作付体系が行なわれていると考えら

ら、ここでは夏作にトウモロコシ、

る（図ー87)。

に小麦を糾み

これに対して、ヒエ・アワの栽培はティハマ平野の Al-Hodeidah地域が圧倒的に多い。ホデイ

ダ地域の穀類栽培面積では、ヒエさアワはノルガムの52%と並ぷ45%の高い比率を占めている。

またアデンに近いLaheg地域も41%の栽培面積率である。このように、ヒエがアワは低地の比較

乾燥する地域で多く栽培されている。しかし1989年と1991年を比較すると、全国の栽培面積は
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圃栽培面積□収穫量
と収穫量の推移
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lB炉

88 

2-]_ 三 6,9桑9

::~ 1 j6。さ
圏栽培面積

-87 トウモロコシ と

14.0万haから9.1万haへと35%況

である（図ー88)。

はここ数年、 4-5万haと栽焙面積は比較的安定しているが、 1991年の収穫最は2.9万 tで

年の5.5万 tから大幅に落ち込んだ。これは単収が大きく低下したためである。大麦の栽培も中

央高原の中部、 Sana'a、Dhamar地域が主産地で、両地域で国内生産量の78%を占めている。小麦

の場合は高温・乾燥の Al-Hodeidah地域でも栽培可能であるが、大麦は砂漠地域では全く栽培さ

は tカヽら2SJjtへと58%も し、 向にある

れない（図 ・・-89)。

栽培面積 ha)と収穫量（万 t)

。
ご
J 10 15 加

l987 

逐 88

89 

lt:l- 90 

9[ 

9.8 
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璽栽培面積□収穫量
図ー88 ヒエ，アワの栽培面積と収穫呈の推移
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圃栽培面積□収穫量
大麦の栽培面積と収穫量の推移
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のイエメンの野菜の栽培面積と

-90に示す。野菜の栽培面積は

している。 1987年は4.0万haであ

ったが、 1990年は5.2万haとなり、 1991年も5.0

した。穀類では1991年の作付面積減

は顕著であったが、このような傾向は野菜では

われていない。また収穫鼠もここ数年、 6.

t -7.3万 tの範囲で し、比較的安定してい

ると言えよう。

1991年の野菜の種類別栽培面積と収穫量を図一

91、92 に示す。イエメンの野菜のビッグ3と

して、ジャガイモ、 トマト、スイカを挙げるこ

とができる。ジャガイモは、栽培面積では1.24

万haで野菜全体の25%を占め、収穫量では15.

1987 

88 

89 

90 

91 

ha〉と収穫量 (10万

。
r~ 

6
 

8
 

lO 

I 
， ， I I 

.¥ 0 
16.2 

4 I 
： IM 

50 
I 

52 

： 17-0 

50 

16.4 

國栽培面積□収穫量
図--90 野菜の栽培面積と収穫量の推移

tで24%を占める。単収は12.7 t /haである。ト

マトは、栽培面積では1.11万haで野菜全体の22%、生産鼠では17.1万 tで全体の27%に達する。

単収は15.4t /haである。またスイカは、栽培面積では0.83万haで全体の16%、生産駄では12.6万

tで20%を占める。単収は15.2 t /haである。さらに、ジャガイモ、 トマト、スイカのビッグ3に

続く野菜は、タマネギ（栽培面積4,214ha、生産量5.9万t)、メロン（栽培面積2,960ha、生産量

3.6万 t)、オクラ（栽培面積2,331ha、生産量1.4万 t)、インゲン（栽培面積l,562ha、生産量

栽培面積 (ha) 

2,000 6,000 10,000 14,000 
0 4,000 8,000 12,000 16,000 

ジャガイモ

トマト

スイカ

タマネギ

メロン

オクラ

キュウリ

ニンジン

Courrat(?) 

ダイコン

コリアンダー

トウガラシ

インゲン類

ズッキーニ

ニンニク

ナス

その他野菜

図ー91 野菜の種類別栽培面栢 Cl991) 

ジャガイモ

トマト

スイカ

タマネギ

メロン

オクラ

キュウリ

ニンジン

ナス

その他野菜

収穫量 (t)

O 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 

図ー92 野菜の種類別収穫量 (1991)
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9万 t)、ピーマン（

1.2万 t)、キュウリ(

1, 450ha, 

生

t)、ダイコン（栽培面積874ha、牛産

1.1万t)の順である。このほか栽培面積や

は少ないが、ニンジ／、コリアンダー、 トウガラシ、ズッキ....二、ニンニク、カボチャ、レタス、

ャベッ、ナス、サツマイモなどの野菜が栽培されてい口 0

イエメンの野菜の単収を世界の平均値（出典 FAOProduction Yearbook 1991)と比較してみる

と、ジャガイモの単収は、世界が15.4t /haに対してイエメンでは12.7 t /haと83%、 トマトの

は、世界が23.0 t /haに対してイエメンでは15.2t /haと66%、スイカの単収は世界と全く同じ

15.2 t /haで100%、タマネギの単収は、世界が14.3t/haに対してイエメンでは14.0t/haと98%

の割合である。このように、穀類では世界の単収の1/2,....,1/3程度であったが、野菜ではイエメン

の単収はトマト以外は世界と比肩する値を示している。これは、野菜が現金収入に結びつきや

いことから、農家が積極的に肥料などの資材を投人し、集約的な管理を行なっている結果と推察

できる。

野菜栽培が盛んな地域は、 Al-Hodeidah地域が面積で1.9万ha、生産量で23.7万 tと最大で、こ

れに次ぐのが Ibb地域の0.6万ha、7.2万 t、Sana'a地域の0.5万ha、6.8万 t、Dhamar地域の0.4万

ha、5.3万 t、Taiz地域の0.3万ha、4.4万 tとなっている。その他の地域は、栽培面積が0。2万

産量が2.5万 t以下で産地としてはあまり大きくない。

野菜の種類別に、 1987~1991年の栽培面積、収穫量の推移を図ー 93,-.,97 に示す。

ジャガイモは1991年に前年度より 9%栽培面

積が減少した以外は、栽培面積、収穫量とも毎 栽培面積（、千ha)と収穫量

年多くなっており、 1987年の11.9万tから1991

には15.7万 tと4年間に32%も生産量が増え

た。 1991年は小麦の収穫量10万 tに対して、ジ

l1t 

゜
5 10 15 

[98, I 
I ， 

97 

-」1L9

丁漿---睾----後-翁．-』．翁婆攣璽：獅匿警綴.攣獅•―蒸•.言'°' "l -' 
B9 

],,, 
L2.4 

.栽培面積□収穫量

t) 

刃

llM 

I 15 7 

ャガイモは16万tの収穫量となり、ジャガイモ

は穀類に替わって璽要な炭水化物源になりつつ

ある。 1991年の栽培面積を地域別にみると、 Ibb、、

Dhamar、Taiz、Sana'aといった中央高原地域に

産地が集中し、この4地域で全国生産の80%を

占めている。南部地域や Al-Hodeidah等のティ

ハマ平原地域は生産量ゼロであり、冷涼で比較

的降雨に恵まれた地域に適している（図ー93)。 図ー93 ジャガイモの栽培面積と収穫貴の推移

トマトの栽培面積は着実に増加している。 1987

年,-..,1991年にかけて年率8%の増加を示し、収穫量も1987年の14.7万tから1991年は17.2万tに

増加した。市場の需要は高いので、今後も増加基調は続くと考えられる。地域別ではティハマ平

野の Al-Hodeidah地域が1991年の実績が6,262ha、10万 tと最大の産地で、これにSana'a地域の

l,393ha、2.7万 tが次いでいる。この 2地域で国内生産の3/4を占めている。生産量の多少はある

が、 トマトはイエメン国内では全ての地域で栽培でき、適応性が高い野菜である（図ー94)。

スイカの栽培はティハマ平野の Al-Hodeidah地域、内陸部の Marib、Al-Jawf地域など乾燥地帯

で多い。 Al-Hodeidah地域が4,599ha、6.2万 t、Marib地域が923ha、1.9万 t、Al-Jawf地域が

1,359ha、2.5万 tの生産で、 3地域で国内生産量の83%を占める。これに対して、 Ibb、Dhamar地

域ではスイカの生産量はゼロである。夏期は高地でもスイカ栽培は可能であろうが、他にもっと
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図ー98

、“

は13.9カ t を占心め、

のが、パパイヤの5.3万t(17%)、パ (16%}となっている。ナツメ

面積は大きいが＼や 2.1万 t いる。またオレンジ 1/J t 

はあまり多くない ほかに、レモン、マ リン、マンゴー、ス

クロ、リンゴ、イチジク、パンレイシ、グアパ、アーモンド、 Li

る（図ー100)

、モモ、マルメロ、

（？）などが栽培されてい
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'・.. ·.·.·.·.·.•·•·.·.·.. •.··I•··.. ··.•.·• I し1'・,と I ブドフ

ナツメヤ

パナナ

パパイヤ

マンゴー

スモモ

オレンジ

レモン

マンダリン

モモ

マルメロ

ナシ

ザクロ

イチジク

リンゴ

／＜ンレイシ

しi1'r;rng,'.;) 

゜

図噂果樹の種類別栽培面積 Cl99 !) 

アーモンド

その他果柑

(t) 

50,000 100,000 応仇000 200,000 
, I I . '  

ゴ!38,)46

図ー100 果明の種類別収穫凪 (1991)

プドウ、ナツメヤシ、パナナ、オレンジについて、 1987,...,1991年の

--101~104に示す。

、収穫量の を
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ブドウは栽培面積 年着実に増加しており、 の は17.9万haで、 1987年の1.22

となった。しかし、収穫量では13.9万 tで1.08倍の増加に留まっている。地域別では、 Sana'a

地域が1.47万ha、11.4万 tと全収穫量の82%を占め、またSa'dah地域が0.25万ha、2.0万 tで15%

を占める。中央高原の中央部～北部の栽培が集中し、冷涼な気候に適している（図ー101)。

これに対して、ナツメヤシは砂漠の果物である。主産地は、ティハマ平原のAl-Hodeidah地域が

1.07万ha、1.25万 tと全収穫量の60%を占め、またアデン湾岸東部のHadramout地域も0.46万ha、

0.66万 tで31%を占める。中央高原のSana'a、Dhamar、Ibb地域では全く栽培されていない。栽培

面積はここ数年1.6万haでほとんど変動がなく、収穫量は1988年の3.3万 tから毎年減少を続,_,ヽ

は2.1万 tとなった（図ー102)。

栽培面積 h a) と収穫量（万 t) 栽培面積〈千ha)と収穫量（千 t)
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圃栽培面積□収穫量 圃栽培面積□収穫量
図ー101 プドウの栽培面積と収穫量の推移 図ー 102 ナツメヤシの栽培面積と収穫量の推移

パナナは栽培面積、収穫量ともに少しずつ伸びている。収穫量は1987年の4.2万 tから1991年は

5.2万 tに増えた。主産地は Al-Hodeidah地域で、 4,545ha(全国の61%)、2.8万 t(全国の54%)

の生産最を占めているが、南部のAbyan地域 (0.8万 t)、ティハマ平野北部の Hajjah地域 (0.4

万 t)でも生産が多い。中央高原でもバナナは栽培されるが、内陸乾燥地帯のMarib、Shabwah地

栽培面積（千ha)と収穫量（万 t) 栽培面積（千ha) と収穫量（千 t)

゜
2 4 6 8 JO 

゜
4 6 8 10 12 14 

65 
1987 

42 1987 

88 
4.6 逆 88

89 
48 89 

8,3 

母 90 
50 z:i- 90 

52 91 

.栽培面積□収穫量 圃栽培面積□収穫量
図―103 バナナの栽培面積と収雨量の推移 図ー104 オレンジの栽培面積と収穫員の推移
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では全く栽培されない（図ー103)。

また、近年急成長を続けている果樹としてオレンジがある。オレンジの栽培面積は1987年の2,

ら1991年は6,029haへと2.1倍増加し、また収穫量も0.4万 tから1.08万 tと2.6倍の増加

なった。オレンジは内陸の Marib地域が産地で、栽培面積は5,132ha(全国の85%)、収穫量は6,

963 t (全国の64%)である。このほか、中央高原北部のSa'dah地域、南部のAbyan地域でも多く

栽培されている（図ー104)。

4) 

1987年 の豆類の栽培面積と収穫量の推移を図ー105に 。豆類の栽培面積は、 の

2.4万haから1990年の4.9万haへと年平均34%の伸び率を示してきたが、 1991年は3.9Jihaで従来の

79%まで作付面積が減少した。また収穫量も、 1987年の3.9万tから、 1990年の7.6万tへと次第

に増加してきたが、 1991年は4.4万 tと前年比58%にまで落ち込んだ。豆類はタンパク源として

生活上璽要であるが、 1991年は穀類と同様に極めて深刻な状態の不作に落ち込んだ。

イエメンの豆類を代表するのはヒヨコマメである。ヒヨコマメは栽培面積では2.2万haで豆類

体の55%を占め、また生産量では2.5万tで58%を占める。単収はl,184kg/haである。ヒヨコマメ

の世界の平均単収は750kg/haであるので、世界の水準より高いレベルを保っている。ヒヨコマメ

に次ぐのがレンズマメで、栽培面積では0.78万haで豆類全体の20%、生産量では0.52万 tで12%

を占めている。単収は677kg/haで、世界の平均単収792kg/haより 15%低い。このほか、豆類とし

てササゲ類、ソラマメ、コロハ、エンドウ等が栽培されている（図ー106)。

栽培面積 ha)と収穫量 C万 t)
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.栽培面積□収穫量
図ー105 豆類の栽培面積と収穫量の推移
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栽培面積 (ha)と収穫量 (t)
O 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 

込 25,181 

.栽培面積□収穫量
図ー106 豆類の種類別栽培面積と収穫呈 (199l) 

イエメンを代表する豆類であるヒヨコマメ、レンズマメについて、近年の栽培の推移をみる。

ヒヨコマメはティハマ平野のAl-Hodeidah地域で栽培が最も多く、全収穫量の47%、1.2万 tの

生産がある。これに次ぐのがSana'a、Dhamar、Ibb、Taizの中央高原の中部～南部地域で、この4

地域で全国の42%、1.1万 tの収穫量である。旧南イエメンのアデン湾に面した地域ではほとんど

栽培されていない（図ー107)。

一方レンズマメの栽培は、 Sana'a、Dhamar、Ibb地域に集中している。中央高原のこの 3地域の
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5)換

イエメンで、換金作物 (Cashcrop〉

ある。イエメンで換金作物とい

アビシニア茶は金になる作物の

て扱われているのは、コーヒー、ゴマ、綿花、タパコ

のであれば、まずアビシニア茶 (Qat、Kat)が頭に浮かぶ。

われるが、これに関する農業統計はない。農家個人のレ

ベルでは儲かっても、農業経済からみると国益 に貞献していないため、あるいは麻薬

な印象もあって、あまり公開できなし あるのかも知れない。

1987年,....,1991年の換金作物全体の栽培面積、収穫量を図ー109に 。栽培面積、収穫量とも

栽培面積 h a) と収穫量 t) 栽培面積 (ha) と収穫量 (t)
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圃栽培面積□収穫量 ■栽培面積□収穫量
図―109 換金作物の栽培面積と収穫量の推移 図―IJO 換金作物の種類別栽培面積と収穫且(l991) 
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圃栽培面積□収穫量
図ー111 コーヒーの栽培面積と収穫量の推移

薗栽培面団□収穫量
図一112 ゴマ と収穫量の推移

ゴマはティハマ平野のAl-Hodeidah地域が主産地で、栽培面積は8.964ha(全国の61%)、収穫

最は3,904t (全国の49%)となっている。このほか、内陸のMarib、Al-Jawf地域の収穫最も合

で2千 t近くあり、高温、乾燥地域に適した作物と言える。 Sana'a、Dhamar、Ibbなど中央高地

の中心地域では、以前は栽培されたが、現在はほとんど作られていない。 1991年の栽培面積は

1989年の2/3程度に減少したが、逆に単収は371kg/haから543kg/haへと増えている（図ー112)。

綿花は1989年に栽培面積1.6万ha、収穫散1.3万 tに急増した以外は、 1987,...,91年にかけて栽培

面積 1万ha、収穫量は0.7---0.8万 tであまり変動がない（図ー113)。綿花の栽培は、ティハマ

野のAl-Hodeidah地域 (6,147t、全国の84%)、アデン湾岸のLaheg、Abyanの南部地域 (1,144t、

全国の16%)に限定されている。綿花も高温、乾燥条件に適した作物である。

タパコは、綿花とは逆に1989年に栽培面積、収穫量か急減したが、 1988-91年にかけての栽培

面積はo.37,...,0 .40万ha、収穫最は0.65,....,0.70)5tであまり ない（図ー114)。タパコの産地
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は Al-Hodei に集中している (6,421t、全国の92%)が、このほかアデン

なわれている (489t、全国の 7%)。
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圃栽培面積□収穫量
図一113 綿花の栽培面積と収穫量の唯移
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國栽培面積□収穫量
図ー114 タパコの栽培面積と収穫量の推移

このほかに、換金作物として統計上扱われていないが、実際には軍要な換金作物として市場に

出回っているものにアビシニア茶がある。これはイエメン特産の、かなり嗜好性の強い植物であ

る。補足説明資料にその概要を記したので、参考にしていただきたい。

.,-✓-✓ ー✓-✓-✓-✓-✓一,_,_,_,_,.の-✓一ター,_,ー,—クーク亨?デ✓-✓-✓―✓-✓-✓M曽/—,_,一,_,_,―クーター,_,ークー✓-✓-✓-✓―✓-✓-✓ —, 

I i補足説明資料： 9 ' 
i ; 

! '  i イエメンのコーヒ一 l 
: I i コーヒーはヨーロッパ、アメリカを中心に、世界人口の1/3が日常的に摂取する飲料であ i

• i る。しかし、今日世界中に広まったコーヒーが、ほんの200年前までアラビア半島の紅海に！• 
！面する小さな港町モカ (Mokha)で独占支配され、ヨーロッパに輸出されていた事実を知っ！
I ! l ている人は少ないのではあるまいか。 l 
i コーヒーを飲む習慣を誰が人々に伝えたのか。イエメンでは、 15世紀後代のモカの聖人 i 
I Ali IbnOmarAl-Shadhiliの話が語り継がれている。 AliIbn Omar Al-Shadhi liは、当、' 
l j 
' 
、時インドに香辛料を求める航海で、港に立ち寄ったポルトガルの船乗りに、彼独特の作り 、， 
， i方のコーヒーを飲ませた。その方法は、豆を煎り、乳鉢と乳棒で挽いて粉にした後、水で i I 
i沸かしたのである。ポルトガルの船乗りは、黒い液体が活力を高め、慢性のailmentに効<'
I i ことに驚いた。彼らは船旅の帰途、豆を故国に持ち帰り、 AliIbn Omar Al-Shadhiliの処 i' 
• i方どおり黒い液体づくりを始めた。これが、ヨーロッパでコーヒーが普及した始まりとい l 
i うのである。 l 
i しかし、ヨーロッパに最初にコーヒーをもたらした功労者を、ポルトガルの船乗りとし i 
- . i ない説もある。 1453年に興り、スレイマン 1世の時代にはアラビア半島からヨーロッパの i 
• a 
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！ ウィ・-ンまで支配していたオスマントルコ帝国のもと、独特の作り方でトルココーヒーを ！ 
I ! 
i愛飲した人々か、コーヒーをヨーロッパにもたらしたとも言われる()いずれのルートかは 9 
l不明であるが、 16廿［紀にヨーロッパにかなり浸透した。 ； • 
i 胄時のコーヒ...産地はイエメン内陸部のみであった。イエメンの高地で栽培されたコー i I 

i ヒーはラクダやロパの背中に積まれ、 50-80kmの旅をして、モカの港に連び込まれ冷そこ. I 
＇ iからリスポン、イスタンプールに船で運ばれた。 i .'  i イギリスの東インド会社の SirHenry Middletonは1610年にモカの港に来て、イギリス i
I I 
i に初めてコーヒーを持ち込んだ。また1616年にはオランダ東インド会社のCaptainPieter ij 

I van de Broekeがコーヒー取引を申し込んでいる。この前後にウイーンとアムステルダム l
i に初めてコーヒーハウスができ、 17世紀半ばにはロンドン、ニューヨークなどにコーヒー i 

' -
iハウスがつぎつぎと建った。 i , i 
i コーヒーの価値が分かってくると、植民政策をとったイギリス、オランダ、フランスや i 

' iアメリカ合衆国の国々は、交易の利益を求めてモカに倉庫を作り、高品質のコーヒー豆をl買いあさり、船で本国に送りだした。 17世紀末までモカの街は完全な独占権を持ち、世界
i で飲まれるコーヒーはすべてモカの港を経由したものであった。モカの街は大いに繁栄し
I 
！た。， 
i ところが、うまい話は長続きしない。国外持ち出し禁止のコーヒーではあるが、金のな
し

• 
、 る木を放っておくはずがない。苗を秘かに盗んで船に積み自国の植民地に柏える試みがな

！ された。オランダは移植に成功し、セイロンとジャワで試験栽培を成功させたが、フラン ， 
' i スは失敗した。そして間もなく、自国の植民地での生産を軌道に乗せることによって、安 i 
I I 
i価なコーヒーをヨーロッパに運ぶことが可能になった。こうなるともはや誰もモカ港の高 i 
I ¥ 
i い値段のコーヒーには見向きもしなくなる。それでも18世紀末のモカの港のコーヒー輸出 i 

i '  i量は2.2万 tあり、そのほとんどがアメリカ合衆国への仕向であった。しかし、 19世紀にな i

， ！ るとコーヒー交易は完全にモカの港を離れ、 19世紀初頭には2万人いた居住者が、 80年後 ！ ， 
i には400人まで減少した。 i , i 
i 現在ではイエメンがコーヒー発祥の地であることは世界から忘れられている。しかし、 i 
I 
i イエメン北部のSadah市近くの Razihの町から南はTaiz市の南の屑adiWarazanにかけて、 i 

， 

' '  、気象と上壌の適地で昔ながらの栽培が行なわれているコーヒー園を見ることができる。収 、' ! ! 
！穫盛期は4,.,._,5月で、この地域では年間 1万 tのコーヒー豆を生産する。収穫量の70%は ！ 
I I 
i現在でも輸出されており、対象国はサウジアラビア、日本、ヨーロッパなどである。 i 
I '  i イエメンのコーヒーは香りが優れることで知られている。 Matari(Bani Matar地方産） i 
I I 
1 Haimi (Al-Haimi産）などのプランドは、アラビアコーヒーの高級品として輸出業者垂えん i
i i の的である。またチョコレートの香りづけや、プラジル、アフリカのコーヒーとのプレン l 
i ド用にも使われている。この独特の香気はイエメンコーヒーの宝である。この特性を活か ！ 
I I 
i して銘柄指向の努力を続ければ、またイエメンのコーヒーも世界に知られるようになるこ i 
I I 
i とであろう。 i 

; ! 
I, —/—/—/—,_, ー／一／―/—／—/—/—,_,—,_, —/—/—/—/—/—/—/—/—/—,_, —/—/—/—/—/—/—/—/—fー,_,—/—/—/—ノー/―/—,_,_i
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ンド

を噛

苦み、

ぞ

む

レ｝

ヽ

び｝

乾燥菜を噛

工

A

醤霜ヽ
し'、9ヽ
ー、9‘し‘し塁裕囀、心霧喝、9‘ー、為窯贄ヽ
ー、ー、し‘ー、i‘,9‘ぬ鼈彎ヽ
ー、i‘ー、〇鴨笥ヽ
ー、
4
5

つ

で

が

喜

こ

i

分

i

i

構

問

と

成

学

こ

激

tィも

る

刺
じ

神

と分

籾

成

の

両
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゜
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し

あで
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no
質

hi
物

at
駆

C
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訂のn
 

i
 

ーi
 
t
 
a
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C
3
 

も途絶えがちになるという。

口内のエ スが出

ミルクティーをサーピス

ーティである。

゜

できない。 Sana'aとZaribの

Ibn Hadshar Al-Haythami (A.D. 

に麻薬と規定できないものであり、

ざけた

ヽ が

ら

し、

さ

取を

は

こ．i,ば＞

と

ピア

も

たこの

が賢明であろう。

拍数も

ン

さ

レf、ン＂レ,j 

ビニ

てから

る

ると気

陽

-:; 

と

入っょ

こ
94. 

ヽ

は、

くし

こ

コーランでは麻薬を

もし Qatがコーヒーのような刺激性の飲料として扱われずに、麻薬と認定さ

あったようである。

のように

している。 Ampheta田ines同様、 Cathin、Cathinonもし

！ して興
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にな ＼ヽう。 ヽ は 川 るこ が る。そ は、 の

I I である 後作用は に

は 激しいという。

と同様 いで イ メン

; メ 日、金曜日

冷ッ' し、旧 イ メンでは つ がな ヽ

されるとのこと

し，＼ の はな な め のが難しい。

イエメ の 、いま ら ほ 前にエチ ピアから された。 時は宗教

になって に に広まり、

間の伸 は しく、コ ー園 に替わったところも

、普通の の4,-..,,5 の収益が挙 る。栽培農家 かりを責める訳にもい

ない

し による栄養繁殖を っている 高地と では品種が違い、その樹 、樹

らbushタイ とtreeタイ に 別
゜

笈し炉しZ戸 いものでは 1 ら収穫にはい

その は 産地、 でかなり なるとの～ であった

の飼料作物全体の栽 、収穫量を図ー115に 。ここ 5年間、飼料作物の

栽培面積は5.6-6.lliha、収穫量は50,.._,,55万 tの範囲にあり、大きな変動は見られない。ただし

1989年だけは、栽培面積が7.3万ha、収穫駄が65万 tへと一時的に増大した。

エメンの飼料作物は、ソルガムとアルファルファで代表される。ソルガムは栽培面積では全

栽培面積 ha)と収穫量は0万 t) 栽培面積（千ha)と収穫量

゜
r,3 

4‘ 6
 

8
 

10 

[987 

88 

89 

90 

91 

6.50 

6.09 

5.36 ． 
5.81 
4.98 

ソルガム茎葉

アルファルファ

その他禾本科牧草

。
10 20 30 

32.2 

t) 

-10 

圃栽培面積□収穫量
図ー 115 飼料作物の栽培面積と収穫量の推移

.栽培面積□収穫量
図一l16 飼料作物の種類別栽培面積と収漫且C199 l) 
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の51%、収穫量では65%を占め、アルファルファは栽培面積では全体の31%、収穫量では25%

をそれぞれ占めている。その他の牧草類のシェアは小さい（図ー116)。

ソルガムは穂は食用とし、茎菜を飼料に利用する。そのため、ソルガムでは 2m以上の高茎稲

の栽培も多い。ソルガムの栽培面積、収穫量は1989年以降減少傾向にあり、 1991年には

の栽培面積の66%に相当する2.9TJJha、収穫量は同じく 68%に相喝する32.2万 tにまで落ち込ん

だ。飼料用ソルガムの栽培は全国的に分散しており特定の地域に集中することはないが、 Laheg

地域（全国の収穫量の19%)、Sana'a地域（同じく 18%)等での栽培が比較的多い（図ー117)。

栽培面稽（千ha) と収穫菫〔万 t)
0 10 20 JO 40 50 I)() 

1987 

88 

89 

90 

91 

國栽培面積□収穫量
図一l17 飼料用ソルガムの栽培面積と収穫呈の推移

ソルガムが飼料作物としての地位を次第に低

下させているのに対して、アルファルファは栽

培面積、収穫量とも毎年増加している。年平均

増加率は5%で、 1987年の1.48万ha、9.8万 tが

1991年には1.78万ha、12.7万 tに増加した。ア

ルファルファの栽培は高地～内陸部で多く、テ

ィハマ平野のAl-Hodeidah地域、東部のAl-Mahrah

地域などでは全く栽培されていない。主産地は、

Sana'a、Dhamarの中央高原地域とMarib、Hadramout、

Al-Jawfの内陸地域である（図ー118)。

その他禾本科牧草も栽培されるが、統計の中

に具体的にどのような草種が含まれているかは

不明である。その他の禾本科牧伊の栽培面積は

約1.1万ha、収穫量は5万 t台で、ここ数年あま

り大きな変動はない（図ー119)。
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栽培面積 h a) と収穫量（万 t)
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圃栽培面積□収穫量
図一118 アルファルファの栽培面菩と収穫且の推移

栽培面積（千ha)と収穫量（万 t)
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7) 

の飼育家畜の種類別

的に多い。その数は羊が357万

しかし、ラクダは17万頭で余り数は

また1937,...,_,91年の飼育頭数の推移を、

を図ー120に示す。イエメンでは

山羊が317万頭である。これに牛の

ない (1991年）

の

として、芋、山

が次いでいる。

種類別にそれぞれ羊、山羊、牛、ラクダについ

て図ー121、122、123、124に示す。イエメンの

家畜全体に共通することであるが、 1987,-...,1990

年までは飼育頭数はわずかづつ増加してきた。

口の増加と見合った形で、羊、山羊、牛、ラ

クダのいずれの飼育頭数も、年率2%程度の上

昇を示した。ところが、 1991年は穀物の不作に

加えて、湾岸戦争の影響で国外からの引き揚げ

者が急増した結果、食料不足によって家畜が大

量に屠殺された模様である。 1990年と比較する

と、 1991年の飼育頭数は、羊、山羊、牛、ラク

ダともに95%に減少し、飼育群のバランスを

えた通常の屠殺以上に、 20頭に 1頭程度の間引

き屠殺が行なわれ、食用に供されたことになる。

1991年の国内地域別の人口と羊、山羊、牛、ラクダの飼育頭数を表ー11に示す。この表から牛

の飼育はAl-Hodeidah、Sana'a、Dhamar、Ibb、Taiz地域といった、ティハマ平野や中央高原の比

較的農業先進地域に多いこと、羊は全国的に飼育されるが、山羊はMarib、Abyan、Hadramout地域

飼育頭数

゜

山

l叩 200 300 卯

357 

図ー120 家畜の種類別飼育頭数 (1991)

など内陸の乾燥地で人口当たりの飼育頭数が高くなり、ラクダはHadramout、Al-Mahrah地域とい

った旧南イエメンのオマーン国境に近い地域で重要な家畜になっていることが読み取れる。特に

飼育頭数（万頭）

゜
100 200 300 400 500 

゜
1987 1987 

~ 88 e 88 

89 89 

~ 90 ~ 90 

91 91 

図ー121 羊の飼育頭数の推移

飼育頭数（万頭）

100 200 300 扮0

333 

図ー122 山羊の飼育頭数の推移
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図一 牛の飼育頭数の推移 図ー124 ラクダの飼育頭数の推移

Al-Mahrah地域は人口 4.4万人に対して、山羊19.9万頭、ラク

かなりの比璽がおかれていることが分かる。

の飼育数であり、遊牧に

表ー11 イエメンの地域区分別人口と家奇の飼育頭数 (1991年）

地域区分 人口 山羊 牛 ラクダ

Al-Hodeidah地域 105.2万人 25.7万頭 22.3万頭 16.1万頭 15.3千頭

Sana'a地域

Dhamar地域

Ibb地域

Taiz地域

Marib地域

Hajjah地域

Al-beida地域

Sa'dah地域

Al-Mahweet地域

Laheg地域

Abyan地域

Hadramout地域

Al-Jawf地域

Shabwah地域

Al-Mahrah地域

Aden地域

123.7 

69.9 

125.4 

142.0 

9.5 

72.0 

29.5 

32.3 

26.1 

45.8 

27.9 

53.7 

4.3 

19.2 

4.4 

32.7 

76.4 

33.9 

20.1 

12.0 

19.3 

16.7 

26.3 

14.0 

3.2 

23.1 

25.2 

20.3 

13.0 

18.7 

5.2 

3.9 

37.0 

12.4 

14.5 

16.5 

16.5 

14.0 

11. 8 

6.9 

2.2 

25.0 

30.0 

47.2 

11.1 

20.2 

19.9 

9.3 

15.5 

12.0 

19.3 

17.1 

1.4 

9.3 

2.8 

4.8 

4.0 

5.4 

1.5 

0.3 

0.6 

0.1 

0.9 

0.3 

5.1 

6.0 

3.7 

5.3 

6.3 

6.3 

3.7 

0.7 

0.8 

8.3 

11.3 

37.6 

10.1 

11.2 

32.3 

2. ゚
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つぎに、

125に示す。

の の を

などの赤肉

(red阻eat)、鶏肉などの白肉 (whitemeat)、

ヽl'Q¥/又ヽクドヽ寸・-しなどが主要な産品である。

の生産量は、赤肉が3.6万 t' 白肉

t、

肉 (Red~eat)

指肪〈Thite neat〉

,182 tであった。

同じ1991年にわが国では、牛肉が58万 t、

肉が147万 t、鶏肉が136万 t'牛乳・乳製

834万 t、卵が254万 t生産された。イエメンの

口は約1,200万人、日本の人［］は約 1畜2億人で、

は1: 10の関係にあるので、人ロ一人当た

りの年間消費量でみると、イエメンに比較して

日本では、肉類では5倍、牛乳では6倍、卵に

って700倍の消費が行なわれている計算になる。

1987年-91年の食用肉生産量の推移について、赤肉を図ー126、白肉を図ー127に示す。この 5

間をみると、赤肉の消費駄は1987,-..,91年にかけて3.5,.....,3.8万 tの間で推移しており、ほ

か微増の傾向である。これに対して脂肪肉は、 1988年に7.7万 tを記録して以来、毎年減り続け、

゜

令＼
し）

50,000 JOO.GOO 150,000 200屈刃

乳

獣皮

図ー125 畜産物の種類別生産量 Cl991) 

1991年には3.5万 tで半分以下の生産量となっている。

生産量（万 t) 生産量（万 t)

゜
2 3 4、 5 

゜
2 4 6 8 10 

1987 1987 

逆 88 邸'-,, 88 

89 89 

ぷ 90 3i80 ~ 90 

91 91 

図ー126 Red meatの生産量の推移 図ー127 White meatの生産量の推移

同様に飲用乳生産量の推移を図ー128に示す。飲用乳はいずれの家畜のものか不明であるが、多

くは牛乳と山羊の乳、一部にラクダの乳が含まれるものと思われる。その生産量は毎年2%前後

の微増を示し、 1989年から15万 tを突破したがやはり家畜飼育頭数の減少の影響か、 1991年は14.

9万 tと15万 tを割った。

これに対して獣皮は、 1989,,...,90年に4,800tでほとんど生産量が変わらないが、 1991年には4,9

49 tと前年より 3%増えた。この背景に、屠殺数増加の影評がうかがえる（図ー129)。
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図ー128 飲用乳の生産量の推移
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生産量 (t)
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図ー129 獣皮の生産量の推移

の生産量は着実に伸びている。 1987年は293tであった生産量が、 1991年は357tとなり、

5%ずつ増えている。ただし、 1,200万人の国民一人当たりに換算すると、年間で30gとなり、

卵一個が60gとすると年間一人半個しか食べていない計算になる（図ー130)。

羊毛の生産景はここ数年、 2,200tでほとんど変化がない。特に山岳高地の地域では冬期に冷え

るため、その需要は堅調と思われる。

。
]00 

生産量 (t)

200 300 

l987 

~88 

89 

ぷ0 90 

91 357 91 

図ー130 卵の生産量の推移

400 

1987 

邸....., 88 

39 

zU. go ., 

生産量 (t)

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 

2,24:1 

2.2ぷ

図ー131 羊毛の生産量の推移
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ンの

の

エメンの

出人の

イエメンの貿易収支は、

ヽ i.!Ud""i"は輸出が74億YRに

について

る。

は輸出が54信YRに対して輸人

して輸入が193億YR、、

YRに対して輸入が189億YRで、 106億YRの

243億YRで、 182億YRの赤字であった。例

外赤字幅は大ぎかった。

1991年は

輸入額の 9割

YR相当の輸入品を受け

を占めており（ホデイ

に、農

るが、運送手段として

め エメ

YRで、 144億YRの

は輸出

が

いているが、時に1991年の対

輸入が222億YRと

空路輸人は 7億YR(サヌア空港5.5億YR)、

による。

輸人相手国は、アラプ諸国が64億YR(アラプ首長国連邦16億YR、サウジマラビア15億YR、

YR、アデン港58億YR、モカ港24億YR)、

その他は14億YRで¥輸送手段はほとんど

クウェ-・-卜 14億YR)、非アラプ系アジア諸国が69億YR(日本16億YR、マレイシア13億YR、

シンガポール11億YR)、非アラプ系アフリカ諸国が9億YR(エチオピア8億YR)、ヨーロ

ッパが59億YR(イギリス12億YR、西ドイツ11億YR、ペルギー10億YR、 トルコ 7億YR)、

南北アメリカが19億YR(アメリカ合衆国13億YR)、

オーストラリアが8億YR、ソ連等社会主義国が6億YRである。このように、特定の国に偏

することなく比較的均等に輸入相手国が分散している。輸人品は、自動車、機械等が多いが、穀

類、砂糖、家畜等の食糧輸入も少なくない。

一方輸出は、アラプ諸国が5.7億YR(ヨルダン3.3億YR)、非アラプ系アジア諸国が1.2億Y

R(日本0.2億YR)、非アラプ系アフリカ諸国が0.4億YR、ヨーロッパが33.9億YR(イタリ

ア33.2億YR)、南北アメリカが19.5億YR(アメリカ合衆国19.5億YR)で、オーストラリア、

ソ連等社会主義国はほとんどゼロである。したがって、輸出相手国はイタリアとアメリカ合衆国

の2国に集中している。輸出品は、鉱物性燃料が主体であるが、綿花、コーヒーなどの農産物も

輸出されている。

2)農産物の輸人と輸出

1990年の農産物の輸入実績を図ー132に示す。輸入される農産物の種類でみると、小麦が17.4億

YRと最大で、次いで砂糖の11.0億YR、 ドライミルクの6.6億YR、小麦粉の5.7億YR、米の

5.5億YRである。一方家畜、肉類も、羊・山羊の5.0億YR、牛肉の3.8億YR、鶏の1.4億YR、

卵の1.4億YR等で合計12儲YR以上あり、家畜を飼育するための飼料も2.8億YRの輸人額に達

している。したがって、穀類、肉類を中心に、国内生産で賄いきれない食糧のかなりの部分を輸

入に依存している実態が明らかである。農産物の輸入は総額83億YRで、 1990年の輸入実績であ

る189億YRの44%を占めている。

一方、 1990年の農産物の輸出実績を図ー133に示す。農産物の輸出は、輸入に比較して金額が極

めて小さいことが分かる。種穎別にみると、家新が1.86億YR、コーヒーが1.64億YRと両者で
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図ー132 主要畏産物の輸入金額 (1990年、100万リ了ル） 図ー133 王要喪産物の輸出金額 Ci990年、100万:1了＇い

全体の45%を占め、これに次ぐものは、タパコ類の0.86億YR、果物の0。77億YR、缶詰製品の

0.56億YR、綿花の0.47億YRなどである。農産物の輸出は総額7.5億YRに過ぎず、 1990年の輸

入実績である83億YRと比較するとその比率は 1: 11で、輸出額は輸入額のわずかに9%をカパ

ーしているに過ぎない。

3)穀類、家畜の輸入と輸出

さらに、 1990年の農産物の国内生産最と輸入最から、穀類と家帝（肉類）についてその需給状

況を検討する。穀頬の国内生産螢と輸入最を図ー134、国内自給率と輸入依存率を図ー135に示す。

小麦の場合、国内生産最15.5万 tに対し輸入量は82.6万 tであった。市場流通量は合計100万 t弱

で、国内自給率は16%に過ぎない。トウモロコシでは、国内生産量6.6万 tに対し輸入量は4.

tで国内自給率は58%、ソルガムは国内生産駄44.1万 tに対し輸入最は1.9万 tで国内自給率は9

6%である。さらに、大麦は5.5万 t、ミレットは5.0万 tの国内生産量で、いずれも輸入はごく少

量で、自給率は100%に近い。

一方、国内生産がほとんど行なわれずに、ほぼ全面的に輸入に依存している穀類がある。その

代表は米で、年間13.6万 tの輸入を行なっている。このほか、小麦粉が20.6万 t、その他の穀類

産物として0.3万 tが輸入されている。

このように、穀類すべてを合計すると、国内生産量はソルガムを中心に76.7万 t、輸入量は小

麦、米、小麦粉を中心に123.8万 t、合計200.5万 tの消費鼠となる。 76.7万 t/200.5万 t"=38% 

の自給率となり、また当時の人口1,160万人で割ると、 200万 t/1,160万人=172kg/人／年の消

費最である。これら数字の意味するところはかなり悲惨である。国民一人喝たりの穀類摂取鼠が
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自体も、

に過ぎラ、

¥§’ 
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こ

めて

も

ぎ

であることを

に頼っているという

できる。このような因にこそ、日本の

0% 20% 4()% 60% 80% 100% 

小麦

トウモロコシ’

ソルガー

米

小麦扮

ているが、加えて

ある。これは

をしている国民が、なけなし

図--134 主要穀類の国内生産晟と翰人量 (I 図-135 主要穀類の国内自給と 1990) 

つぎに家畜（肉類）について需給関係をみる。主要家畜の国内飼育頭数と屠殺用輸入頭数を

-136に示す。 1990年の国内の家畜飼育頭数は、牛が117.5万頭、羊が375.6万頭、山羊が333.

、ラクダが17.5万頭であり、畜産物としては赤肉が3.7万 t、脂肪肉が3.5万 t、乳14.9万 t、

卵357tの生産があった。 -・ 方この年の畜産関係の輸入械は、家畜としての牛が15.0万頭、羊が4最

1万頭、山羊が101.9万頭、鶏が55.3万羽輸入され、また畜産物としては鶏肉が0.9万 t、牛肉0.2

万 t、羊肉が0.8万 tのほか、ドライミルクが2.

輸入されている。

家畜飼育頭数と市場に出回る畜産物生産量と

を結び付けるには、国内の家畜の屠殺率、枝肉

生産歩合など、さらに細かい情報が必要である

が、関係データが不明である。したがって、固

内生産と輸人の正確な割合は分からない。ただ

し、輸入家畜はほとんど屠殺用とみなされるの

で、市場に持ち込まれる頭数のうち少なくとも、

t、パター笞チーズがo. t、卵592万個

国内飼育頭数及び屠殺用輸入頭数
(J J(J(J 200 300~(J(J 500 t,0<) 

且l では 体の23%、牛では12%以 が輸 に I ょii ' 

していること、また鶏卵は 1個60gとして

ると、国内 産量357tとほぽ同 の355

tが輸人によって していること かる。

図ー 136 国 (l 990 l 
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4)農業

の低さは、投

因がある。農業生

の生

の量を

ラクターは5,

の耕地

状況

入強化によって、

能性がある。

6, 

-137に

で れるトラクターと

。1990年に

や、肥料は3. tである。

たりでみると、

ーは189haの耕地に 1台の割

ての合計施肥量が34kg/ha(これを

の にも

われたト

トラクタ

であり、肥料は

も一般

な肥料である尿索の施肥量で計算すると、窒素

分で1.2kg/10a)の投人である。このような

ら判断すると、農業生産資材の

まだまだ生産性は向

の投

する可

,,, 
ミ

トラクター（千台）と肥料
() l こ 3 ,4 

1987 

88 

89 

90 

図ー137

圃トラクターの台数□肥料の使用量
トラクター台数と肥料使用量の推移

農産物の市場価格

最後に、 Sana'a市における1987,..,_,91年の穀物、野菜、果実、

る。

1)穀物

Sana'a市における1987-91年の穀物価格を図ー138に示す。穀物の価格は全体として、 1987、

88年はほとんど変わらず、 1989年は豊作でやや低下したが、 1990年は対前年比33%、1991年は同

じく 48%の急激な上昇となった。 1991年のkg当たりの単価は、ソルガム、 トウモロコシ、小麦は

ll.8Y R (45円、 lYR=3.8円として計算）、大麦は9.4YR (36円）である。わが国の主食で

ある米が市場価格で400円/kg程度であるので、主食についてはl/10程度の価格の格差となるが、

(
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サヌア地域の穀物市場価格変動（イ1};1)71~)

25 

6
 

）
 
t
 ごJ

肉類の市場価格の変動状況を述べ

01987 

図ー139

88 89 90 91 
年 度

サヌア地域の野菜市場価格変動（イIJ ソ '!71~)
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YRの

また、

2) 

Sana'a市における

レートは公定レートの1/4とも

のkg当たりの単価は、

の野菜

ており、実際の価格差はもっと広がるようである。

と安く、レンズマメは25YRで高し '0

を図ー139に示す。 こ
~
~
 て、

かな価格ヒ昇を示しているが、キュウリ、ジャガイモについては、 1991年は前年度の

い高騰となった。 1991年のkg当たり単価についてみると、キュウリは22.9YR (87円）、ジャガ

イモは20.lYR(76円）、タマネギは14.9YR(57円）、トマトは13.BYR(52円）、ニンジン

は11.5YR(44円）となっている。なお、わが国の1991年の野菜の卸売価格は、キュウリが29811-J,

ジャガイモが141円、タマネギが93円、 トマトは351円、ニンジンは161円で、これにkg当たりの

均小売経費68円を加えると、日本の野菜は、イエメンの公定レートの 3,....,g倍の値段となる。

3)果実

Sana'a市における1987,....,91年の果実の価格を図ー140に示す。果実の価格は1987,._,91年にかけて

ほとんど変動していないが、オレンジだけは1991年に前年比2.3倍の高騰を示した。 1991年のkg当

たり単価は、オレンジが55YR(209円）と高く、その他の主要果実であるプドウ、パパイヤ、パ

ナは17-~21YR  (65-80円）の範囲である。なお1991年当時の 国の果実の卸売価格は、オ

レンジが283円、プドウが695円、パナナは144円であった。イエメンと比較すると、日本の果実の

値段はいずれも高いが、それでもオレンジは1.5倍、バナナは 2倍程度である。しかしプドウは、

日本では10倍近いと値段の極めて高価なフルーツになっている。
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図ー140 サヌア地域の果実市場価格変動（イエi ンリ了/~)
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図一141 サヌア地域の肉類市場価格変動（イlJ:i!/71~)

4)肉類

Sana'a市における1987,....,91年の肉類の価格を図ー141に示す。肉類の市場価格にここ数年大きな

変動は見られない。肉類では、羊、山羊、牛、ラクダ、鶏の順に市場流通量が多い。 1989年のkg

当たり単価についてみると、羊肉がlOOYR(380円）、山羊肉が97YR (370円）と高く、牛肉は

58YR (220円）で中間、、ラクダ肉は38YR(140円）で最も安い。また、鶏 1羽の価格は48Y

R (180円）、卵 1個の値段はl.3YR(5円）であった。これらを日本の市場価格と比較すると、

わが国では肉は高いが、卵が安いということが実感できる。
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Res;;1a『chand E.xtentio11 Author 

ィ… ンの

18日芯じha阻arにある

A) 

を

の

゜

Research Station) 

の1叫ヽ

'aに

ふ
3

さらに

cul tura 1 Research and Ex ten ti on Author i 

の1979年にTaizの試験場は中央農業試験場 (Central

、ティハマ地域をも含めた全国を統括する総合試験場となった。こ

により、 DhaIDar

（西ドイツ）、 Risaba

た。

それまで異なる にあった

から EAの

たのは、 1973年のことである。この

設ができ、またティハマ平野のZabidにも

のもいい、

、活動

に関する研修と

ロジェクト（オランダ）、 Sa

クト（イギリス）などが

を 省傘下に統合

る形で、 ARA(Agricultural Research Authority)か作られた。設立の目的は、個々のプロジ

ェクトなどで進めている研究の璽複を避け、また効率的にマンパワーを活用して、農業技術開

を促進するためであった。 1990年の南北イエメンの統合によって、旧北イエメンのARAの研

組織はそのまま、現在の農業水資源省のAREAに引き継がれたかたちになっている。

2)試験場の配置と組織

旧北イエメンについては、ティハマ平野、南部高地、中央高原、北部高原、東部地域の 5つの

農業地域に区分されている（図ー68参照）。 1988年当時のARAは、このような地域特性に基づ

いて、全国に4つの農業関係の試験場を配置した。 Dhamarにある本所のほか、中央高原のDhamar

試験場（圃場面積2lha)、南部高原のTaiz・Ibb試験場（圃場面積5.5ha)、ティハマ平野のSurdud

試験場（圃場面積49ha)・Zabid試験場（圃場面積17ha)・Oseifera試験場（圃場面積7ha)であ

り、これらの試験場は研究の歴史も古い。また、東部地域のRada'a・Mareb試験場、南部平野の

Al-boun試験場なども近年配置された。

つぎに1988年当時の試験場の糾織・定員について述べる。 Dhamarにある ARAのセンターには、

所長、副所長のほか、研究調眺部門 9 名、総務部門20名、施設建設部門 5 名、土壌• 水狩理部門

12名、惰産。草地部門 8名、柏物保護部門 7名、農業機械部門 3名、農業経済部門 3名、研修部

門1名、野菜部門 1名、 Sana'a出張所4名、技師3名、計78名の職員が配置され、 ドライパー、

メッセンジャー、圃場労働者等も数多く勤務した。

また同じく Dhamarにあり、センターに隣接する中央高原地域農業試験場では、場長のほか13名

の研究職員、 2名の総務職員、 3名の技師で、計19名が配置された。 Taiz・Ibbにある南部高原地

農業試験場では、場長のほか16名の研究職負、 7名の総務職員で、計24名の職員の配置であっ

た。ティハマ平野のSurdud略 Zabidにあるティハマ地域農業試験場では、場長のほか15名の研究戦
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Dhamarのセンターのほかに 7つの

とおりである。

-12 AREAに

をもち、主たる

ス)
の と

は

は表ー12の

' 

の たる —ァ 数ジュニア 艮数

Dhamar(H。Q.)

Dhamar Station 

Tihama 

Taiz 

Al Boun 

Marib 

Al Kod (Aden) 

Sal Oun 

このほか、 Amranにリンゴ試験地がある。

0名 1 3 

、国 E主 3 4 

パナナ、ナツメヤ 、タパコ 9名

ソルガム、雑穀、 ヽ 4 5 

プビ'ウ/ 1 3 

柑橘 2名 2名

トウモロコシ、 2 87 

ナツメヤシ、タパコ 2 1 3 

このように現在、全国のシニア 員数は 、ジュニア 員数は となっている。 1988

当時と比較すると、 Dhamarの本所では35名から23名に、 DhamarStationでも 13名から 7名に

究員が減っている。イエメン共和国誕生後に、かなり

に配置替えがなされたことが予想される。しかし旧南イエメンのAdenにある AlKod試験場では、

現在でも49名という多くの研究員を泡えている。南から北には来たがらないとMansoor部長は叩つ

た。

また、各試験場はそれぞれ独立性をもたせ、地域の研究課題に取り組んでいるが、作物全体を
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るにはマンパワー 足している。例えば、ダマールの試験場では、 AnimalResearch, 

Cereal 

ている。しかし、

の部門では

ている。

の3つのセクションがあり、それぞれ 1名ずつ専門研究員が配置さ

もその分野の全ての作物をカパーできず、例えば CerealCrops 

の部門ではアルファルファなどのマメ科牧草を専ら研究対象にし

、Dhamarの にある AREAの組織は のようになっている。

組織委員会（議長）

I 

所長

I 

副所長

普及鴫情報部 財務・総務部地域農業普及部

情報。出版課 財務課

I 
印刷出版室 会計係

複写登録室 用度係

図書情報室 購入係

普及・研修課 総務課

I I 
普及計画室 人事係

研修室 秘書係

地域婦人開発室 関税・物品係

農業研究部

農業経済システム課

I 
生産経済室

市場調査室

農業システム開発室

統計・電算室

植物研究課

I 
作物研究室

土壌•水研究室

植物保護研究室

機械化研究室

家畜研究課

I 

畜産研究室

家畜衛生研究室

依地飼料研究室

なお、 Dhamarの本所のほかに、地域農業普及部に所属するそれぞれの地域農業試験場は、独自

の組織で活動している。

AREAは、組織の名称変更にも見られるように (ARAにE : extentionを追加）、これまで
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の研究中心から最近は普及に力を入れており、 1カ月,_,2カ月に一度、普及部門担当者 (SMS) 

と研究所の研究者が話し合いを行なう場を設けるなど、積極的な交流に努めている。また、定期

に特定のテーマでワークンョップを開いて、情報交換を行なっている。さらに、対象農家を耕

面積で、小規模 (0.5-1.0ha)、中規模 (1.o-5 . Oha)、大規模農家 (5.Oha以上）に区分し、
及面での取り糾みをきめ細かいものにしている。

3)研究活

AREAの研究活動は、すべて研究プロジェクトに連動して実施されている。地域に特有の課

を取り上げ、農業振興に役吃つ技術を模索している。

Mansoor氏から AREAが現在進めている農業プロジェクト手引き書、 Directoryof National 

Agricultural Research Projects (1987-1991)を入手した。手引き書にあるプロジェクトの内

容は、 1988年6月時点（組織としては、 AREAではなく、旧北イエメン時代のARAとして）

で記載されているが、その後地域の普及機関等と共同で、 AREAが1991年までに引き続き実施

してきたプロジェクトの数は187である。

その内容は、食用作物が13、食用豆類が13、野菜が27、果樹が27、畜産。草地唸水産が27、エ

芸作物が14、林業・柏生が19、柏物保護が22、上壌。水竹理が12、農業経済帽統計が8、農業機

械が 5となっている。なお、これら187のプロジェクトの名称とその実施地域の詳細については、

補足説明資料に記載したので、参考にしていただきたい。

"―,_,_グ_,_,_,_,,― 
i しi補足説明資料： 11 
I I 
! 
; AREAのプロジェクトの内容（実施地域） ！ 
; I 
! AREAが地域の普及機関等と共同で1991年までに実施してきたプロジェクトは、食用 i 

＇ i作物が13、食用豆類が13、野菜が27、果樹が27、畜産・草地・水産が27、工芸作物が14、 i 
I 

， 
i林業・植生が19、植物保護が22、土壌・水管理が12、農業経済・統計が8、農業機械が5 ! 
、 I

• ， 、で、合計187プロジェクトとなっている。プロジェクト名とその実施地域を部門別にみると！~ l以下のとおりである。 i 
I• i食用作物： 13プロジェクト ! 
、し

I i. 育種によるソルガムの品種改良（中央高原、南部高原、ティハマ平野） l 
• 
! 2. ソルガムの栽培法の改善（中央高原、南部高原、ティハマ平野） ！ 

I 
! 3. トウモロコシの収量性向上（中央高原、南部高原、ティハマ平野、東部地域） i 
I 
• 4. トウモロコシの効率的栽培法に関する研究（中央高原、南部高原、ティハマ平野、東 i し

• i部地域） し! I 5. 小麦の品種改良（中央高原、北部高原、南部高原、東部平原、ティハマ平野） ！ ， 
' 6. 小麦生産向上のための栽培技術の改善（中央高原、北部高原、南部高原、東部地域、 i 
-~ iティハマ平野） 9 
I l 
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ポ

マ

ヤ

1） フラワ

フラワ

ウガラシの品種選定（ティ

の改善(

野のZabi

（南部高原のTaiz試験場）

除と管理技術（全国）

トハーベスト技術の研究（中央高

） 

（ 

虫

イク

の

の経済

ロジェクト

1. 

2翠

3. 

4. 

5. 

場）

6、

7. 

8. ， 

パナナの

マンゴーの

柑橘の

スの

に

子生産に

ィハマ

（ティハマ

マ

高原、

央

の

のDhamar試験場）

の

の

ヽ

のTa

（中

Surdud・Zab i 

のRada'

のZabid試験場、

原のDhamar試験場、

ヽ

東部

のTaiz・I

のSurdud俎

のRada'a試験場）

地域のRad

南部高原のTaiz試験場）

南部高原のTaiz試験場）

ティハマ平野のZabid試験場

部高原のTaiz試

野のZabid試験場

東部地域のRada'a試験場）

に関する試験（南部

コーヒーの品種改良（南部高原）

コーヒーの栽培技術の改善（南部高原）

パパイヤの品種改良（南部高原、

パパイヤの栽培技術の改善（南

アパの品種改良（南部

のDh暉 ar試験場、南部高原のTaiz試験場、

高原、北部

原、

原、

パナナの品種改良（南部高原、ティハマ平野）

培管理法（南部高原、ティハマ平野）

（南部高原、ティハマ平野）

マンゴーの栽培技術の改善（南部高原、ティハマ平野）

の品種改良と台木に関する試験（南

ティハマ平野、東部地域）

ティハマ平野、東部地域のMareb試

ティハマ平野、東部地域のMareb試験場）

テ

ティハマ平野）

ヽ
ティハマ平野）

ティハマ平野）
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14. 
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グ

サ

ツメヤ

ツメヤ

エメンし

プドウの

モモ、 ネクタリ

モモ、ネクタリンの

） 

する研究（中

（中央高原）

ァンズの栽培法の改善（中央高原）

ーモンドの品種改良（中央高原、

スモモの品種改良（中央高

ナシの品種改良（中央高原）

シの栽培法の改善（中央高原、南

28. サクランボの品種改良（中央高原）

サクランボの栽培法の改善（中央

イチゴの品種改良（中央高原）

イチゴの栽培法の研究（中央高原）

ジクの品種改良（中央高原、南部高原）

ザクロの品種改良（中央高原、北部高原）

オリーブの品種改良（中央高原、南部高原）

35, クルミの品種改良（中央高原）

果樹の育苗技術（中央高原、南部高原、ティハマ平野）

3乳果樹、コーヒーの病害虫防除と管理技術（全国）

果実のポストハーベスト技術の研究（中央高原、南部高原、ティハマ平野）

主要果樹の経済評価（中央高原、南部高原、ティハマ平野）

27, 

29. 

30。

31. 

33. 

34, 

36. 

26, 

27. 

リンゴの

ィ

の

（乃

リンゴの栽培法に
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フ｝レー
ヽ
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の品種改良（中
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高

（南 丁イ/¥

原）

原）

、草地、水産： 27プロジェクト

1. 羊の育成品種の特性解明（中央高原のDhamar試験場、南部高原のTaiz試験場、

マ平野のGerabeh試験場）

2. 羊の飼料の改良（中央

Gerabeh試験場）

3. 異なる羊品種の生殖行動（中央高原のDhamar試験場、ティハマ平野のGerabeh試験場）

4. 羊育成品種の改良（中央高原のDhamar試験場、ティハマ平野のGerabeh試験場）

5. 山羊の脊成品種の特性解明（南部高原のTaiz試験場）

6. 山羊の飼料の改良（南部高原のTaiz試験場）

7. 異なる山羊品種の生殖行動（南部高原）

畜

のDhamar試験場、南部高原のTaiz試験場、

ティハ

ティハマ平野の

漁，`
贔‘蓋笥ヽ
ー、9‘ー、為虜ヽ
臨ヽ閉ヽ
i‘i‘A、9‘給滋`
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1

2

9‘i、9‘'、9‘転浅環`
‘＼‘』、A、9‘ー、ー、涵急ヽ
ー、9‘ー、
A

鑓腎ヽ

8. 

9, 

（中央高原，℃南部

の品種改良（中央高原、南部

の飼料としての地場資源の活用（中

家畜疾病の分布状況（北部高原）

家畜体内寄生虫の国内

好適な家畜飼育施設の解明（中

17, 家畜管理法の改良（中央

家畜生産の経済性評価（中央高原、ティハマ平野）

飼料作物の特性評価（南部高原、ティハマ平野）

飼料作物の栽培法（南部高原、ティハマ平野）

21. 放牧地の生態調杏（中央高原、ティハマ平野）

放牧地の改良（中央高原、東部地域、ティハマ平野）

家畜の効率的管理、放牧草地の活用技術（中央高原、東部

24. 漁業資源の評価と分布図 (Hodeida、Salif、Luheyaの各試験場）

漁業資源採集技術 (Salif、Luheya、Khokhaの各試験場）

漁業の社会・経済的研究（沿岸地域）

イエメン沿岸のサパ (IndianMackerel)資源（沿岸地域）

12. 

16. 

20。

25. 

27餃

山 育

イエメン

‘ 

） 

原、

、南部

人種の

高原、

テ

ィハマ

ィ／ヽ マ

（北部

ティハ

ヽ
晋9 原、テ

原）

ティハマ平野）

J: 芸作物： 14プロジェクト
1. 綿花の品種改良（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

2. 綿花の栽培管理法の改善（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

3. 綿花の病害虫防除（ティハマ平野のSurdud試験場）

ゴマの品種改良（ティハマ平野のSurdud・Zab id試験場）

ゴマの栽培技術改善法（ティハマ平野のSurdud試験場）

ラッカセイの品種選定（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

ラッカセイの栽培法改善（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

ダイズの品種改良（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

ダイズの栽培法改善（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

タバコの品種改良（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

タバコの適正管理技術の確立（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

工芸作物のポストハーベスト技術の研究（ティハマ平野）

工芸作物の病害虫管理技術（ティハマ平野）

主要工芸作物の経済性評価（ティハマ平野のSurdud・Zabid試験場）

10. 

11. 

13. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

12. 

14. 

Iヽ マ
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! i平野の
• 
! 6. アカンア属の種の原生地評価（ティハマ平野、東部地域

! 7. 林業資源の原生地評価に基づく地域適応性評価（国内
I 
~ 8. トキワギョリュウ (T暉 arix)属の優良在来種選定と

＇ i 9給主要な樹木種の生育相解明（中央高原、南部高原）
: 10. 中央高原の植林樹(~.g_拉四旦§_)の
! 11. アグロフォーレストリーシステム（対
' ！混植など）の調任（国内全域）
I 
! 12。コーヒー園のアグロフォーレストリー研究（中央高原）
• i 13象 1年生作物との立体構造生産の研究（中央高原）
; 14. テラス状棚田耕地のアカシア属樹種植栽の評価（中央高原、その

• 
! 15. 風害防止のための適正樹種の選定（中央高原、南部高原）
j 16. 潅漑植林による移動砂丘 (sanddune)抑止技術（ティハマ！エハ
I ! 1広遊牧地改良のための樹木、潅木の選定（中央高原、そ
I 
1 18. 森林保護技術（国内全域）

' 
! 19. 林業査源、生産物の活用技術、経済性評価（国内全域）

! i植物保護： 22プロジェクト
-• 1. 糸状菌による作物病害の調査研究（国内全域）I 2. 作物の主要病害の化学的防除に関する研究（南部高原、中央高原、ティハマ平野）
' 
' 3. 野菜、食用作物、果樹の病害抵抗性スクリーニング技術（南部高原、中央高原、ティ

iハマ平野）

＇ ! 4. 主要病害の人工接種技術に関する研究（南部高原、中央高原、ティハマ平野）I 
i 5. 主要病害の生理、生態に関する研究（南部高原、中央高原）

I e. 主要病害の伝染経路に関する研究（南部高原、ティハマ平野、中央高原）

' 
! 7. 病原菌と宿主の生物的相互作用に関する研究（国内全域）

! 8. ウィルス病の分布、ホストの確認（国内全域）
l 
i 9亀食用作物の細苗による病害調査（国内全域）
i i 10. ネマトーダによる被害調査研究（国内全域）
I 11. 雑草の種類と作物に対する経済的影響に関する研究（国内全域）
i 12. 害虫の分布調査（国内全域）
' ! 13. 害虫防除法（国内全域）
' I 14. 害虫のスクリーニング法の研究（国内全域）
i ! 15. 主要害虫（カイガラムシ、ヨトウガ、ジャガイモガ、アザマウマ、ダニなど）の生物
！的動態（発生消長、ライフサイクルなど）に関する研究（国内全域）
し

! 16. 殺菌剤、殺虫剤の検定（国内全域）， 
! 17. ナメクジ類の被害調杏（国内全域）

＇ 

賓源の 内

: Zi 

のTai

（中

ヽ

原及

（中央高原）

Acasia、Cordiaとcoffeeの

マ

国
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防生よ生プ類壌央すの定(8産ジ
ののにの12分土中関最襄善：生ロ
類類鳥｛i：とと（に計のプ

2警マーケッティングシステムの研究（中央高原は野菜と豆類、北部高原、東部地域は野

菜と果樹、南部高原、ティハマ平野は家畜と野菜）

3 新たな包括技術 (Techno1 og i ca 1 Package)の経済評価

4. イエメンの農業資源の活用技術（ティハマ平野）

5. 農業プロジェクトの経済評価技術（起案、施工、評価法など）

6. ファーミングシステムの研究（テイハマ地域を中心に）

7. 農場管理法に関する研究

8. 試験計画と統計分析

農業機械： 5 

1. 機械化農作業のt

2. 共同体活用によ

3. 大規模圃場、小規模圃場における適正な圃場管理農業機械に関する研究

4 大規模圃場、小規模圃場における滴rFた作勅管理礫械に関する研究

5 収穫、調幣作業0
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このように、 AREAでは

門、 な し＼ を

ヽ 自

を進めている。

2. (Southern Upland ional Research Station, Taiz) 

4月18日、 AREAに

に位置するTaizは、

るTaiz市の南部畑作地域試験場を訪間した。イエメン中央高原の

は王都が置かれた歴史の街でもある。この試験場は、市北端の郊外

Aues i fera地区に所在する。標高1,300m、気温は涼しく、庁舎前庭にランタナ、イエローオレア

ンダーが咲き乱れていた。さらに南へ100km下るとアデンに続く平原となる。

1)試験場の

ここの試験場は旧北イエメンでは最初に設立された農業試験場である。その歴史を簡準に紹介

する。

創設期 (1969,.....,1972年）： UNDPとFAOの援助による中央高地農業プロジェクトがTaiz、

Ibb地域を対象として開始され、基盤造りが行なわれた。

第 1期 (1973,..,.,1978年）：中央農業研究訓練センターとして、農場、建物が完成し、研究活動

が開始されるとともに、短期の農業研修、普及員養成の特別コースが設置された。

第2期 (1978,,._.,1983年）：試験場の活動は璽点作物（穀類、野菜、果樹）の応用研究に主体が

移った。また、研究対象地域もティハマ平原や高原中央部まで拡大し、第 2期の最終段階では旧

北イエメンの全地域を対象とした総合試験場への移行計画が考えられた。

第3期 (1983-1990年）：行政組織の変更により、農業研究局 (Agri cultural Research 

Authority)の枠組みの中で、 Dhamarにセンターが移り、南部高原地域試験場 (SouthernUpland 

Regional Sta ti on)に格下げとなった。これまでの全国視野から、地域レベルの優先作物研究試

験湯となり、組織的にも縮小した。

第4期 (1990年～現在）： 1990年5月の南北イエメン統合後に、新たに組織された農業研究普

及局 (Agri cul tura 1 Research and Extent ion Authority)傘下の南部畑作地域試験場となった。

2)地域と研究対象作物

南部畑作地域試験場は、 Taiz市の Auesi fera地区にある。試験場は、イエメン北部の農業生産

の1/4を占めるTaiz、Ibbを対象地域としてカパーしている。地域の標高は700,....,2,700mで気候条

件も異なる。 Taiz地域は標高が低く、夏は暑いが冬は温暖で、降水鼠は400.....,600mmの範囲にある。

これに対して、高標高のIbb地域は夏はしのぎやすいが冬は冷涼で、降水量も800,.....,1, 200mmと多い。

作物栽培が可能な期間はIbb周辺で10カ月、 Taiz周辺で 7-10カ月、その他の地域では 5,._,7カ月

である。高湿、少雨の夏期はIbb周辺で 3カ月、 Taiz周辺で3,.._,5カ月、その他の地域では 5---.,7

カ月続き、この期間は作物生産が困難である。

当地域で優先的に研究対象としている作物、家畜の種類は次のとおりである。

(1)穀類：ソルガム、 トウモロコシ、ヒエ喝アワ（雑穀）、小麦、大麦
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2) ：ジャガイモ、タマネっ、 ト、キュ占リ、- ヽ ンィ＇ 、カポナャ

ャペツ、カリフラワー、オクラ

3) ：パナナ、柑橘、コーヒー、マンゴー、パパイ月ヽ

ンズマメ(4) ソ メ、 ンゲン、ササ f'

5)冬戸・山ヤヽ '~, ー、
(6) : 1 ルフ

(7) 地森林：ェ , 11ロニコニヽ

このほ に、 ではコーヒー、 、タ

も盛んである。

.! ゞ

）レファ）

ヽ と砂漠化からの

作物、カード（アビシ―

タイズの土壌はアルカリ性で、 pHは7.5-9.5である。炭酸カルシウムの多い

る。現地では肥料はあまり使っておらず、 Ureaしかやっていないとのことであるが、

で30,.._,80%の増収が得られるとのことであった。

）の

であ

の施用

3)組織

試験場の糾織は、場長・, 次長、技術部長、室長 (Headof section)、研究員、技師、総務職員、

技能労働者、労働者によって構成される。技術関係では、食用作物 (CropScience)、園芸作物

(Hort i cu 1 ture)、畜産 (Livestock)、植物保護 (PlantProtection)、上壌水利 (Soiland 

Water)、森林生態 (Forestryand Eco 1 ogy)、農業経済・農法 (Economicand Farming systems) 

の7つの研究室 (section)がある。また総務関係では、庶務会計、図書、研究農場の 3部門があ

る。

職員数は1992年現在、研究員（室長以上も

労働者が20名、労働者が70名などとなっている。

、技師が18名、総務関係が
ヽ

4)場内及び場外での活動：

(1)研究調整委員会：室長以上が構成メンパー

A)技術や研究環境について監督、フォローアップを行なう。

B)計画推進に必要な機械、施設などの決定。

C)研究上の問題の確認と解決策の検討。

(2)技術部門：地域の農業技術委員会、試験場研究者、普及委員会が構成メンパー

A)技術部会：研究チーム長、室長、農業技術委員会代表が構成メンパー

a. 研究チーム、研究室から提案された企画案の検討と予算化。

b. 研究チーム、研究室から提出された計画書、成績書の検討と予算化。

c. 研究活動の実績評価と普及優先度の決定。

B)調整部会：研究者と普及関係者の協力関係を強化する目的で設立。

a. 定期的合同会合を以下の部会、チームと開催する。

特定問題専門家部会 (SMS,Subject-Matter Specialists)、

広域問題研究チーム (MDRTs,Multi-Disciplinary Research Tea田s)、

プロジェクトの計画と成果を農家段階での活動に準じて評価、決定。

b. 農家への技術移転と農家の問題の研究課題化。

C)研究・普及の技術委員会：地域で最も権威のある委員会である。試験場側からは場長以下
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D) 交 ンネル：圃 の研究

a. 

るほ IF、

つこと。

b. 調 は地域の 及 への

5) 算と 機

<) 

の

の

的交流を

な

の

゜

のほ

チャ ルを

チャンネルをもつこ← 0 

年間予算：試験場の

研究農場： 2つある

高1,300mに位置し、 15haの面積である。

機材：農業機械と運搬車両が主である。

割 75.6万YR。

置し、 5haの あ Auesifera は

農業機械：トラクター 3台、脱穀機3台、籾摺機 1台、精米橙 1台。このほか、機械修理、

両メインテナンス用の作業場がある。

運搬車両：試験場には 11台の車両がある。そのうち、 1台はパス、 1台はトラックで、残り

はステーションワゴンとハードトップである。

6)研究業績：

食用作物関係：穀類についてはこれまで 9つの推奨品種を出した。このほか、農家段階では未

だ普及していないが、有望品種をいくつか選定した。

園芸作物関係：野菜、果樹について25の推奨品種を出した。

栽培法関係：ほとんどの作物について、播種適期、適性栽植密度等を解明。

肥料関係：主要作物の施肥要求最を明らかにした。

植物保護関係：病虫害防除のため、適正農薬の種類と散布量を解明。

牧草関係：畜産ではバナナの菓の単品あるいは混合給飼を推奨。

森林生態：ティハマ地方南部3地区の柏生マップを完成。放牧あるいは遊牧目的での利用を提

した。

研修関係：現在勤務しているスタッフのうち、 9名が修七課程、 1名が博士課程に就学した。

また3名はまだ大学院での勉学中であり、 2名は博士課程、 1名は修士課程にいる。

技術スタッフのうち20名以上が、国内あるいは国外の短期研修コースで学ぷ機会を得

た。

なお、南部畑作地域試験場の研究成果が地域農業に貞献した事項について、試験場のパンフレ

ットをもとに補足説明資料に記載したので、参考にしていただきたい。
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BNT 

Lina 24 

大豆

Grano ford 

ジャガイモ Taiz,Ibb 播種

Dimont, Sponta 

Boraka, Kinepek 

Desikre 

タマネギ

Texas early grano 

の

Ibb、

Taiz、

Ta 

Ibb、

への

芯さ 施肥、

中雨

の

雨地域

Ibb、早蒔き

Ibb、

Taiz 

Ibb 

Ibb 

Ibb 

Ibb 

ヽ 中

Taiz,Ibb 

時の

き

地域

は冷

き

ヘ 亙く、
日
〗

播種時期、播種量

植密度

、播種時期

播種量、播種時期

栽柏密度

Hemier 

に に

Shoot f 

Stem 

施肥鼠

スリッ

た。 その内

アプラムシ防除

施肥景

疫病防除

Tuber moth防除

ス防除

Purple blotch防除
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:／／／：/ee/／ss :：bzIbb □／／F〖/ow除e/／e:le防除［
カリフラワー Taiz, Ibb 播種量、播種時期 施肥量

-Master 栽植密度 コナガ防除 l 
Pusa Dibali アプラムシ防除 l 
ワパ

Guava Taiz 茎枯れ病防除 i 
パナナ 栽植密度 施肥最

Dwarf covandish Taiz, Ibb ！ Banana fruit spotと炭疸病防除 i

iパパイヤ ！ I Solo Sunrise Taiz, lbb 栽植密度、播種期 施肥量 I 
i i 
>, ー,_,_パ-✓ークークー^一クークーノークー“一クー,_,_,—,_,_,_,_,_バ_,_,_,_,_,_,_,一,_、一ツーf一クークーf一クー,_,ー／一.,_,—クークー,_.

トマト Tai 

Roma VF 

播種量

栽植密度 輸紋病防

ab Shohara Boll worm防

1 l , Heinze 1370 

San Morzano 

ヵ ャ

White bush 

ニンジン

Ri , Moskad 

Nantes 

オクラ

Taiz 播種量、

Taiz,Ibb 

Taiz 

栽植密度

栽植密度

うどんこ病防除

ウリハムシ防除

播種量、播種時期 施肥量

うどんこ 防除

播種景、播種時期 施肥量

イエメンの農業は、国内自給率が40%しかないと言われている。何故こんなに低いのか。農業

水査源省の研究者、行政担当官から聞いた考えは以下のようであった。

1. 農業は本質的に天水依存型である。 1983-90年は毎年干ばつが続いて生産が落ちた。

2. 水の問題。不安定な天水依存型農業から脱却するため、堀貫き井戸の乱立が起こっている。

その数は45,000基以上に達する。北部地域だけで毎年26億 tの水が地下水層から抽出されており、

毎年地下水位が0.5,.....,7mずつ下がるほど揚水されるがまだ十分ではない。現在、地下水の用途の

90%は潅漑用であるが、 2010年には、現在の地下水量の半分は、都市、工業用水に使われると想

定されている。限られた水資源をもっと効率的に活用し、生産性の高い農業体系を作る必要があ
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3姿 で マン ーの
゜
の 口は61 であ

" 
サウジ ピア 出

、1rc1r-ド訥ず廷、 ラク ったため、 ジアラ アから

のよ な帰 の な

りたが は えた ‘ 
てtヽなし',

そ ほ ヽ
(l) メン誕 の その 由に挙 ら た。

資源 では、 も も皆、 をなんと し くてはならない 感じている。

し、思う うに進まないもどかしさ、あき めのようなものが、一 は感じら た。

3. サヌア (College of Agriculture、Sana'aUniversity) 

4月19日、サヌア大学農学部を訪間した。サヌア大学訪問は当初の予定にはなかったが、農業

水資源省潅漑水利構造部の Mhd雰 AliAzuzamali部長の紹介で学部長との面会が実現したもので、

1時間ほどの限られた時間内で農学部の概略説明を受けた。

イエメンの教育システムは日本とほぽ同様である。小学校の入学は 7オから。小学校6年、中

学校3年、高等学校3年の教育を終えて大学に進学する。総合大学の農学部はサヌアとアデンに

あるが、農業関係ではサヌア大学の Collegeof Agricultureが、最も専門教育の内容が充実し

ている。大学教育は 5年間行ない、農学関係では学士までである。修士、博七課程はない。した

がって、さらに上級コースヘの進学は、国外留学ということになる。農学関係で国外留学先は、

エジプト、ロシア、 ドイツ、イギリスなどが主である。日本への留学は、水産関係では過去の

績はあるが、農学関係で留学した人はこれまでいない。

大学の創設は1984年である。現在の建物は真新しく、 8カ月前に新築された。農学部は、植物

科学科 (PlantScience Division)、動物科学科 (AnimalScience Div.)、経済普及学科 (Eco

nomics and Extension Div.}、食品科学科 (FoodScience Div.)の4学科で構成される。植物

科学科には、食用作物、園芸作物、作物栽培、作物保護研究室など、動物科学科には、養鶏、畜

産（牛）、山羊・羊、家畜衛生研究室など、経済普及学科には、農業経済、農業普及研究室、食

品科学科には、食品工学、畜産加工研究室などがある。大学付属実験農場もある。

教授は約40名。そのうち半数がイエメン人、残りの半数は外国人（シリア、エジプト人など）

である。学生数は約1,000名。卒業後の進路は、 1~2 年助手をするものもいれば、研究機関に入

るもの、企業に就職するものなど様々とのこと。

大学の農業教育運営方針は、評議委員会 (SupremeBoard)で決定される。メンパーは、大蔵省、

画省の調整官、サヌア大学、アデン大学の農学部長、農業水資源省の研究局長など 7-9名で

構成され、予算の配分、研究評価等が行なわれる。
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にペルシャからもたら

は、経済、文化的には

のアラビア（アラビアとフェリックス）」と

工 らその名を知られていた。

スラム教の教祖モハメッドは、在世中にオマーンをイスラムに改宗させ (630年）、ペルシャ

人を追放した。モハメソドの死後、その後継者争いが混乱する中、血統による指導者を認めない

イスラム教の一派がこの国で勢力を拡大した。この一派は後にイバード派と呼ばれ、現在に至る

までオマーンの主要宗派となっている。 751年にイマーム（宗教指導者）の選出によって、国内の

イパード派主導によるオマーンの独立的地位が固まってから、国家基盤は強化され、その後 11 

世紀に至るまで第"の国家繁栄期を迎えた。当時アラビア湾随一の港と称せられたソハール港を

に、インド西海作やアフリカ東海岸との交易が盛んに行なわれ、各地（特にアフリカ東海岸）

にオマーン人の植民地が数多く建設された

しかし、 11世紀に入って、ソハールを中心とするオマーンの海岸地帯は度々外国勢力（おも

にペルシャ）の侵略を受けて弱体化し、 14世紀からは対岸のホルムズ王国の支配下に入った。

8世紀以後のイマーム選出指導体勢は、内陸部で糾々と勢力を保つに過ぎなかったが、この時代

でも東アフリカのオマーン柏民都市は、インド洋貿易により繁栄を続けた。

1498年にバスコらダるガマが希侑峰を越えてインド洋に人ってきてから数年の後、ポルトガル

はその強力な軍隊によってインド洋を征服し、各地に拠点を作った。アフリカ東海岸のオマーン

の植民都市はほとんどがポルトガル人の手に落ち、 1507年にはマスカットの街もポルトガル軍に

占領され、対岸のホルムズと並んでこの地域におけるボルトガルの制海拠点となった。この後、

1 7世紀半ばまで、オマーンの海岸地帯はポルトガルの支配下に置かれた。

1 7 f仕紀に入って、オマーン内陸部のイマームが血統相続によってヤアルプ (Yaarub)王朝を

作った。この王朝は積極的なボルトガル駆逐作戦を開始し、 17世紀半ばにはマスカットを制圧

し、オマーン全上を回復した。この後、 18世紀初頭にヤアルブ王朝の最盛期を迎え、オマーン

の海軍はポルトガルを追って東アフリカに進出し、モザンピーク以北の旧オマーン領を再征服し

た。強大な海軍を推したオマーンは、インド貿易により昔日の繁栄を取り戻した。

その後、ヤアル 朝はペルシャの進入によって衰えたが、 18世紀半ばにプーサイド王朝が

これに取って代わり、ペルシャ軍を国外に追放した。さらに、ペルシャ湾を越えて、現在パキス

タンにあるグワダル (Gwadar)を版図に加え、 19世紀前半のサイド大王 (1806,._,1856)の時代
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、イマーム側は国連提訴などで間題を

で反乱が起こり、年とともに激化する様相を呈した。当

国

国

た。

くなぃ、

に導しとた。

L

ふ
ふ

念ぷヽ
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とり、 ドファール地方のサララの王宮に引きこもっ

いに国内の幅広い諸勢力に推されて、皇太子であったカ

カプース国王は、即位するや直ちに開国政策をとり¥

との国際化した問題に終止符を打った。ドファールの

とイラン軍の応援を得て軍事的攻勢を

による財政拡大をもとに経済建設を進め、

にも田イマーム側やドファール反乱軍側の人材を積極的に

カプース国王即位後の22年間に、国内情勢は極めて安定し、

目

⑦

テ
ヽヽ

、イマーム側はエジ

に優勢であった

のドフ

な

に就い ,~0

によって、イマ知ーム

をスタートさせた。国

内融和に意を用いてい ""'0

はめざましい実績を挙げて

いる。

2. 地勢と気候

1)地勢

オマーンは、北綽16"40'-26°20' 、東経51°50'-59"401 に位置し、アラピア半島の

南部を占める国である。国士は右斜めに傾斜した長方形の形をしている。内陸部は、北はアラプ

首長国連邦、サウジアラビア、西はイエメンと国境を接し、アラビア清の人［］にあたるホルムズ

海峡のムサンダム半島に、アラプ首長国連邦を挟んで飛び地がある。海岸線は、北東部はオマー

ン湾、南東部はアラビア海に面し、ホルムズ海峡側のムサンダム半島からイエメンの国境線まで、

海岸線の総延長は1,700kmに及ぶ。アラビア半島の国の中では、サウジアラビア、イエメンに次い

で大きな国である。国士面積は30万km2で日本の0.8倍であるが、 21万km2で日本の0.6倍との見

もある。これは、国士の 8割以上が砂淡であり、特に山岳地帯の背後に広がる内陸のルブアルハ

リ砂漠におけるサウジアラビアとの国境の画線の不確定さに起因する。

ルプアルハリ砂漠を除けば、地形は概ね、海岸平野、台地、山岳地帯の 3つに分けられる。

岸平野は首都マスカット周辺と北西のバティナ海岸、南部のサララ市を中心としたドファール地

域に広がっているが、その面積は国土の 3%に過ぎない。インド洋に面する東南の海犀地域は台

地が海に迫っている。また北部には、標高が2,500m以上、最高峰は3,019mに達するハジャール

山脈がある。このような台地や山岳地は、国土の15%を占めている。残りの国土82%は砂淡地帯

である。山岳地帯では比較的潤沢な水資源があり、特に北部は古くから農業が盛んな地域である。
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2)気候

マーン各地の

図ー143に示す。観測点は、

の
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図一142 オマーン各地の降水量、最高気温、最低気温 (1992年）

気温についてみると、国内各地とも気温は、 5,_,5月に最も高くなり、 12,..,_,2月に最も低下す

る。夏期の最高気温を地域別にみると、オマーン湾に面する Muscat、Sohar、Khasabといった都

市では、 5-8月の間を通じて40℃--...,48℃ でうだるような暑さであるのに対して、インド洋に面

するSalalah、Masirahといった都市では、例外的に 5月に 1ヶ月ほど40℃を越えることがあって

も、概ね30,-....,35℃の間で、日中の昇温もさほど厳しくない。この時期、 Muscat、Khasabでは夜間

も25,..,..,30℃の熱帯夜が5,.._,9月まで続くが、 Salalah、Masirahでは夜間の気温は25℃以下に下が

る。内陸のThumritでは、夏期の日中の気湿は45℃近くになるが、夜問は20℃前後にまで低下する。

一方、冬期 (1,,.._,2月）の気温は、 Sohar、Khasabといった都市では、最低で10℃、最高で27
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~ Ni加 a

Thumrit ． 
図ー143 オマーン国内における気象観測点の所在地

℃、最高で30℃前後である。つまり、南部に位置する地域ほど、夏は涼しく冬は温和な気候とな

る。内陸のThumritにおける冬期の気温は、日中は30℃を若干上回るほどに高まるが、夜間は 5℃

前後まで冷え込む。

次に降水量をみる。オマーン湾に面する Muscat、Sohar、Khasabといった都市では、雨の時期

は冬期の12,_,4月に集中する。例年5-11月までは無降水日が続く。年間降水最も100,...,200mm程

度である。これに対して、インド洋に面するSalalah、Masirahといった都市では、 6,_10月に年

間の 5,....,5割の雨が降り、 3-5月にも時々降雨があるが、冬期は逆に降水量が少ない。今回出

張中に得た Salalah空港での気象観測データでは、 1971,_,89年の年間降水量観測値は、最大年が

360mm、最小年が21mmとのことであった。また1992年の降水鼠データから、内陸のThumritではほ

とんど降水はないが、突如として大雨が訪れることがあることが読み取れる。

なお、 1992年の気象が平年と変わりがなかったかどうかは気になるところである。理科年表に

は、マスカット、サララの月別平均気温と降水最が記載されているので、その観測値 (1951-60

年）を参考までに図ー144と図ー145に示した。前述のような気象の状況や地域別の特徴は、 30年

前でも変わりがないことが分かる。つまり、年平均気温で比較すると、マスカットは28.6℃、サ

ララは25.6℃で、マスカットより南のサララの方が年平均気温で 2℃程度低い。しかし、マスカ

ットでは夏は40℃、冬は13℃となり年間の湿度較差が大きい。これに対して南部のサララでは、

月平均気温は22.5-28.8℃の範囲で、年間の変動幅は6℃である。このように、サララはマスカ
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内から車で
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の距離にあり、 Muladdahは

郊の観測点である。

をみる。 Muscatの年間平均降水量は117日正降雨の時期は12~4 月に集中し、 5

はほとんど無降水状態となるが、 7月は若干雨が降ることもある。 Rumais、Muladdahの

値も、このような降雨の状況を反映している。 12r-2 月、 7~8 月は相

を越え空気は湿り気を帯びるが、逆に4,_,6月は50%台と低く、年によっては50%を大きく存りつ

て極度に空気が乾く場合もある（図ー146、図ー-147)
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図-14 7 Muladdahの相対湿度(1983-9!年）

つぎに、 Muscat近郊における日照時間、日射駄、気圧、蒸発量をみる。 Rumaisの日照時間を図

-148に示す。 1日当たりの日照時間は 5月に11.3時間と最も多く、 2月に6.9時間と最も少ないc

ただし日照率（日照時間／日長時間）でみると、 2月が61%と最低で、この時期の日照時間も少
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10 !l 12 

ムラッダの日射 を図ー149に す。冬期は日射鼠が300-400cal / cm2 /dayと少なく、 5-6月

の日射量が最大で、 560,...,,580ca 1/ c耐/dayに達する。年平均値は456ca1/ cm2/ dayである。わが国の

平均全天日射量は、 260cal/cm2/day (北海道の日本海側） -340cal/cm2/day (沖縄県）の範囲

であるので、 オマーンでは日本の1.3-1.8倍の陽射しの強さである。また 5,_,5月の日射量は

560-580cal/cm2 /dayで、 わが国で最大の月別日射量観測値 (7月の那覇） 500cal/c耐/dayをはる

かに っている。
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磁亮量の最大直は445.. び1、最小直l:lSJ<o/月

15 l llu laddahの蒸発量([983-91年、 Pan蒸発）

10 11 12 

つぎにムラッダの月別平均大気圧を図ー150に示す。北緯17"-25゚ に位置するオマーンは北回

帰線が横断しており、赤道近くで暖められた上昇気流が洛熱を放出後、再び上空から乾燥断熱膨

で昇温しながら吹き降りてくる中緯度高圧帯の真下にある。このことは、ムラッダの大気圧の

変動でも示されている。年間を通じて大気圧は1,013mbの標準値を越えており、夏期の7,.._,g月は

1, 034mbにまで上昇し、冬期の でも1,016mbと高い。
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3. 人口

口は155万人である。国民のほとんど

はアラプ系であるが、東アフリカ系、パキスタン系、イラン系オマーン人住民も少数ながら存在

する。外国人は35万人前後。インド人の18万人を筆頭に、パキスタン人の6.5万人がこれに次ぐ。

フィリピンなどからの出稼

オマーン政府の

パランス

このほか、バングラ

ぎ者も く、 また、

4
 

は100mm程度、蒸発最は2,000mm以上という高温・乾燥の砂漠環境では、水

なければ、潅水農業は土壌の塩
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べたところである。
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な配慮を払

このことは、

スリランカ、

（図ー153)。

3
 

8 月7 lO ll 12 

Ru醗 isの蒸発且(1990年、 Pan蒸発）

タイ、

主国であった英国人も多数居住している。

人の数は1985年末の40万人をピークにその後1988年まで減少し、 89年以降再び

た。 1991年現在の外国人の数は35万人と推定されており、 5人に 1人は外国人である（ただし、

外国人はマスカットを中心とした都市部に集中し、また街で女性はあまり見かけないので、旅行

中の印象では、半数近くが外国人ではないかと感じた）。

1970年に現在のスルタン・カブース・ビン・サイド国王が即位し、鎖国政策を解いて実質的な

近代化を図ってきたが、怠速な国家開発を推進するための労働力の不足と、国民の教育水準もま

だ充分高まっていないため人材養成が遅れているなどの事情が、多数の外国人を雇用する背景と

なっている。政府機関、企業の中枢部では、多くの外国人アドバイザーやエキスパートが働いて

外 昇に転じ
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図--154 経済活動人口の就業割合 (0円ani) 図―155 経済活勤人[27)就定割合 '.¥on・Omani〉

さらに、年齢別人口構成比でオマーンの外国人の就労実態を検討する

を図ー156、女性の年齢別人口構成比を図ー157にぷす (1990年）。

の年齢別人口構成
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図ー156 オマーンの年齢別人口湛成比（男性） 図ー157 オマーンの年齢別人口t衛成比,!;:_性）
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ークに35,_,39歳の年齢層まで、外国人の数がオマーン人を大きく上回っている。このように、

働資源として最も活力にあふれる25-40歳の年齢層は大方外国人であり、国内の経済活動は彼ら

の貢献度に強く していることが明らかである。 の場合は雇用機会も少なく、家政婦等と

してオマーン閲内に就労しているケースがほとんどである。その比率は比較的小さいとは言って

も、 25~34歳の年齢層では国内で生活する女性の14~17%が外国人である。

1990年のオマーンの人口は、オマーン国民、外国人を含めて約200万人である。オマーンの行政

は図ー158に示すように、 7つの地域に分けられている。そこで、行政地域別にみた人口

を表ー13に示す。

A'Dhahiral1 

A'Dakhiliah 

Dhofar 

図ー158 オマーンの行政地域区分

人口の大半は、北東部に幅約10km、長さ約300kmにわたって広がる Al-Batinah海岸地域 (58万

人、全体の29%)と、オマーン湾に沿って走るハジャル山脈東側のMuscat地域 (44万人、全体の

22%)に集中している。これら地域は山岳地の水資源をもとに、ファラジ (Falaj)と呼ばれる潅

漑システムが縦横に発達している農業の中核地域でもある。またサララ (Salalah)市を中心とし

た南部のドファール (Dofahr)地方も、カラ山脈南部の農地で多くの人口を養ってきた（人口21

万人、全国の11%)。内陸の A'Dakhliya、A'Dhahira地域にも、オアシスを集落とした小都市が

多く分布する。しかし、飛び地の Musandamは人口が少ない。

現在、オマーンの年平均人口増加率は3.5%、12歳以上の女性が産む子供の数は平均3.8人、最

も出産数の多い35-39歳の年齢層では平均7.1人の子供の数である。政府も人口増加奨励策をとっ

ており、近い将来外国人の雇用は、大幅に減少することであろう。
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-13 オマー の □ ( 

□ ( （％） 

-

Muscat 444 22。2

Dhofar 216 10.8 

A'Dakhliya 254 12.7 

A'Sharqiya 291 14.5 

Al-Batinah 582 29.1 

A'Dhahira 181 9.0 

Musandam 32 1.6 

合計 2,000 100 

なお、オマーンの公用語はアラビア語であるが、一時期、イギリスの植民地であったこと、ま

た外国人を多数雇用している関係で英語がかなり通用する。宗教はイスラム教で、発祥地のサウ

ジアラピア程ではないにしろ、戒律はかなり厳しい。宗派別では、イバード派が約6割と最も多

く、スンニー派が3割、シーア派が 1割を占めている。
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□開発菩■その他

オマーン政府の糾織は表ー14のようになっている。 1992年の国家予算について、各省庁別に、

経常費、開発費でどの程度の金額が配分されたかを、同じく表ー14に示す。政府組織は22の省で

構成されるが、予算配分額の大きさでは、国防省、電気水道省、宮内省、教育省、保険省、公務

省に次いで、農樵業省は第7位である。経常の公務連営費のほかに、開発費として全体の 6%、

2,050万ORとかなりの額が充当されている。

1981,.....,85年の第 2次5カ年計画では、 4,300万ORの予算が農業近代化、特に潅漑施設の整備に

割り当てられた。この間、実際に使われた金額は1.1億ORで、その結果1985年のGDP34.54偉

ORのうち、 2.7%、9,370万ORを農業部門か占めるようになった。 1986,..._,,90年の第3

計画では、 9,590万ORが農業部門に割り当てられ、漁業の振興、輸出農産物の促進、

5カ

内市場で

の自給率の増加政策が童点的に進められた。特に食料品の輸入は、総輸入額の18.6%、1.31億0

Rを占めていることから (1987年）、国内自給体制の確立が急務となっている。カプース国王は、

1988年を農業年とし、 1989年 1月に農業振輿10カ年計画を策定した。この年の 3月、日本輸出入

銀行は、第3次5カ年計画のもとで農業振典、インフラ幣備プロジェクトに総額1.86億＄の貸付

けを始めている。このような政策的な支援もあって、農業部門のGDPは、 1989年は1.17億OR、

GDP全体の3.63%に上昇し、その後も1990年は1.34億OR、3.30%、 は1.44億OR、3.67
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崎ヽニ
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of Palace Office Affairs) 

of Finance & 
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農漁業省 (Ministryof Agriculture and Fisheries) 

宗教省 (Ministryof Justice, Awqaf and Islamic Affairs) 

保健省 (Ministry of Hea 1th) 

教育省 (Ministryof Education) 

社会労働省 (Ministryof Social Affairs and Labour) 

国家遺産文化省 (Ministryof National Heritage and Culture) 

住宅省 (Ministryof Housing) 

通信省 (Ministryof Communications) 

電気水道省 (Ministryof Electricity and Water) 

郵政省 (Ministryof Posts, Telegraph and Telephones) 

地方自治環境省 (Ministryof Regional Municipalities and Environment) 

水資源省 (Ministryof Water Resources) 

公務員省 (Ministryof Civil Service) 

国防省 (Ministryof Defence) 

発
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20.8 19.1 

121.2 50.4 

4.0 1.0 

20.4 9.0 

6.4 9.2 

40.4 1.3 

747.2 30.6 

GDPに占める農憔業生産の割合はたかだか3%程度に過ぎないが、全人口の半数近くが農業

を生業としており、農村はオマーン人の璽要な生活基盤である。産業構造が多様化する中で、農

業開発は地道ではあるが、確かな国力を養う璽要な部門との認識がある。

なお、人口の項でも述べたが、オマーンでは多数の外国人が政府や私企業の活動を支えている。

政府糾織 (GovernmentSector)の1992年の労働人口は、 97,373人であった。政府組織には、 サ般

公務員 (Civil Service)のほかに、国王虹属の宮内省王室公務員 (Diwanof Loyal Court)が
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に述べる

の報点；（嵩島友三：石油と砂漠とオアシスの

して、その要点をまとめたものである

2, 125 (3, 000)万haと広大な国士面積を持ちな

であ CofO 

てい

ふ～
§ヽ 0

＼図ば』ごしヽる。

の

ヽ は5.

力

に

を

にI

に

土面積全体のわずかに0.26%であった。・-ノJヽ

との見力もある（人使館賓料）。ただし勺匁 1978年の農業センサスによると、

haとなっており潅漑水の確保、農家の労働条件などによって、必ずしも全

れるとも限らないようである。いずれにしても、国土の農地率は0.4%以下である。

オマーン北部のパティナ海岸は 2万ha以上の耕地面積を有し、国内農地のほぽ半分を占める。

ぎない

は8,

が行なわ

このほかマスカット近郊を含めると、北部沿岸地域に農耕地の6割弱は集中している。残りの4

割が内陸地域に散在し、南部地域は農耕地全体の 3%を占めるに過ぎない。

オマーン人の経済活動人口の中で農業就業者

が占める割合の推移を図ー163に示す。 1975年当

時は農業就業者が11.0万人、経済活動人［］の53.4

％を占めていたが、 1980年には14.2万人、 49.9

%、 1985年は16.6万人、 45.1%とその比率は低

ドし、 1990年以降は農業就業者数は16.9万人で

増加が止まり、その比率は1992年には38.2%に

まで低下した。また、全人［］に対する農家人口

の割合も、 1975年当時の53%(40. 7万人/76.6

万人）から、 1992年には38%(62.3万人/163。7

万人）にまで低下した。

農耕地面積5.5万haのうち、 44%、

にナツメヤシが栽培されている。ナツメヤシ

500 
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園農業就業人口□経済店動人口
図-"163 経済活動人口に占める農業就業者の割合
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の民のオマーン人にとって原風景であり、また食生活でも

その比重も減少傾向にある。単収は 1ha当たり約4tとあまり

な栄養源となってきたか、

くない。 は販売目

よりも、自家消費、あるいは親戚縁者へのおすそ分けとしての用途の方が多い。その他の果樹頬

として、マンゴー、ライム、パナナ及びココナツが主要なもので、ナツメヤシ以外の果樹類は、

で約 8千ha、農耕地面積の16%を占めている。

また、食肉に対する需要も大きく、草地・畜産も菫要な農業分野である。主たる飼粕作物はア

ルファルファで、約 9千ha、農耕地面積の17%を占める。このほか、飼料作物ではローズグラス

目される。ローズグラスは水利用効率が優れていることから、農漁業省としてはアルファル

ァに代わるべき飼料作物として推焚している。

また、野菜も約6千ha、農耕地面積の11%を占め、比較的比璽が高い作物である。トマト及び

スイカの栽培が最も多く、それぞれ1,200ha程度の面積である。栽培面積ではその他に、キャペッ、

ュウリ、メロン、トウガラシ、タマネギも主要野菜であり、またインゲン、ニンニク、ジャガ

イモ、オクラ、ナス、ニンジン、カポチャ、カリフラワーなども栽培されている。野菜作は、時

期的には冬期がメインシーズンで、夏期は気温が著しく高くなるので栽培は困難である。

このように、青果物は時期によって需給パランスが大きく変動する。冬期は国内産に加えてヨ

ーロッパ、アメリカ等からの輸入もあり、また商品の棚持ちも良いので種類、量ともに豊富であ

るが、夏期には国内ではスイカ、メロンなど限られた種穎の野菜、パナナ、パパイヤなどの南部

産地の熱帯果樹が生産されるのみである。青果物の国内供給時期は限られているため、輸入への

依存度も高いが、トマト、キュウリ、タマネギ、トウガラシでは、ほぽ100%近い自給率を達成し

ているという。

しかし、国内青果物の流通に関しては多くの問題がある。市場も未整備で、需給に関する統計

や情報提供が行なわれておらず、生産者側にも作型や収穫時期調幣の概念が乏しいため、トマト

などは一時期に出荷が盾なり、供給過剰となって価格の下落、廃棄率の増大などがおこり、その

結果が農家収益と農民の生産意欲の減退に結びつく原因となっている。集出荷に関しては農業糾

合のような組織はなく、個々の農家が生産物を近くの市場（スーク）に車などで搬入している。

さらに、農家段階で十分選別がなされずに市場に並ぶため、野菜の品質についても、消費者と生

産者の意識のずれが生じ、これが市場における高い廃棄率の要因にもなっている。一方、輸入青

果物も流通段階での荷傷みが激しく、特に夏の野菜は品質が劣悪で、店頭に並べられる裔品は貧

弱である。国民に一年中新鮮で良質な青果物を供給するためには、生産から流通にわたってなお

多くの問題を解決しなければならない。

穀類の生産は国内需要をほとんど満たしておらず、大部分を輸入に依存している。穀類輸人は、

1974年は5.2万 tであったが、 1987年には28.7万 tにまで増加した。政府は1988年に小麦栽培のた

めに405haの新規農地開拓を行なうなど、輸入依存体勢からの脱却をめざしている。国内では、穀

類として米と小麦がほぼ等量摂取されている。

またオマーンでは、動物性タンパク質として畜産物のほかに、魚の消費量が多いことも特徴で

ある。国土の 2方が海に接していること、昔から海運国として海に馴染みが深かったこと、近海

の漁業資源が豊富であることなどから、近隣アラブ諸国の数倍の魚の消費量と推定されている。

急速な社会整備に伴い、現在オマーンの人口は増大しつつある。したがって今後、基本食料に

対する需要は飛躍的に増大していくことは明らかである。それに応える農業の基盤造りが大切で

ある。水資源に乏しい背景から、農耕地面積の拡大には制約がある。政府は、オマーンに適した

-138 -



の開 濃密な による の技術向ぃ

向上を図っている。また、流通段階での需要に対応した周

農民に誘導していくことが重要な課題となっている。

2)農業生 の供給

を活用した

、作付時期の調整などを

オマーンの農漁業省は、国内43カ所に普及センターを配置し、また果樹の苗木育苗施設も全国

に9カ所あり、ここから農家に種子や苗木の供給を行なっている。 1990年、 91年、 92年の四」、

の配布実績を表ー15に示す。 1992年の場合、種苗ではジャガイモ種芋の供給が176tと最も

く、璽量ペースでみると供給実績239tの74%を占めた。これに次いで、小麦が38t、大麦が11t 

と多い。また、野菜種子の中では、タマネギが1,542kgと最も多い。 1990年当時はダイコン、オク

ラ、カボチャ等の種子配布量が多かったが、最近は著しく減少し、農家もあまり作らなくなって

きていることが推察される。

表ー15 普及センター、果樹育苗施設から農家への種苗供給実績

1990年 (kg) （ (kg} 

タマネギ種子 2,601 1,100 1,542 

ダイコン種子 3,471 1,795 432 

スイカ種子 960 1,028 490 

キュウリ種子 377 294 246 

トマト種子 561 403 268 

メロン種子 640 612 265 

オクラ種子 2,115 709 340 

カボチャ種子 1,322 276 363 

キャベツ種子 1,405 285 90 

ニンジン種子 541 372 317 

ナス種子 111 63 29 

ビート種子 56 ， 2 

ホウレンソウ種子 221 45 8 

カリフラワ一種子 79 52 61 

トウガラシ種子 262 133 61 

ジャガイモ種芋 215,680 123,420 176,213 

小麦種子 69,799 32,756 38,475 

大麦種子 8,278 4,835 10,690 

その他種子 9,400 12,154 9,514 

果樹苗（本） 27,021 31,810 27,843 

また、普及センターは農家への肥料の配布も行なっている。 1990,...,92年の実績を表ー16に示す。
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な レ）

から農家へ

ヽ 料とし ン

の硫

した

は、極めて限ら
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(t) 

硫酸アンモン

カリ 457 
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6 
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の

(t (t) 

゜ ゜,516 739 

10,889 2,448 

3,436 617 

゜ ゜29, 7ct2 1,084 

また、オマーン農憔業銀行 (OmanBank for Agriculture and Fishery)は、農家への営農

の貸付と同時に、農業生産資材の購入に資金援助を行ない、機材の農家への配布も行なっている。

オマ--・ ン農漁業銀行が1985年から1992年に農家に渡したトラクター、、潅水ポンプ、薬剤散布機の

数と価格を表ー 17に示す。台数と価格から計算すると、トラクターは 1台145万円、潅水ボン

は1台28万円、薬剤散布機は 1台4万円程度の値段で農家に手渡されている。 1985年当時は薬剤

散布機と潅水ボンプの購入が圧倒的に多かったが、最近は大型トラクターの購入も増えている。

オマーンの農家の大部分は 1ha以下の零細農家で、また 産性も低いと われているが、規模拡

や機械化も進みつつあるようだ

-17 オマーン農礁業銀行 ら農家への農業機械の配布実績

種 類 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992年

トラクター（台） 131 10 4 23 22 49 140 95 

（価格： OR) 123 214 18 93 86 216 767 461 

潅水ボンプ（台） 983 420 74 124 220 148 108 66 

（価格：千OR) 387 187 74 114 206 152 103 62 

藁剤散布機（台） 2,000 816 1,200 670 1,740 230 1,000 640 

（価格：千OR) 141 89 194 82 159 30 135 87 
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3苓

(]) は、 1に ある iよ の あ

は でほとん できな＼こと ら、 ベ に

とし さ ている。

）ファラジ (Falaj、Falajhir)

オマーンでは、ファラジと呼ばれる

トと同じ

してきた。ファ

は、まず山麓に

方向に次々と一

で目的地まで誘導しへさらに地上に導

に な を

地下水源を捜し、

隔で竪穴を掘り、

き出す暗渠を水平に掘る。ファラジの方向崎父

いているのですぐ判別できる。地上に出る

ツメヤシ畑の潅漑などに利用される。この水は

に利用される。

ファラジには利用権があり、水利用の目的と権利の持ち分に応じて、水を使用する場所、時間

が厳密に規定されている。利用権の範囲を犯した違反者は厳しく罰せられる。また、水は完全に

利用され、無駄に捨てられることはない。ファラジは豊かな実りを約束する象徴であり、オマー

ン人の心の拠り所とされてきた。

しかし近年、井戸を掘り、地下水を動カポンプで汲み上げる方式が広く普及し始めた。現在で

は、潅漑農地の半数以上がファラジ利用からボンプ潅漑に変わったと五われている。そのため、

北部沿岸平野の農業地帯では、農地の増加にともなって、ポンプによる過剰揚水がおこり、地下

水位の低下が顕著となっている。地下水位の低下は、海水の地下水層への進入を誘起し、地下

の塩水化、農地の塩害が深刻な問題となっている。

ロアリの巣のよう

され、オアシスのナ

その他全ての用

2)水賓源の確保

今後、農業の持続的発展のためには、水資源の函養、保全、水収支に見合った有効な地下水活

用技術が最優先課題となる。 1981,....,85年の第 2次5カ年計画では、農業近代化、特に潅漑施設の

戦備に多額の予算が割り当てられた。 Batina海岸域はオマーン農業の中心で、 4万haの農地があ

る。政府はここに、 2,200万ORを投入して、ダム建設を進め、 1985年に KhourAr-Rassaghダム

と、 WadiAl-Koudhダムを完成させた。 1988年には、 Soharの WadiJizzi に360万m3の貯水能力

をもつダムも建設している。 1989年にはさらに、 Nizwa、Surに200万OR、Masirah島に50万OR

をかけて、 3つのダムを建設する計画が発表された。

一方、従来のファラジの給水ンステムの改善も進められている。 1990年にNizwaでは74万ORを

かけて総延長45kmのパイプラインを敷設し、またSurでは69万ORをかけて10kmの主水路と30kmの

分岐水路、並びに揚水場の建設が進められた。

また近年は、降雨時に海に流出する水を一時貯留し、これを地下浸透させて地下水の函養を行

なうリチャージダムの建設も精力的に進められている。 1991年にバティナ海岸の Wadi-Rubkahに

500万町、 Wadi-Tawiに370万m3の貯水能力をもつリチャージダムの建設が830HUS$の契約で着工
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が始まった。 Surの屑adiAl-Fuleijにも120万ORでリチャー

さ530mで、普段の降水でワジから海へ無駄に流れていた

のため、すでに建設されたダムも数多くあり、さらに

候補に挙がっている。

される。このダムは

できる。このように、

も数十サイト

また首都圏の生活用水のほとんどは、現在ガス発電所の廃熱を利用した海水淡水化プラントで

賄われている。この水は生活用水以外に街路樹など首都圏緑化にも使われており、夏場には

ラントだけでは需要最に追いっかず、一部井戸水も使われることがある。水の需要は

に逼迫しており、農民と都市生活者、農業と工業の水の奪い合いが始まっている。

いずれにしても、砂漠地帯の農業の発展は、まず水資源の確保と、その有効利用技術の確立に

尽きる。以前農漁業省と同じ組織内にあった水利関係機関が、 1990年5月に水資源省 (Ministry

of Water Resources)として独立したことは、オマーンの人々が如何に水の大切さを深く心に

んでいるかを示す証拠でもある。

3)潅漑水の水質判定

ボンプによる揚水潅漑では、地下水位の低下、塩水化、農地の塩害が深刻な問題となっている。

潅漑方式は、地表面の畝間潅水 (FullowIrrigation)が主体である。しかし、このやり方では

利用効率が悪く、また塩類集積もおこりやすい。地表面の畝間潅水に替わる新しい潅漑方式とし

て、スプリンクラー、 ドリップイリゲーションも普及し始めている。

潅漑水に含まれる無機塩類はできるだけ少ない方がよい。塩類濃度が高いと土壌の塩類集積を

助長し、また潅漑水自体が植物に有害になる場合もある。今回の出張で訪問した、サララ農業試

験場やルメイスの農業研究部では、それぞれ潅漑水の水質判定基準を作成している。その内容を

以下に紹介する。

サララ農業試験場の土壌• 水研究室では、バナナ、ココナツ、キュウリ、小麦、アルファルフ

ア、パパイヤ、プドウ等の施肥設計を立てるに当たって、土壌と水のEC、pH、土壌のN、P、

k含量を分析している。サララ地域の水のpHは概ね7.0以上で、 6.9.....,8.5の範囲にある。したが

って、水質についてはEC(電気伝導度）に基づいて表ー18のような判定基準を設定している。

サララ市の中心部は水質が2111S/cm前後で良質であるが、中心部を離れると 6111S/cm近くになり、

甚だしい所では15111S/cmに達しているという。なお、飲料水は通常200.....,900μSIClllの範囲で、 1

111S/c111を越えてはならない。

表ー18 サララ農業試験場の水質判定基準

EC値 判定 適用作物

2 mS/cm以下 良質 マメ類、野菜

2 "'4 mS/ cm 普通

4,..._, 8 mS/cm 高い 牧梓

8 ,._,16mS/cm 極めて高い ナツメヤシ

16mS/cm以上 潅漑できない
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同じくルメイスの農業研究部では、潅漑水のECは、

mS/cm)、高い (4-16mS/cm)の3段階に分類している。

また土壌のEC測定値によって、塩類集積程度を、

I二 0-4mS/cm(極めて安全で全ての作物が栽培可能）

Tl = 4~8 mS/ cm (耐塩性がやや弱い作物は栽培困難）

圃"'"8 ,_, 16mS / cm (耐塩性が強い作物は栽培可能）

N =-= 16N32mS/cm (耐塩性が極めて強い作物のみ栽培可能）

V 0== 32mS/ cm以上（栽培不可能）

の5つのランクに分類している。
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(Dubas Bug, 

10)生物防除部 (BiologicalControl、

マンゴー、柑橘、ナツメヤシ、野菜、ブドウの害虫同心ヽ

11)柏物病理部 (PlantPathology、研究員 1名）：

橘、マンゴ--、アルファルファ、パナナ、パパイヤ、サボジラ、プドウ、オクラ、トウガ

ランの

4月21日、

をいくつ

{ Plant Nutritiりnand Ferti 

る窒素、リ／酸、カリ肥籾の施用効果に

(Entomo 1 og iじalResearch、研究員 3名）：

ャガイモ、メロン害虫であるコナジラ
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る 、などをそれぞ

） ヽ
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る殺虫剤、ナツメヤシ

る空中散布防除などの研究、

3名）：

いカプトムシ

巾である。

を訪問した際 Annualreportを入手した。 1990年の年報の中から

出し、補足説明資料に紹介したので参考にしていただきたい。

『--✓-•,•-✓-✓-✓m穿✓-✓-•A寄✓-✓-奪✓-✓-✓M辺-✓-;A亨✓-✓ーダ-✓-カ-✓-笞クータ斎•-•-✓-•-•-,-,a穿✓-✓----✓-✓-✓-✓-✓-✓-✓ー✓-✓-✓-✓-✓-,

i補足説明資料： 13 1 

- ; ! ! l ルメイスの農業研究部本部における試験研究 l 
: l i ルメイスの農業研究部 (Depart細 ntof Agriculture Research, Rumais)を訪問した際 i 
i に入手した各種資料・報告の中から、 1990年年報の主要な研究成果を、以下に紹介する。 l 
I ; ： 1姐食用作物研究部 ： 
; ~ 
i パン小麦品種比較試験： !CARDA等から41品種を導入。試験地は内陸部の屑adi Qur i ya t 1 I 

I i農場。 1989年11月21日播種。畦幅 2.5m、株間 25cmとし、播種前に尿索、過リン酸石灰、 l 
i硫酸カリを用いてN、P20s、K20を30kg、90kg、60kg/haを基肥として施用。追肥は窒素の i ， 
i みで播種 1週間後、出穂期、乳熟期にそれぞれ40kgずつ計120kg/haを施用。潅水は4日間 i ， 
i隔で 1回5時間の畝間潅水。アプラムシ防除にPerimoreを散布。栽培期間中の試験地の最 i ， 
i 高～最低気湿は、 1 月 22.6,....,8.3℃、 2 月 23.2,..._,10.9℃、 3 月 31.1"""12.5℃、 4 月 33.3~ , 

， 
~18. 7℃ であった。生育後半の高温が収量を左右する。供試品種の草丈は60,...,92cm、出穂期 ！ ， 
i は53,...,99日目、収穫期は約120日目。収量は15品種がゼロ。その他の品種は穀粒董が0.4- ij 
I I 
! 2.4t/ha、槃璽が4.0,..._,7.2t/haの範囲。穀粒重l.6t/ha以上の品種を優良品種に選定した。 i 
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i 人麦品種比較試験：在来種のBeecherを対照として、導人，選抜系統の14品種を比較し i 
iた3 試験地は同じく胃adiQuriyat農場。 1989年11月15日に播種。播種触は125kg/ha。畦 i 
：園3mで6条柏え、株間30cm。施肥鼠はN、P直バ K心を100kg、90kg、60kg/hao窒素以外 i
! Iますべて晶鵬潅水は4,.,., 5日間隔で 1同3,,...,5時間の畝間潅水。供試品穂の草丈は36~I 
~85c田、出穂期は75~~92 日目、収穫期は約115El目。収量は、穀粒重が0.24--1.63t/ha、藁 i 
i重が2.46-6.46t/haの範り恥 Beecherの穀粒量は0.46t/haで、 Beecher以上に有望な 6品種 i 
iが見つかった。特に Co田p--Cr-229/APMは築璽に対する穀粒璽の割合が高く、高収量であ i 

：っt:::" ! 
i i 
i ヒヨコマメ品種比較試験： 24品種を WadiQuriyat農場で栽培。 1989年11月21日に播種。 i
i播種鼠はlOOkg/ha。畦椙、株間とも60c置。施肥量はN、P20sともにlOOkg/ha。窒素は播種 i . -i直後と開花期の2回に分施、カリは施用せず。潅水は 5日間隔で 1回4時間の畝間潅水。 i 
• , 、Podborer防除に Kafil を散布。供試品種の攻丈は25-47cm、開花始めは37~102 日目、収 ！ 
i穫期は133r~l65日目。収量は0.10•~0. 59t/haの範囲で、特に雑草との競合で低収となり、 i 
！播種贔と同程度の収鼠しか得られない品種もあったので再度の試験が必要。 i 
! ; 
I I i 永年性牧草 (Rhodesgrass)品種比較試験： 6品種を1989年11月21日に播種。播種量は i 

! 5 kg/ha。畦幅30cmの条播。施肥量はN、P20s、K団を300kg、150kg、150kg/ha。潅水は発 l 
i芽までは毎日 2時間、その後 1回3時間の潅水を冬期は5日間隔、夏期は3日間隔で行な i 
I I 
i った。最初の刈り取りは播種後65日目、その後40日間隔で 3回以上の刈り取りを実施し、 i 

I 
i新鮮軍で6.lt(品種： Boma) ,...,zo.9t (品種： Katambora) /haの収量を得た。 i 

- '  
i 
I 2. 野菜研究部
! i トマト品種比較試験： 45品種の比較試験を R暉 ais農場で実施した。 1989年10月13日に
• i定植。栽植密度は3.6株/m2、株間は30cm。施肥量はN、P20"、K20: 240kg、100kg、160kg

I 
し /haで、 6回に分施。潅水はドリップチュープを lm間隔で設置し、黒いプラスチックマ

I 
！ルチで被覆。収穫始めは39,_,111日目、収穫期間は55-77日間。収量は HymarFlの37.lt/

I haをはじめ、 Fl種が30t/ha以上で高かった。 l 
I '  i カリフラワー品種比較及び作期試験： 25品種の比較試験を Rumais農場で実施した。 ！ 
; 1989年10月23日に定植。栽植密度は4.4株/m2、株間は50cm。施肥量はN、P20"、K20: I 
! 184kg、92kg、lOOkg/haで、リン酸は基肥とし、窒素、カリはドリップ潅漑時にインジェ i 
I I 
i クションタンクから潅漑水に混入施肥。供試品種の中で早生種は71日目から収穫が始まり、 i
l i晩生種は103,,.._,llz日目に収穫に入った。花菅重は WhiteRockが567g、ErfurtSuprimax 
lが518gと高く、日本の品種の SnowKing、SnowCrown、Takii 40daysは302-321gと14位
I 
i以下、台湾の品種の FengshenExtra Earlyは166gで最下位に位置づけられている。これ
iは、砂漠の国ということで耐暑性の極早生種が導入されたが、この時期の気温が存外低い
' i ことに起因すると思われる。また 9月9日、 10月9日、 11月9日、 12月9日と播種期を変 ！ 
I I 
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ぇ,eJ泌
霜

r
、i‘紐菰喝、
4
、

の花菅重は、

なったのに対して、

で最も花暫が大きくなった。

レタス作期試験：レタス品種 GreatLakes 659を10月、 11月、 12月、 1月、 2月の

週に播種し、生産物の品質を検討した。 Great、しakes659はオマーンの標準品種とされ

いるが、高温によって抽緩がおこるため、 10月、 11月と 2月播種では底品性は全くな

た。可販収量は、 12月播種で9.2t/ha、 1月播種で12.4t/haとなり、 1月播種が抽蟹も

が期待できる

Snowballが

Erfurter 
. 
1max 

と

マンゴーの接木試験：マンゴー 3品種 (Neelum、Alfonso、Pairi)について接木時期

(4-8月）と活着率との関係を調査した。品種では Neelum、Alfonsoが66%、Pairiが70

％の平均活着率であった。接き木時期では、 3品種平均で4月が63%、5月が50%、6月

が41%、 7月が64%、8月が67%の活着率となり、高温期は活着が劣ったが、新芽の発生

に要する日数は 5,.....,5月の12日に対して、 4月は15日、 8月は20日と長くなった。

4. ナツメヤシ研究部

約5枚）に調節し、収量、品質に及ぽす影響を調杏した。供試品種は8年生の Hassas、

Damoosである。 Hassasの菓数は63,....,84枚、 Damoosの菓数は54-65枚あり、自然発生の果梗

数は12,..._,13個である。処理区は果梗を 7,...,4個に制限した。収穫期間はDamoosが6月11日

,_,7月17日、 Hassasは8月4日,,._,9月26日であった。無処理区の総収最と可販収最は、

Hassasで39kgと16kg、Damoosで26kgと26kg(すべて可販）となった。これに対して菜数12

枚区では、 Hassasで45kgと36kg、Damoosで29kgと29kgとなって著しく増収した。 9枚区、

15枚区の収量は無処理より若干低下したが、いずれも果梗剪定により 1果梗重が対照区の

2-3kgに対して5,_,6kgと璽くなった。しかし、 1果重は7--8g、可溶性固形物含量は49
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i /-/69%で変わりなかった。 ： 
! I i ナツメヤシ品種比較試験： 1982年に柏栽したオマ ． ．．．  ． 

：幹長（葉の脱落位置の高さ〉は10-156c瓜幹周は144~239c皿葉数は65,,...,.,99枚、葉長は ： 
万8枚、小葉の長さは36--54cm,開花（花粉交配時期）は 1月 ！ 

i ナノメヤ／の蒸散量測心 1982 (Khasaab Da阻OOS、Khalaas) I 

I は727t /日／株、 12月は145t /日／株と時 i 

＇、年間 2,345mmの水が必要であるが、降水で i 
! 505mm、潅漑で1,722mmの供給が行なわれ、残りの568mmは根が地下水から吸水したものと ！ 

'!  i推定されている。 l 
l し

iり植物栄養・肥料部 ： 
! I 
' 
！ 永年性牧草に対する窒素、リン酸、カリ肥料の施用効果試験： Ruma isの圃場の上壌特性 ！ 

-iは、粒径分析では、粗砂30%、細砂60%、シルト 5%、粘士5%であり、化学性では PH ! 
I I 
! 8.5、EC300mS /cm、CEC2.25meq/100g、置換性Na0.14meq/100g、可溶性K0.23meq/ j ， 
i 100g、可溶性P18. 9pp町である。 3種の牧依 (Rhodesgrass, Chloris紐四座、 Buffel ! 

， 
grass, Cenchrus叫国註、 GreenPanic, Panicum~ 皿 var.trichoglume)について、！

尿素、過リン酸石灰、硫酸カリを用いてN、P20"、K20の施用量と収量との関係を検討し i ， 
た。化Q5、K20を150kg/haと一定にして、 N施用最を0、30、60、90、120kg/haと変えた場 i ， 
合、いずれの牧草もN施肥量に伴い多収となり、 3種平均値ではN無施用で32t、30kgで i 
69t、60kgで99t、90kgで129t、120kg/haで140t/ha/年の収凪であった。つぎにNを480kg/ j 

I 

ha (播種前に60kg、その後刈り取り後に60kgずつ施用、刈り取り回数7回）、 K山を150kg ! 
• /haの一定最とし、 P20造用駄を0、150、300、450kg/haとした場合、 Rhodesgrassは施肥 i， 

量に伴い10%程度増収したが、その他の牧草は逆に減収した。 3種平均値ではP20o無施用 i ， 
i で122t、150kgで95t、300kgで97t、450kg/haで98t/ha/年の収最であった。さらに、 Nを i 
• ! 480kg/ha (播種前及び刈り取り後に60kgずつ施用）、 P20虎 150kg/haの一定量とし、 K20 I 
• 
' 
施用量を0、150、200、250、300kg/haとした場合、施肥量の多少に関わらずいずれの牧草 ！ ， 
！ もほぽ同じ収最を示した。 3種平均値ではK20無施用で93t、150kgで93t、200kgで96t、 i 
I ! ! 250kgで94t、300kg/haで90t/ha/年の収量であった。 し

l I 

ヘ/699 りな ~­
っ 1~"

ーンの

さ）は1し 144~239cm、

220,_,293cm、小葉数は158-208枚' . " .. 

14日,....,3月10日、収穫始めは 6月11日-9月22日、

色は黄～赤の範囲にあった。

5
 

メヤシ

は18-50日、 は

ナツメヤシの蒸散量測定： 1982年梢栽の3品種 (Khasaab、Da阻OOS、Khalaas)の蒸散

についてポロメーターで 1年間追跡した。 3品種平均では、株当たり菜数は70枚、 1枚の

の葉面積は1.76耐であったが、品種間では Khalaasの蒸散が多かった。年平均では44mg

恥0/耐Isの蒸散量であるが、夏期の 5月に 103mg化0/面Isで最大、 12月に 18mg恥0/面Is

で最小となった。生育時期との関係は特に明瞭でなく、気温、空気湿度などの環境条件で

蒸散量が大きく変動した。株当たりの蒸散による水消失は、年平均で307t /日、これは

壌水分で 5mm/日相当である。しかし、 5月

期による差が大きい。蒸散量から算定すると

505mm、潅漑で1,722mmの供給が行なわれ、秒 ●し→ e 

推定さi

6. 植物栄
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ある。収穫15日前

）に対しては対

高い

id+ Morestan、Hostathionの7

ナツメヤシ

White f 

わ

mrner鵞

い力

は,Talstar、Danitol + 

, Ommat騒足竪坦11otatus)に

を得た。

トを 5日

と

の

1月15日～

）に対しては対照の66%に

た。 Potatotuber moth ( 

トウムシ (Beatarmy worm, Spodoptera翌耳匹）も発

が高かった。株当たり収鼠、 1果菫は対

l.02kg/株、 と も多収となった。

のo.
し、 こ

トムシの空中散布防除：ナツメヤシ芯喰い力

中散布する を実施し、

月6日まで週 1

の6.1

、ハモ

涵ら

こ

散布を

の割

して

リパエ (Leaf

の低い Hostathion

）やヨ

らに対してはTalstarの

べてThiodan散布

トムシ (Dubas

的でかつ効果の

め

し＼

8. 生物防除部

にオマーンに

入し、かなりの成果を

sp. 

し、補食種として

9. 植物病理部

北部オマーンの作物病害として、以下のような種類、並びに病原菌の同定が行なわれた

ことが報告されている。
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Date palm 

black rot 

black scorch 

false s旧ut

leaf 

fruit rot 

sp. 

Ceratocvstis 

Cladosporiu阻 sp.

Alternaria sp. 

駈cosphaerellasp. etc 

Molds and bacteria 

Khamedj disease Mauginiella 

auranti fol ia 

albino 

bunch col 

die back 

mold 

leaf 

knots on trunk 

fruit drop 

gummosis 

association 

sun scorch 

genetic 

physiological 

complex! of factors 

Fungi,nutrients and nematodes 

sp. in association with 

Aleurocanthus胃oglu阻i

Alternar ia sp. etc. 

Sphaeropsis sp. 

Agroba cter i um tum i fac i~ 匝

Associated with fruit fly damage 

physiological 

physiological with fungal 

physiological 

multiple sprouts unknown 

なお、 Orange,Citrus sinensis 

Grape fruit, Citru~paradisi 

Mandarin, Citrus reticulata 

Sweet lime, Citrus limettoid翌

もオレンジと同様の原因と考えられている。

Mango 

Mangifera indica die-back 

sooty mold 

leaf spot 

fruit rot 

leaf tip-burn 

die-back 
. 

gummos1s 

chlorosis, 

fruit drop 

cupping of leaves 

physiological, fungal associated 

(Diprodia sp.) 

Capnodium sp.? 

出 .ernariasp. 

Glomeralla cingulata 

physiological, nutrient unbalance 
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swel 

bark crack 

branch lopping 

Melon 

wilt 

da田pi

anthracnose 

yello冒ing

little leaf 

leaf curl 

Achras sapota 

Cassava 

胆nihot

Alfalfa 

sp. 

Banana 

迦互 paradisiaca

Egg plant 

Solanum melongina 

ing at 

mold 

flat limb 

masaic 

leaf 

薗1ldew 

mi Ide胃

charcoal rot 

wilt 

wilt(complex) 

rust 

excess阻oisture

ion/ 

ib i li 

io ical ? 

Pseudoperonospora 

E匹担堕

oxysporum 

unknown 

whitef 

vims? 

born agent? 

phyllody 

yellow mosaic 

anthracnose 

fruit-end rot 

leaf spot 

corm rot 

powdery mildew 

f祖nodiu璽 SP冷

MLO/ Botryodiplodia 

African cassava mosaic 

sp. 

sp. 

Uromyoes striatus 

chlorosis+stunt whitefly borne agent? 

9
・

Macrophomina phaseolina 

;Ii'usari暉 oxysporum

insect/nematode/fungi associated 

MLO? 

virus? 

Gloeosporiu阻 musae

Vert i c i l li um sp. 

Cercospora sp. 

恥cosphaerellasp. 

Cordana musae etc. 

nematode, fungi 

LeveiluJ旦 1,aurica
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日0 sp. 

fruit rot 

leaf curl 

Okra 

Chi 11 i pepper 

Sesami 

Sesamum indicum 

Cowpea 

Tomato 

Papaw 

Carica papaya 

Fig 

駆 sp.

Grape vine 

四 vinifera 

shank 

rosetti 

lea 

wilt 

mosaic 

釦 lde曽

leaf curl 

fruit anthracnose 

branch die-back 

leaf curl 

charcoal rot 

phyl lady 

damping off 

leafspot 

leaf curl 

yellow mosaic 

phyl lody 

胃hitefl

sp、 etc,

early blight 

leafspot 

leaf curl 

bunchy top 

fruit drop 

rust 

冒hitef born 

Fusarium spゃ

whitef 

9
.
 

sp. 

sp. 

Colletotrichum 

SP 

induced/薗ites

Macrophomina phaseolina 

MLO 

Thanatephorus cucumens 

Cercospora sp. 

virus 

whitefly induced 

virus, whitefly induced 

MLO 

whitefly born virus 

Alternaria solanii 

Al ternar:11-1: sp愈

whitefly born 

MLO/ virus? 

physiological 

Ceraterium旦.tl

Peronospora vitico」g

Uncinull~nectalos ? 

fruit shrinkage physiological 

downy mildew 

powdery mildew 
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2, サララ農業試験場 (Salaiah icultural Research Station) 

24日、サララ農業試験場を訪間した。南部ドファール地域の中心都市サララ市では、

にココナツ、農淵にパナナが緑濃く茂り、熱帯の観がある。ここではナツメヤシはあまり見ら

れない。熟期の果実が5,....,9月の雨期（多湿期）に腐るためだという。

ララ農業試験場は、 1979年に創設された。現在は農業研究局に所属し、南部ドファー

の農業研究に対応している。ここには、 6研究室と 2業務科がある。果樹研究宰、野菜研究室、

作物研究室、土壌• 水研究室、害虫研究室、病理研究室、並びに育苗科と養蜂科である。ただし

と果樹から 1名ずつ吸収して新たに生物防除研究室が発足し、近く 7研究室体制となる。

また、これまで肉牛の研究も実施していたが、こちらは畜産部門のサララ試験地として組織

変わった。各研究室に室長職で 1名ずつシニア研究員か研究員がおり、また、果樹、土壌./Jヽヽ

害虫研究室にはアシスタント研究員がいる。ただし、場長とアシスタント研究員 1名を除いて、

他の研究員はすべて外国人（スーダン、エチオピア、エジプト等）である。

また、試験場に隣接して農漁業省農業局のサララ地区農業普及防疫所 (Extensionand Plant 

Protection Units. Department of Agriculture)の建物もある。この農業普及防疫所が地域活動

の拠点であるが、このほかサララ周辺には4カ所の支所が配置され、地区全体で25名の普及員が

活動しているという。この地区で農家が問題にしているのは、①病害虫、②連作障害（線虫被

によるローテーション）、③市場・流通問題である、との説明があった。

害虫では、ココナツで Coconutscale insect、Coconutblack beatleが、また柑橘では、

Citrus black fly, Leaf miner、野菜では Whitefly、Tomatofruit wor田が問題になっており、

Citrus black flyでは、 1984年にアメリカのフロリダ州から寄生鋒も導入されている。

また病害では、これまで世界で報告がなかった作物の新病害がオマーンでいくつか見つかって

いる。その内容について、病理研究室の A.M.Hammouda室長の研究報告の概要を、補足説明資料に

紹介してあるので、参考にしていただきたい。
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i補足説明資料:14 I 
I ! i オマーン南部ドファール地方の病害 l 
l l i サララ農業試験場を訪問した際、病理研究室の A.M.Hammouda室長と面談した。氏はエジ i
i プトの出身で、 1986年からサララ地域農業試験場で研究活動を続けている。精力的に病害 i 
l研究に取り組んだ結果、これまで悦界で記録がなかった作物病害をドファール地方で新た 、
i に数種発見したとのこと。新病害について話を間き、また報告書の別刷を人した。 ！ 

lその研究成果の概要を紹介する。 i 
! I i 1. Blossom-end rot of watermelon in the southern region of Oman (Dofar) j 

l雑誌名： J. Agr i c. Sci. Camb. , 108 667-669, 1987 I 
9 スイカの尻腐れ症状は、 トマトの尻腐れ同様、生理障害と考えられている。しかしオマ i 
iーンでの調査では、果面が土壌と接触すると、非病原性の微生物がスイカを腐敗させると i 
i考えられた。対照区の39%に対して、マルチを行なうと16,..._,27%に発生率が減少した。 i 
i 2. Fungal diseases of vegetable marrow and their control in the southern region i 

、 ofOman (Dofar) ; 

i雑誌名： Tropical Pest Management, 34 (2) 156-158, 1988 
i ズッキーニの立枯れ病、うどんこ病、 Choanephorafruit-rotの発病を 1年間にわたって i
i調在し、その防除法を検討した。立枯れ病は、 FurnasanDを3g/kg程度種子粉衣すること i 
： によって軽減できた。またうどんこ病、 Choanephorafruit-rotにはベノミル剤など検定 i 
l した 7種の薬剤が全て有効であった。 ！ 

! 3. Cigar-end disease of banana in the southern region of Oman (Dofar) ! 
' i雑誌名： Tropical Pest Management, 34 (4) 382-383, 1988 ' i バナナの Cigar-enddiseaseは Verticillium theobromaeが病原菌である。オマーン i• 

i南部地域でも発生が顕著に見られるようになった。特に、暖かく多湿の条件で発生が多い l 
; ＇ 、が、 Benomyl、Thiabendazoleの防除効果が高いことを明らかにした。! 4. Con i othyt i um o 1 i vaceum causing I ea f spot of tomato -a new record ! 

I l雑誌名： Plant Pathology, 40 306-307, 1991 j 
i 1986年 1月、オマーン南部のトマト菜に斑点症状が発生した。病原菌は Coniothytium i 

i叫匹雫と同定されたが、これは世界で初めての報告である。疫病、輪紋病防除に用い ！ 

l る DithaneM-45の薬散により容易に防除できる。 i 
I 5. A New leaf spot of pepper caused by Cladosporium堕四匹四厘 i 
i雑誌名： Plant Disease, 76 (5) 536-537, 1992 . j 
l 1986年3月、トウガラシの菜に斑点症状が発生した。病原菌は Cladosponumoxysporum 、

' ！ と同定された。 Cladosporium属によるトウガラシの葉の斑点症状は、これまでの報告では！

' ! Cladospor ium翌匹固のみとされてきたが、 Cladosporiumoxysporumによる発病報告は i. '  i初めてである。本菌はトウガラシのみを冒し、ピーマンには発病が見られなかった。 i 
i 1 
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6, A new leaf spot of coconut 

：不明

5月、オマーンでココヤシの葉に斑点症状
゜
原菌は Stemphyliumsp. と

に斑点をおこす病原菌としてこれまで、 Pestalotiopsis、

恥cosphaerella、Curvularia、Stegmina属の糸状菌

ているが、免 Stemphyliumsp. による斑点症は初めての報告である。

3. カプース大学 (SultanQaboos University) 

カプース大学はマスカットの郊外で、国際空港もあるシープ (Seeb)地区にある。 1986年9月

開校で、オマーンでは初の総合大学である。 10km2の広大な敷地に 6学部（医学、農学、工学、理

、文学、教育学部）を有する。 1990年11月に初の卒業生260名を出した。現在、在籍学生数は約

3,000人。 1993年には経済・麻学部が新設される予定である。

今回、カプース大学は訪問しなかったが、ルメイスにある農業研究局の生物防除部で、大変優

秀な若手研究者に会った。英語が堪能で、旺盛な研究心があり、こちらの質問にも科学者らしく

既知と未知をはっきり区別して説明する態度など、大変感銘を受けた。失礼だがオマーン人か、

と聞くとそうだという。イギリス留学かと聞くと、外国には行ってないという。カプース大学の

第 1期卒業生であった。国家建設の気概に燃えて、外国人教師による英語の講義、科学的思考法

などを意欲的に吸収した姿が容易に想像できる。未だ創世期とも言えるカプース大学ではあるが、

優秀な人材を世に送りつつあると思った。
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2. 日 要 (4月 1日-28日

日（木） 田発(11:00,TG641)→ ンコク （ :30)、パ ク発 :OO, TG507) -* 

力 (21: 30)、ミッドウェイ

2日 、カラチ発 (7:45,PK201)→ :30)、 ラン (11:00, 

SV1145)→ リヤド着(12, 、モッタ ビックホテ

3日 • 水 センター . Agr賛＆屑aterRes. .) 

4日 日） 日 使館、 JI

農業水利 (Dept. of Economi Studies & Stati . , Min. of . & 

Water) 

5日（月） 立農業竺

6日（火） 国立農業・ センター

アル。 (Al-Safi Dairy Est) 

7日 ） ア ドールアジズ 市立科学技術院(KingAbdul Aziz Ci for Sci芍＆

Tech.) 

サウド 王 農学部 IL of 。,King Saud Univ) 
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ビアの休日も

ド発(11:00,

-''"アジズ

ヽ サプランカホテル

. of Meteorol. 予

Sci. 芍 KingAbdulaziz Univ.) 

を乾燥地

i. Res. Cent。 inJeddah) 

10:00)→ アプハ着(12:08)、資料整理、ホテルハイヤット

ジーザン地域事務所(Min島 ofAgr. & Water in Jizan) 

センター (Nat.Agr。&Water Res. Cent.) (ワジ勺ジ

15日

ホテル

16日（金） イエメンヘ移動、ジェッダ発(12:00,IY719)→サヌア着(14:40)、ハッダホテ

17f-l (じ） 日本胄年海外協力隊現地事務所、日

タイズヘ車で移動（サヌア発(14:10)→タイズ着(18:50蔚））、ヤザンホテ

18日（日） 南部畑作地域試験場(SouthernUpland Regional Res. Sta.) 

普及局(Agr.Res. & Ext. Authori 

サヌアヘ車で移動、ハッダホテ

＂水資源省 (Min.of Agr. & Water Resour.) 

農学部(Fae.of Agr., Sana'a Univ.) 

マーンヘ移動、サヌア発(10:50, IY719)→ リヤド着(13:20)、リヤド発(19:15,

→ マスカット着(20:15)、ホテルホリディイン泊

日本大使館、農業研究局本部(DirectorateGeneral of Agr. Res.) 

マスカット市西部地域見学(Nazwa)

、マスカット発(8:30,GF5401)→ サララ着(10:00)

ダイワン王室庁ラザット農場(RoyalRazat Farm, Diwan of Royal Court)、ホテ

ルホリディイン泊

サララ農業試験場(SalalahAgr. Res. Sta.) 

動、サララ (10:30,GF5404)→ マスカット着(12:00)、水資源省(Min.of 

Water Resour。)、ホテルノボテル泊

26日（月） 農業研究局本部

19日（月）

20日

21日（水）

22日（木）

23日（金）

24日

25日（日）

ー，ロン農業開発プロジェクト (WadiGizan 

移動、アプハ発(13:00,SV1809)→ ジェッ

Develop. Proj 

(14:00)、資料整理、カサプラン

27日（火） 日本大使館、資料整理

動（帰国）、マスカット発(23:46,TG508)→ 

28日（水） → パンコク着(9:00)、パンコク発(11:00,TG604)→ 成田着(18:40)
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3 訪問機関の

ウジアラビア

1) National iculture and屑aterResearch Center 

{P.O. Box 17285, Ri 11484, Ki of Saudi 

Dr董 Moha阻adB. Salama Director General 

Mr. Amad Salman Al-Shareef Technical Directer 

Mr. Aki 1 Hamdan Head of Crop Section 

Mr. Abdullah Al-Shankitl Head of Soil & Irri ion Section 

Mr. Abdul Mohsen Al-Sula i阻an Head of Horticultural Section 

Dr. Iqbal Moha町nadFaruq Research Associate(FAO Expert) 

Mr. Abdulrahman Rabia Researcher 

鄭 謙益 Researcher (台湾協カプロジェクト）

淡清 Farmer Association ( ＂ ） 
Dr.Unab G. Bokhari Agronomist, UNDA/OICD 

在サウジアラピア日本大使館(P.O.Box 4095, Riyadh 11491, Kingdom of Saudi Arabia) 

ー研書記官

3) J I CAサウジアラビア事務所

(P.O. Box 90552, Riyadh 11623, Kingdom of Saudi Arabia) 

菊池智徳 駐在員

Mr. Ihab M. Al-Sharqawi Program Officer, Training 

Department of Economic Studies and Statistic, Ministry of Agricluture and Water 

Mr. Mohamed Al-Audan Gineral Director 

5) Al-Safi Dairy Estate(P.O. Box 1608, Al-Kharj 11942, Kingdom of Saudi Arabia) 

Mr. Mohmd Ali Madani Crop manager 

6) King Abdulaziz City for Science and Technology 

(P.O. Box 6510, Riyadh 11452, Kingdom of Saudi Arabia) 

Dr. Mustafa Al-Degaither 

Dr. Ali A. Al-Taloud 

Di rector, Res. Inst. of Natural Resour. & Environ. 

Assistant Pro fess or, 11 

7) College of Agriculture, King Saud University 

(P.O. Box 2460, Riyadh 11451, Kingdom of Saudi Arabia) 

Dr. Abdulaziz M. Assaeed 

Dr. Fahed A. Al-Mana 

Dr. Ibahim Ibrahim El-Shawaf 

Dr. Yahya Ali Y. Re fay 

Dr. Mostafa Atef Al-Hamady 

Dr. Ali M. Al-Darby 

Dr. Abudulla A. Alsadon 

Range Management & Forage Production 

Head, Dept. of Plant Production 

Plant Genetics, Dept. of Plant Production 

Agronomy, Dept. of Plant Production 

Pomology, Dept. of Plant Production 

Soil Sci., Dept. of Soil Sci. 

Head, Agri, Res. & Exp. Station 

8) Faculty of Meteorology, Environmment and Arid Agriculture, King Abudul Aziz 

University(P.O. Box 9034, Jeddah 21413, Kingdom of Saudi Arabia) 

-158 -



Reda Ben Ali Kahl i Dean 

Dr. Saleh Hussein 

Dr. Sakih M. Al-、Sa田arra

Dr Hassan A. El-Oksh 

Dr. f A. Shamma 

Head, of Aridし；md iじulture

舒

Ani阻alProduction, 

Pou 1 try Production, 11 

Dr. Abdel Monie阻 M.El-・Hefny Apiculture & Entomo 

Dr. Mohd A。 Shaheen Genetics & Fruit Breed rng, 11 

Mr。 AbdulramanAbduldafi Mohammad Agromo田y, II 

Dr. Samir El-Slaymani Soil Sci. 芦 II

Dr令 YahyaHamza Sunbou 1 Che田1strv。 II

Dr. Abd El-Murem El-Toukhy 

Dr. Aziz Aj ilan 

Dr. Nasri S. Kawar 

Head of Agr. Station 

Agricultural Researcch Center in Jeddah 

.o。 Box41874 Jeddah 21531念 Kingdomof Saudi Arabia) 
Emtomology 

Emtomology, FAQ Plant Protection 

Ministry of Agriculture and Water in Jizan 

.0. Box 771, Gizan, Kingdom of Saudi Arabia) 

Mr. Al--Gahtani Limousine Director 

Mr. Mubarak Maltar Al-Harbi Head of Extension & Service 

11) Wadi Gizan Agricultural Development Project(Hakma, Gizan, Saudi Aarabia) 

Mr. Awad T. Sallam Project Co-manager 

Mr. Mohammed Nasser Monawer Head of Plant Protection 

イエメン共和国：

1) Japan Overseas Cooperation Volunteers 

(P.O. Box 16116, Haddah, Sana'a, Republic of Yemen) 

Mr. Ichiro Ito 

2)在イエメン日本大使館

(South Safiyah, Off 35 Meter Road, Street No.38 House No.2, Sana'a, P.O. Box 817, 

Coodinator 

Republic of Yemen) 

村瀬 充 ー等書記官

3) Southern Upland Regional Research Station of Agricultural Research and Extension 

Authority 

Dr. Ali Mahammed Al-Thour Director 

Mr. Hamoud Ai Abdalla Horticulture 

4) Agricultural Research and Extension Authority 

(P.O. Box 87148, Dhamar, Republic of Yemen) 

Dr。 Abdul屑ahedMukral Di rector Genera 1 (不在）

Mr. Nasr Mansoor Diector of Monitoring and Evaluation 

5) Ministry of Agriculture and Water Resources 
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Center, Min. of 。 and屑ater,

14. National Agriculture and Water Research Center: 英文要覧

15. M力 Sharifet aL、(1987):

Dieases of Greenhouse Tomato and Cucumbers in the Kingdom of Saudi Arabia. 

Regional を and冒aterRes. Center, Dept. of Economic Studies and Statistics(Fifth 

Volu田e):Agriculture Statistical Year Book for Tradional and 

/1987. 

ial ized Farms 1986 

日 (1992): リア 内食

. of Economics Studies and Statistics(Third Vo 

Saudi Arabian Food Balance Sheets for the Period(1987-1989), Min. of Agr. and 

屑ater.

Dept. of Economic Studies and Statistics(Seventh Volume): 

iculture Statistical Year Book for Traditional and Specialized Farms 1990-. 

20。 A.Brochure (1990) : 

King Abdulaziz City for Science and Technology(KACST) (ノゞ ンフレット）．

College of Agriculture, King Saud University: 

Bulletin, Agricultural Research and Experiment Station. 

21. M.A. Zahran(l983): 

Introduction to Plant !ecology and Vegetation Types of Saudi Arabia. Fae. of 

Meteoro. and Envion. Studies. King Abudulaziz Uni. 

22. Meteorology, Environ田entand Arid Land Agriculture Science(l990): 

Jour. of King Abduleaziz University, Vol.l, Scientific Pub. Center, King Abudulaziz 

University. 

23. Meteorology, Environment and Arid Land Agriculture Science(l991): 

Jour. of King Abdulaziz University, Vol.2, Scientific Pub. Center, King Abudul 

University. 

24. Mr. Mubarak Maltar Al-Harbi(?): 

The Importance of Charcteristics of New Technology in Adaptation 

or Rejection by Famers(copy). 

25. Abu Sal ih et al. (1991): 

Studies on the Yellowing Disease of Watermelon in Jizan. Arab. J. Pl. Prot. 9(1) :27 

-31 

イエメン：

1. Central Statistical Organaization, Min. of Planing & Development(1992): 

Republic of Yemen Statistical Year Book 1991, 

2. Southern Upland Regional Research Station(1992): 

Brief Imformation about the Station, Agri. Res. and Ext. Authority, Min. of Agr. 

and冒aterResources. 

3. Agr. Res. Authority(l988): 
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Directory of National Agricultural Research Projects( 

and Fi sher i es, Yemen Arab Re pub 1 i c. 

4. General Dept. of Statistics and Documentation(1992): 

翌 Min,of 

icultural Statistics, Year Book 1991, Min. of Agr. and Water Resources, 

Republic of Yemen. 

オマーン：

l. 日本大使館(1982):マスカット案内“

2。日本大使館(1982):オマーン国概要．

3. オマーン統計局(1992):オマーン統計（農業部門のみ）．

4. Dept. of Agri. Res., Min. of Agr. and Fisheries: 

Agricultural Research Annual Report 1989 

5. Dept. of Agri. Res., Min. of Agr. and Fisheries 

Agricultural Research Annual Report 1990 

6. Directorate General of Agr. Research 

Prosopis Cineraria Research in Oman 

7. Directorate General of Agricultural Research(l992): 

Annual Research Program, Northern Oman 1992/93. 

8. Min. of Water Resources(1992):Climatic Data in Muladdah. 
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調査地のプロファイル写真

サウジアラピア農業・水研究センター正面玄関にて リヤド近郊のセンターピポット式大規模潅漑による

（リヤド） アルファルファ栽培

リヤド市内のテント式レストランにて アプドールアジズ大学、気象・環境・乾燥地農業学部
(Mr. Abdullah AI-Shankiti) 玄関にて（ジェッダ）

ジェッダ郊外のワジ（涸れ川） 紅海沿岸のワジ河口（川が途中で切れている）
（左端に橋の欄干が見える）
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ジェッダ郊外の農家（乾燥した大地の乏しい草を

求めて羊が徘徊する）

，r 
オマーン郊外でみたカナート竪坑口

ぇ
;,..1; 戸~.:..~ヰ;.,r.t.... 』

•r 記心凸 .'"',t;

オマーン農業研究本部の玄関にて（マスカット）

ニズワ地域におけるナツメヤシと野菜の潅漑栽培
（オマーン）

カナート断面図（原・南里、 19 8 0) 

ジャンピア（ナイフ）を身につけたイエメンの男
（成人男子の証である）
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Characteristics of arid-land agriculture and 

Yemen and Oman 

Toshio HANADA and 

Summary 

m 

OKA 

The present status of agriculture and research activities including agricultural 

the central and southern Arabian Peninsular countries were investigated through a survey 

conducted in April 1993 . 

The total land area of the kingdom of Saudi Arabia amounts to 215 million ha with a 

population of 14.9 million. Agriculture accounted for 1.35 million ha of the land area (0.63%) 

and 5.8 million people (39%) were engaged in agriculture in 1990. The agricultural sector 

accounts for 11.3% of general domestic product. 

Main agricultural products are cereals, especially wheat Wheat production increased 

drastically from O. 82 million ton in 1983 to 3 .46 million ton in 1990. The 4. 2 times increase 

within 7 years was attained through political incentives (financial compensation) and the 

introduction of a modern irrigation system (the so-called center pivot method). In contrast, 

sorghum production is still practiced traditionally in the western part of the country along the 

Red Sea. 

Other important crops next to cereals are forage crops, vegetables and fruits. Alfalfa as 

forage crop, tomato and watermelon as vegetables and dates as fruits are very important crops 

However, prevailing pests and diseases, such as yellow stunting virus in watermelon and leaf 

miner in citrus fruit have led to a decrease of yield and quality of the products. 

The National Agriculture and Water Research Center (NAWRC) is the main research 

organization in Saudi Arabia with networks throughout the country in combination with 

extension projects. 

The Republic of Yemen is located in the south-western part of the Arabian Peninsula. 

Since the country is covered with high mountains, precipitation is higher than in other Arabian 

countries and agriculture is the major activity for the national economy 

The total land area amounts to 5 5 million ha with a population of 11. 5 million. Agriculture 

accounted for 1.48 million ha of the land area (2.7%) and 6.6 million people (57%) were 

engaged in agriculture in 1988. Agriculture accounts for 22% of the general domestic product 

Main producing areas are Al-Hodeidah and Sana's districts. 

Cereals play a major role, accounting for 71 % of the cultivated area followed by 

vegetables, fruits, forage crops, pulses and cash crops accounting for about 6% of the total area 

each. 

Main cereal is sorghum which covers 50% of the total area under cereal production, 

followed by millets (14.2%) and wheat (13.6%). Except for cereals, other important crops, are 
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amounts to 31.3 million ha with a 

thousand ha of the land area (026%) and 

1992. Agriculture accounts for 3. 6% of 

the general domestic product. Since the population is too low to supply the manpower required 

for the economy, Oman depends fully on foreign workers for various economic activities. The 

number of foreign workers was almost 0.4 million in 1990. 

Date is the main agricultural product which is cultivated over 24 thousand ha, or 44% of 

the total area under agriculture. Vegetables, such as tomato and watermelon, are important 

crops next to date. Area under vegetable cultivation reached 6 thousand ha (11 %) in 1988. 

On the other hand, cereal production is very low and does not meet the domestic demand. 

Therefore, 0.29 million ton of wheat was imported in 1987. Fishes are also appreciated by 

consumes in Oman. 

The Department Research is in charge of the governmental research 

activities in Oman. However, the research staff working in this organization are mostly 

foreigners, The graduates from the newly established Sultan Qabos University are gradually 

replacing foreign researchers 

The three countries located in the central and southern Arabian Peninsula are facing 

common constraints on agricultural development including dry and hot climatic conditions and 

lack of irrigation water. Main season for crop production is winter. Therefore, strong emphasis 

is placed on for selection of heat-tolerant varieties and efficient use of water. 

In the farmers'fields, the decrease of the underground water level and the salinity of 

irrigation water and soil result in serious problems in agricultural production. There is an urgent 

need for the development of technology and international information network to solve the 

problems faced by arid land agriculture. 

The authors would like to express their gratitude to the directors of various national 

agricultural organizations in Saudi Arabia, Yemen and Oman for their administrative support 

and encouragement during their visit to these countries. Deep appreciation is also expressed 

toward many researchers in the agricultural research institutes and stations for giving valuable 

information and suggestions. 
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